






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章　ガレオン船と海岸エリア







　轟ごう々ごうと熱気を放つ炉ろの前に座る俺は、隕いん星せい鋼のハンマーを一心に振ふるっている。

　現在加工しているミスリルインゴットは、以前の黒鉄製のハンマーと比べて非常に楽に加工することができる。

　そんなミスリルインゴットを俺は、小さな金属片に切り分けていた。

「これだけあれば、十分かな？　まぁ、多すぎて困ることもないし、いいか」

　余れば【魔ま除よけの結けつ界かい片へん】の素材にも使え、金属片同士を繫つなげればアクセサリーにもなるので無む駄だにはならない。

　今回は、あるものを作るために、細長く、丸みを帯びた大量の金属片が必要だったのだ。

「ふぅ、暑い。疲つかれたぁ～」

　加工して、熱が取れたミスリルの金属片の入った箱に手を突つっ込むと、金属片同士がジャラジャラとぶつかり合う音がする。

　俺は、額の汗あせを拭ぬぐい、脇わきに置かれた耐たい熱ねつ効果を付ふ与よするクールドリンクを飲み、一息つく。

「それにしても【魔ま導どう炉ろ】の熱気は、暑いな」

　防具であるオーカー・クリエイターの胸むな元もとを摘つまみ、パタパタと煽あおって風を送り、【魔導炉】を見つめる。

　ゴールデンウィークの大規模遠えん征せい──その成果として上位の炉である【魔導炉】が発見された。

【魔導炉】の設置には入手難易度の高い素材があり、遠征の最終日にはサプライズとして俺やマギさんにプレゼントされた。

　だが、細々とした汎はん用よう素材に関しては、自前で少しずつ用意する必要があった。

　そして先日、全すべての素材を揃そろえて、【アトリエール】に【魔導炉】を設置することができた。

　それに合わせて、一足先に魔導炉を設置したマギさんに頼たのんで隕星鋼のハンマーを新調してもらった。

　以前の【魔法炉】に比べて、【魔導炉】は高火力を維い持じしやすく、隕星鋼のハンマーと相まってミスリルの加工がしやすくなった。

　その代わり、【魔導炉】から漏もれ出る熱気で【炎えん熱ねつダメージ】を負いやすいので注意が必要な生産設備だ。

　そんな【魔導炉】で最初に作っているものが、このミスリルの金属片である。

「本当は、木材からも作りたかったけど、時間がないから簡単なものでもいいよな」

　俺は、独り言を呟つぶやき、ミスリルの金属片が入った箱を作業台に運ぶ。

「さて、ここからが本番だ」

　先さき程ほどの細長いミスリルの金属片の両りよう端たんに小さな穴を空け、表面が光を反射するほどに磨みがき、穴に別べつ途とで作っておいたフックや金具を取り付けていく。

　最後に、【彫ちよう金きん】スキルの《カラーリング》でミスリルの金属片の両面の端はしに一本のラインを引く。

　鮮あざやかな緑やピンク、黒などの色を付けて出来た物を箱に入れていく。

「よし、こんなものかな？」

　予備も含ふくめて一人３個を目安に作った金属の小物の入った箱をインベントリに仕し舞まい、細かな作業を続けて凝こり固まった体を伸のばす。

　そして、立ち上がり、【アトリエール】の工こう房ぼう部を見回す。

「はぁ……思い切って奮発しちゃったなぁ」

　俺は、【魔導炉】の設置の際に、合わせて拡張された工房部に何度目かの溜ため息いきを漏らす。

【鍛か冶じ】や【調合】、【錬れん金きん】と【合成】などの生産分野ごとのスペースが広くなり、料理道具を立てかけておく棚たなが新設され、拡張された工房部は今までよりも使いやすくなった。

　また、それに合わせて【アトリエール】の店てん舗ぽ部の方も広くなり、そちらの方に移動する。

「【魔導炉】の設置に【アトリエール】の拡張工事、畑の増設とかそれに必要な諸もろ々もろの出費で[image: ]万Ｇかぁ」

【魔導炉】の設置だけなら[image: ]万Ｇだった。

　だが、どうせならと色々なものを増設・新調した結果、短期間で[image: ]万Ｇもの大金を支し払はらうことになった。

　今までコツコツとポーションを売り、お金を蓄たくわえていたので【アトリエール】の運営費には手を付けず、俺個人の所持金で賄まかなえたが、それでも痛い出費である。

「けど、うーん！　広いっていいなぁ！」

【アトリエール】の店舗部の拡張に合わせて、サンプルのポーションや消しよう耗もう品の棚を大きくする他ほかに、壁かべ際ぎわのスペースには空のショーケースが置かれている。

「マギさんたちのアドバイスで作ったけど、売れるのかな？」

　この一年近くＯＳＯを遊び、細々とだが【彫金】センスを鍛きたえ、それなりにアクセサリーを作ってきた。

　今までは、知り合いに頼まれた時や気が向いた時に、アクセサリーを作成して渡わたしていたが、売りに出すことは殆ほとんどなかった。

　それに対して、俺の作るアクセサリーを知っているマギさんやギルド【ヤオヨロズ】のオトナシとラングレイからは、勿もつ体たいないと言われ、売りに出すことを勧すすめられた。

　そのために、【アトリエール】の店舗部を拡張した際に、アクセサリーを展示するショーケースを設置することにしたのだ。

　だが、まだアクセサリーが飾かざられていないので、どこか殺風景である。

「とりあえず、金属系とビーズ系、それとボーン系のアクセサリーを幾いくつか見み繕つくろうかな。あと、小物とか」

　俺は、そう呟き、【工房部】で保管してあるアクセサリーや小物類を見繕い、値段を付けてショーケースに展示する。

　そうして、アクセサリーを並べていると、段々と気分が乗ってきたので、並べ方を工夫してアクセサリーをレイアウトしていく。

　研けん磨ました宝石や作成したビーズやトンボ玉など素材だけに値段をつけ、ショーケースに並べるなどして、ショーケース内のレイアウトを楽しむ。

「うーん。よし、こんなものかな」

　ショーケースのレイアウトが決まり、アクセサリーを配置したところで、【アトリエール】の入口が開き、挨あい拶さつの声に振り返る。

「ユンくん、こんにちは。お店を拡張したんだって？」

「あっ、マギさん、いらっしゃい。今、ちょうどショーケースにアクセサリーを並べてたところですよ」

【アトリエール】に来たのは、鍛治師のマギさんだった。

　マギさんは、前より広くなったが雰ふん囲い気きの変わらない店内を見回して、ほぉと感かん嘆たんの声を上げる。

「随ずい分ぶん広くなったね。それに植物も増えてる？」

「はい、置く場所が増えたので、鉢はち植うえとかを置いてます」

【アトリエール】に併へい設せつされたガラスハウスの温室で、鉢植えやプランターで栽さい培ばいしている植物の一部を店内に移している。

　観かん賞しよう目的ではあるが、もちろん素材アイテムとして収しゆう穫かくすることもできる。

「なんか、ますますユンくんらしい癒いやし空間になってるわねぇ」

「ありがとうございます」

「それにショーケースも置いてアクセサリー販はん売ばい。私のアドバイスを聞いてくれたんだね！　お姉さん、嬉うれしいよ！」

　先程までレイアウトなどを考えていたショーケースを覗のぞき込むマギさんは、嬉しそうにアクセサリーを眺ながめた後、俺の顔を見つめてくる。

「ユンくん、ミスリルを加工する腕うでがあるんだから、売らないのは勿体ないと思ってたんだよねぇ」

「あはははっ、まぁ、商売っ気はなかったですし、個人の趣しゆ味みの範はん囲い内ですからね」

　俺は、苦笑いを浮うかべながら頭の後ろを搔かく。

「むしろ、私の所にアクセサリーの作成依い頼らいが多すぎて、分散して欲しいくらいなのよ」

　前に【彫金】の生産分野で被かぶることを冗じよう談だんで話していたが、今はそんな冗談を言う必要がないくらいに、ＯＳＯのアクセサリー需じゆ要よう──特に、ミスリルなどのアクセサリーの需要が高まっている。

「あっ、このアクセサリー可愛かわいいし、安い。それにこのトンボ玉とかも綺き麗れい。ユンくん、これ売ってくれる？」

「はい。ちょっと待ってください」

　俺は、ショーケースを開け、マギさんが指差したミスリルのアクセサリーと装そう飾しよく素材のトンボ玉を取り出しながら、談だん笑しようを続ける。

「ユンくん、このお店の拡張でどれくらいお金使った？」

「えっと……[image: ]万Ｇですかね」

「なら、ミスリルのアクセサリーを20個か30個売れば、余よ裕ゆうで資金回収できるわね」

　俺は、マギさんの選んだミスリルのアクセサリーと装飾素材を渡し、代金を受け取る。

　その際、受け取った代金が[image: ]万Ｇなので、単純計算ではそうだ、と微び苦く笑しようを浮かべる。

「そう簡単にいきますかね」

「行く。私が断言するわ。絶対に、売れるわ」

【アトリエール】の商品の中で一番値段が高い消耗品は、蘇そ生せい薬であるが、最近は蘇生薬の作り手が増えて、買い求めるプレイヤーがやや減少傾けい向こうにある。

　それに比べれば、ミスリルのアクセサリー需要は高く、状じよう況きように応じて求められる追加効果も違ちがうので、しばらくは求めるプレイヤーが減る様子は見られないらしい。

　だが──

「やっぱり、俺は【調合】系の生産職なので、気が向いたら並べる程度にします」

「ほんと、ユンくん、欲よくが無いなぁ」

　俺の答えに苦笑いを浮かべたマギさんは、一いつ瞬しゆん視線を彷徨さまよわせる。

　きっとメニューなどで時間を確かく認にんしたのだろう。

「うん。そろそろ時間ね。ユンくん、移動しましょう」

「そうですね。こっちにどうぞ」

　俺は、マギさんを【アトリエール】の工房部に設置されている転移用のミニ・ポータルに案内する。

　その際、マギさんは、設置されている【魔導炉】に気がつく。

「ユンくんは、【魔導炉】で何か作ったの？」

「俺は、ミスリル製の小物を作りました」

　俺は、先程作って磨いたミスリルの金属片に金具とフックを付けたものを一つ取り出して見せると、マギさんは納なつ得とくしたように声を上げる。

「あー、今日のためね。ちなみに、私は、アダマンタイトの剣けんと鎧よろいを作ったわ」

　先に【魔導炉】を導入して、鍛冶をしているマギさんが加工難易度の高い鉱石であるアダマンタイトを加工できたと聞いて、俺は素す直なおに賞賛する。

「マギさん、凄すごいですね！　アダマンタイトの武器と防具の完成おめでとうございます！」

「ありがとう、ユンくん。それに私も【魔導炉】を使って今日のためのものを用意したのよ」

　それを聞いて、俺もマギさんも何とは言わないが互たがいに微笑ほほえみを浮かべる。

「それじゃあ、そろそろミニ・ポータルで移動しましょうか」

「そうね。ユンくん、お願い」

「はい──」

　俺は、ミニ・ポータルを操作し、過去に行ったことのあるポータルを選せん択たくして、マギさんと共に転移した。




　　　　●




　ミニ・ポータルで転移した先には、大おお海うな原ばらと砂すな浜はまが広がっていた。

　青い海と白い砂浜、穏おだやかな波が打ち寄せる音、そして照りつける太陽の日差しに手を翳かざす。

「はぁ、【魔ま導どう炉ろ】の前とはまた違った暑さだなぁ」

　工房部の籠こもるような暑さとは違い、強い日差しの刺さすような暑さに辟へき易えきする。

　インゴットの加工の際に飲んだクールドリンクの耐たい熱ねつ効果がまだ残っているので、【炎えん熱ねつダメージ】によるＨＰ減少は発生していない。

　だが、効果が切れれば、緩ゆるやかにＨＰが減っていくだろう。

「前に来た時は、こんなに暑くなかったんだけどなぁ」

「それは、ユンくんがここに来たのが、【寒冷ダメージ】が展開されていた時期だからじゃない？」

「ああ、そうか」

　この半年、【寒冷ダメージ】の実装と広こう範はん囲いのエリアでの展開がされた後に、【寒冷ダメージ】の広域展開が解除された。

　そんな半年間のＯＳＯの変化を振ふり返り、納得する。

　俺は、マギさんと並んで砂浜を歩き、活気のある声の方向に歩いて行く。

「おーい！　来たぞー！」

「みんなぁ！　お疲つかれ様～！」

　俺とマギさんが手を振る先には、木造平屋の建物と一隻せきのガレオン船が浜はま辺べに置かれていた。

　そこには、ラフな格好のプレイヤーたちが木造平屋の軒のき下したで休きゆう憩けいし、ガレオン船で作業していたプレイヤーたちも手を止める。

「ユンっち、マギっち！　いらっしゃい！」

　ガレオン船のマストの見張り台からひょっこりと顔を出すリーリーは、大きく身を乗り出し、俺とマギさんに手を振ってくる。

　そんな危なっかしい様子を下から見上げる俺は、ハラハラしている。

「リーリー、危ない！　危ないって！」

「大だい丈じよう夫ぶだっ……えっ、うわっ!?」

「きゃっ!?　リーリー！」

　突とつ然ぜんの海風にリーリーの体が煽あおられ、マストの見張り台から滑すべり落ちる。

　隣となりでマギさんが悲鳴を上げ、俺は甲かん板ぱんに落下するリーリーに手を翳す。

「くっ!?──《キネシス》！」

【空の目】で落下するリーリーをターゲットに取り、【念動】スキルでその落下を止めようとする。

　だが、リーリーの落下の勢いが一瞬だけ弱まるだけである。

　それでもリーリーに怪け我がをさせないために、何度も《キネシス》を使い続ける。

　リーリーの落ちる勢いは弱まるが、完全に勢いを殺せず、ダメかと諦あきらめた時──

「よっと、大物の一いつ本ぽん釣づりだぁぁぁっ！」

　甲板に落ちそうになる直前、リーリーの体が首の後ろを引っ張られるように上じよう昇しようする。

　そして、リーリーはビックリした表情のまま、甲板の数メートル上空で静止してゆっくりと降下してくる。

「リーリー、大丈夫か！」

　降りてきたリーリーの服の襟えり元もとを見れば、釣り針のようなものが引っかかっており、その端はしには金きん属ぞく糸しが伸のびていた。

　俺とマギさんが、金属糸の先を目で追っていくと、一本の釣り竿ざおを手にしたアロハシャツにゴーグルを着けた男性プレイヤーがいた。

「あっ！　シチフクっち！　助けてくれたんだ！　ありがとう！」

「なーに危ないことやってんねん！　俺らの棟とう梁りようが怪我したら仲間たちが悲しむやろ！」

　目の前の浜辺に泊とまるガレオン船のオーナーにしてギルド【ＯＳＯ漁業組合】のギルドマスターのシチフクが怒おこりながら、釣り竿を小さく振ってリーリーの服に引っかかった釣り針を外し、リーリーに近づく。

「それから、あの高さから落ちる勢いが弱まってたから俺の釣り竿で引っ張って止められたんや。もし、ユンちゃんが手を尽つくしてなかったら甲板に衝しよう突とつや。だから、お礼と心配させたこと謝ることや」

「そうだね。……ユンっち、助けてくれてありがとう。それと二人とも心配掛かけて、ごめんなさい」

　シチフクに諭さとされたリーリーは、俺とマギさんに頭を下げて謝る。

　正直、落ちた時は肝きもが冷えたが、無事なことに安あん堵どしている。

「リーリー。頼たのむから俺たちを心配させないでくれ」

「そうね。それに、安全対策なしでマストに登っていたわよね。登山用の道具を応用すれば、落下対策ができるから用意した方がいいわね。いえ、この際だから作りましょうか！」

　俺とマギさんは、心配したリーリーを構いながら、どうしたら安全にガレオン船を運用できるのかを、リーリーの頭越ごしに話し合う。

　俺とマギさんに心配させて申し訳なさそうにするリーリーは、そんな俺たちの話に口を挟はさめずに縮こまっている。

　そんな中、俺とマギさんを止めるプレイヤーが現れた。

「もう、それくらいでいいだろう。本来の目的を忘れるんじゃない」

　海の方から聞こえてきた声に振り返ると、海からトップ生産職の一人である裁さい縫ほう師しのクロードが上がってきた。

　先さき程ほどまで泳いでいたのか、濡ぬれた髪かみを搔かき上げ、ピチピチのブーメランパンツを穿はいた姿で現れる。

　そのインパクトに俺とマギさんは、リーリーへの心配やガレオン船の安全対策などの考えが一瞬どこかに飛んでしまった。

「えっと……クロード、なにその格好？」

「ガレオン船に乗って海の真ん中で投げ出された時、対策がないとそのまま水の中に沈しずむからな。とりあえず【泳ぎ】センスを取得して泳いでいた」

　そう言って、腕うでを組んで胸を張るクロードだが、そのポーズからブーメランパンツに意識が集中してしまう。

「だからって……私やユンくんも居るんだから、もう少し、露ろ出しゆつを抑おさえた普ふ通つうの水着をお願いしてよ。後から水着で遊ぶ女の子も来るんだから」

　クロードから視線を逸そらすマギさんの言葉に、俺も同意するように頷うなずく。

　後からミュウやセイ姉ねぇ、知り合いの女性プレイヤーたちもこの海岸に集まるので、気を遣つかって欲しいと思う。

「水着防具は、【耐熱効果】を付ふ与よしやすいんだがな。仕方がない。なら全員一休みするか」

　クロードは、メニューを操作して瞬しゆん時じに装備を一いつ般ぱん的な男性水着に涼すずしげなシャツを羽織った姿に変える。

「休むんなら、俺らが建てた【海の家】を使ってくれ！」

　シチフクたち【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーは、ガレオン船を作るために、【木工】センスを取得して、リーリーの指導を受けていた。

　それが今では、【木工】センスのレベルが上がり、平屋の木造建築を建てるまでに成長していた。

「さて、上がった上がった！　まだ外装だけの何もないところだけど座ってな！」

　シチフクは、吹ふき抜ぬけ平屋の建物の中にあるテーブルと椅い子すを持ち出して座り、俺たちも促うながされて座る。

　それに合わせて、休憩していた【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーたちが振り向き、視線が集まる中で、シチフクが背筋を正してこちらに向き直る。

「お陰かげ様さまで、生産職のトップの方々の力を借りて、夢の大型漁船を作ることができた。ほんま、感謝してます！」

　深く頭を下げるシチフクに対して、マギさんが代表して口を開く。

「こっちも色々と貴重な経験をさせて貰もらったわ。それに、今日集まったのは、ちょっと早い完成祝いを贈おくるためよ」

　マギさんの言葉にシチフクが顔を上げ、困ったように頭の後ろを搔く。

「いや、ホンマ、俺ら貰いすぎやなぁ。釣った魚の差し入れくらいじゃ、釣り合わんわ」

「それじゃあ、まずは木工師の僕からね！　前に約束した船首に付ける彫ちよう刻こく！」

「次に、裁縫師の俺からは、大漁旗だ。ＧＶＧ用の軍団アイテムを流用しているから掲かかげているだけで味方のステータス上昇などの効果がある」

　リーリーは、船首に乗せる女性の彫刻がされた木像、クロードは、赤を基調として中央に宝船が描えがかれた色しき彩さい豊かな大きな旗をインベントリから取り出す。

「おおっ！　すまんな！　ガレオン船が華はなやかになるなぁ！」

　リーリーとクロードからガレオン船の完成祝いの品を受け取るシチフクは、嬉うれしそうにする。

「次は私たちね。鍛か治じ師の私からは、黒鉄製の錨いかりよ」

　マギさんがインベントリから取り出した錨は、【海の家】の剝むき出しの砂浜の地面に落ちて、小さく砂が舞まう。

　マギさんやリーリー、クロードたちの祝いの品のインパクトに俺は少し萎い縮しゆくしてしまう。

「ほら、ユンくんもプレゼントがあるんでしょ？」

「えっ、あー、うん。まぁ俺からは、粗そ品しなとして、各種ポーションとこれです」

【アトリエール】の商品であるポーションの詰つめ合わせと箱の中に入った金属の小物の数々を取り出した。

　俺が、シチフクの反応を窺うかがうように見つめれば、ニッと気持ちのいい笑えみを浮うかべてくる。

「ありがとう、ユンちゃん。スプーンやないか。新しいルアーがこんなに増えて嬉しいわ」

　俺が何を贈ったのか、すぐに理解してくれてホッとする。

「シチフクたちは、【木工】センスを持ってるから木製ルアーは自作しそうだろ？　だから、それ以外の素材で作れそうなルアーを調べて作ってみたんだ」

　俺が作ったものは、スプーンと呼ばれる金属製のルアーである。

　元々は、水辺に落としたティースプーンに魚が食いついたことから始まるルアーの元祖であり、作りなどが非常に簡単なものだった。

「とりあえず、ギルドメンバーに一人３つ行き渡わたるくらい作ってみた」

「うちのメンバーたちが全員喜ぶわ。改めて、ありがとうな」

　気持ちの良い笑みを浮かべるシチフク。

　その一方、【海の家】で休んでいたギルドメンバーたちは、早くそのルアーを寄よ越こせというような目でシチフクを見ていた。

「よーし！　ガレオン船に祝いの品を設置したら、全員で釣りに行くぞー！　処女航海前の宴えん会かい用の魚を釣りまくれ！」

『『『おうっ！』』』

　残ったギルドメンバーがマギさんの錨、リーリーの彫ちよう像ぞうやクロードの大漁旗を運び始める。

　そして、最後に残ったシチフクは、俺たちに一言。

「それじゃあ、ちょっと釣りしてくるからここでゆっくりしてってーな」

　そう言って、ひらひらと手を振ふるシチフクの後ろ姿を見送る。

「さてと……折角、海に来たのだ。それ相応の格好が必要じゃないのか？」

「相応の格好？」

　シチフクを見送った後、唐とう突とつに掛けられたクロードからの言葉に俺は小首を傾かしげる。

「ほら、海岸エリアだから、可愛かわいい水着とかを着るって話じゃない？」

　マギさんの説明に、俺は顔を顰しかめる。

　俺は、男なので着るならクロードが身に着けているような一般的な水着であり、可愛い水着は求めていない。

「マギやリーリーの分は、もう用意しているが、ユンからの注文は聞いてないからな。勝手に何種類か作っておいた」

「ちょ！　なんでそうなるんだよ！」

　俺が抗こう議ぎの声を上げるが、リーリーが間に入り、まぁまぁと宥なだめてくる。

「ユンっち落ち着いて。クロっちの水着は、この暑い中の【炎えん熱ねつダメージ】対策も兼かねているんだよ」

　水着の可愛さ云うん々ぬんは置いておいて、実利的な面では【炎熱ダメージ】対策は必要だ。

「それに、ミュウっちやセイっちたちもガレオン船のお披ひ露ろ目めに来る中で、ユンっちだけ水着を着てないとどうなると思う？」

「そ、それは……」

　ミュウやセイ姉ぇ、他ほかのプレイヤーたちは、夏の先取りとして水着を用意している者が多かったと記き憶おくしている。

　その中で水着を用意していない俺を見つければ、喜々として着せ替かえ人形のように扱あつかう未来が想像できた。

「何をそんなに嫌いやがる！　胸か！　胸が薄うすいためか！」

「クロード、セクハラよ！」

　クロードの発言に俺は、服の胸むな元もとを握にぎって体を庇かばい、マギさんがそんなクロードの発言を拳こぶしで物理的に止める。

「ユンくんが可愛い服を苦手としているのは知っているから無理はしなくていいわよ」

「マギさん……」

「まぁ、ユンくんと海で遊ぶのを楽しみにしてたから、ちょっと残念だけどね」

　マギさんは、苦笑いを浮かべながらも、どこか寂さびしそうな表情を浮かべる。

「……あんまり変な水着は、選ばない」

「えっ、それじゃあ、水着を選ぶの！」

　マギさんの様子を見て、俺の意志が揺ゆらぎ、折れてしまう。

　俺の発言を聞き、マギさんの表情がパッと明るくなり、クロードがニヤリとした笑みを浮かべている。

「くくくっ、今までの傾けい向こうからユンの好みそうな水着を作成しておいた！」

　そしてクロードは、この場で幾いくつかの水着を取り出して俺に見せてくる。

「うっ……これ、確かにデザインは、シンプルだけど、ちょっと……」

「そう？　どれもユンっちに似合うと思うけど」

　競泳タイプの水着やシンプルなフリル付きのワンピース水着、スカート付きのレオタード風の水着など、やっぱり、女子を意識させるデザインの物は、拒きよ否ひ感が強い。

　他にも黒ビキニなんかが混じっており、俺の顔が熱くなるのを感じる。

「ダメだダメだ！　どれもダメ！　恥はずかしい！」

「じゃあ、これはどう？」

　どれも拒否感が強い中、マギさんがとある水着を掲げる。

　俺は、それを手に取り、まじまじと観察する。

「うん！　これだ！　このくらいがいい！」

「その水着か？　確かにユン好みだろうが……可愛さはないぞ」

　クロードはやや難色を示すが、俺は可愛さよりも実用的で露出の少ない、そして、羞しゆう恥ちを覚えない水着が欲しいのだ。

「あ、あと……」

「なんだ？」

「まだ、これでも恥ずかしいんで、上に羽織るパーカーもください」

　水着を手に取ったまま頭を下げる俺に、クロードは呆あきれたようにパーカーを一着仕立ててくれることを約束してくれた。







　　　一章　水着と処女航海







　穏おだやかな波が絶えず押し寄せる海岸エリア。

　その日は、ギルド【ＯＳＯ漁業組合】のガレオン船のお披露目と初航海のために、シチフクたちギルドメンバーは、慌あわただしくしていた。

　出航の準備、釣つりや素す潜もぐり、浜はま辺べでの食材集め、集めた食材でのバーベキューなどの調理を手分けして行なっていた。

「俺も何か作るの手伝うか？」

「ユンちゃんは、お客さんや。それにガレオン船の建造の時に色々と世話になったんやから、これ以上は甘えるわけにはいかんって」

　俺もバーベキューの準備を手伝おうかとシチフクに申し出たら、魚を捌さばきながらやんわりと断られてしまった。

「暇ひまなら、その辺散歩でもしてくれば？　ユンちゃんも人に気を遣つかうだけやのうて、思いっ切り遊ばな損やで」

「なら、散歩しつつ、生産に使えそうな素材でも探そうかな」

　俺は、シチフクに勧すすめられて、センスステータスを確かく認にんしながら、波打ち際ぎわへと歩いて行く。







　所持Ｓセンス・Ｐポイント36

【長弓Ｌｖ45】【魔ま弓きゆうＬｖ30】【空の目Ｌｖ32】【看破Ｌｖ42】【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ30】

【俊しゆん足そくＬｖ35】【魔道Ｌｖ37】【付ふ加か術じゆつ士しＬｖ15】【彫ちよう金きんＬｖ50】【料理人Ｌｖ23】

【調教Ｌｖ43】【泳ぎＬｖ18】

　控ひかえ

【弓Ｌｖ55】【大地属性才能Ｌｖ21】【念動Ｌｖ15】【調薬師Ｌｖ31】【錬れん成せいＬｖ８】

【言語学Ｌｖ28】【登山Ｌｖ21】【生産職の心得Ｌｖ33】【身体耐たい性せいＬｖ５】【精神耐性Ｌｖ15】

【潜せん伏ぷくＬｖ７】【先制の心得Ｌｖ17】【急所の心得Ｌｖ15】







　インフォメーション

・ＮＥＷ：【物理攻撃上昇】のレベルが30に到とう達たつ。上位センスが発生。

・ＮＥＷ：【彫金】のレベルが50に到達。上位センスが発生。








「おっ、レベルが上がって、新しいセンスが取得できる」

　俺は早さつ速そく、上位センスを取得する。







　所持ＳＰ31

【長弓Ｌｖ45】【魔弓Ｌｖ30】【空の目Ｌｖ32】【看破Ｌｖ42】【剛ごう力りきＬｖ１】【俊足Ｌｖ35】

【魔道Ｌｖ37】【付加術士Ｌｖ15】【装そう飾しよく師Ｌｖ１】【料理人Ｌｖ23】【調教Ｌｖ43】【泳ぎＬｖ18】

　控え

【弓Ｌｖ55】【大地属性才能Ｌｖ21】【念動Ｌｖ15】【調薬師Ｌｖ31】【錬成Ｌｖ８】

【言語学Ｌｖ28】【登山Ｌｖ21】【生産職の心得Ｌｖ33】【身体耐性Ｌｖ５】【精神耐性Ｌｖ15】

【潜伏Ｌｖ７】【先制の心得Ｌｖ17】【急所の心得Ｌｖ15】








「まぁ、後で成長させたセンスを確認するとして。リゥイ、ザクロ──《召しよう喚かん》！」

　俺は、インベントリから召喚石を取り出し、使し役えきＭＯＢの一角獣ユニコーンのリゥイと空くう天てん狐このザクロを呼び出す。

「リゥイ、ザクロ。一いつ緒しよに砂すな浜はまを散歩するか」

　俺の提案にリゥイとザクロがコクリと頷うなずき、一緒に浜辺を歩く。

「おっ、綺き麗れいな貝かい殻がらだ。アクセサリーに使えそう。それに流木とか海かい藻そうも打ち上げられてる」

　流木は加工すれば、細工用の木材になるし、海藻も料理やポーションの素材として使えるかもしれないので集める。

『きゅ、きゅぅきゅぅ』

　ザクロは、黒い毛皮でおおわれているので強い日差しで熱が籠こもるのか波打ち際を歩き、寄せる波に足元を濡ぬらして涼すずんでいる。

　リゥイは、水魔法が使えるので体から微かすかな冷気を発し、平気な様子で砂浜を力強く歩いている。

　ホクホク顔で散歩ついでの素材収集をしていた俺だが、暑さに額の汗あせを拭ぬぐい、太陽を見上げる。

「それにしても暑い……夏服のオーカー・クリエイターのままだと余計に暑い……」

　黒を基調としているためにザクロの毛皮と同じように熱が籠もって体が火ほ照てる。

　クールドリンクを飲んで【炎熱ダメージ】対策が必要だな、と感じる俺にリゥイが体を擦こすり付けてくる。

「リゥイ、どうした？　ああ、体が冷やっこいなぁ。気持ちいい」

　俺は、リゥイの体に近寄り、鬣たてがみを手て櫛ぐしで梳すけば、涼しい空気とサラサラとした鬣の質感にいつも以上にひんやりと心ここ地ち良く感じる。

「さて、海岸の端はしまで散歩したし、そろそろ戻もどろうか」

　波打ち際で白波と戯たわむれていたザクロに呼び掛かけると、俺とリゥイの方に駆かけてくる。

　ただし、足裏を海水で湿しめらせても白い砂浜が熱いのか、慌てて俺の胸元に跳とび込んでくる。

「うわっ!?　ああ、足裏が熱かったんだな。帰る時は抱だいたまま帰るか」

　俺は、ザクロを抱きかかえたまま【海の家】まで戻ってくる。

　そして、俺たちが砂浜を歩いて【海の家】まで戻ってくると、その正面の砂浜でミュウたちの楽しそうな声が聞こえてくる。

「あっ、ユンお姉ねえちゃんだ！　お～い！」

　散歩から戻ってきた俺にミュウが大きく手を振ふって近寄ってくる。

「ミュウ、来てたのか」

「うん、さっき来たところ！　それよりユンお姉ちゃん、どうかな？　みんなで水着を選んだんだよ！　可愛かわいいでしょ！」

　ミュウは、白を基調とした可愛らしい水着をこちらに見せるように腕うでを大きく広げる。

「うん。いいんじゃないのか？　似合ってるぞ」

「やったぁ！　あっ、リゥイも一緒に遊ぼうよ！」

　俺に褒ほめられたミュウは、喜び、すぐに俺の隣となりに立つリゥイの首筋に抱き付き、頰ほお擦ずりをする。

　対するリゥイは、鬱うつ陶とうしそうに溜ため息いきを吐つき、ミュウにされるままになっている。

　そして、ミュウに遅おくれて【海の家】の方からルカートたちが出てくる。

「ユンさん、こんにちは」

「ああ、みんな、こんにちは。ルカートとトウトビ、コハクの水着は、似合ってるな」

　俺は、挨あい拶さつを交かわしながらルカートたちの水着を褒める。

　ルカートの水着は、競泳水着っぽいピッシリとしたものだ。

　トウトビの水着は、濃こい落ち着いた色合いの生き地じに控ひかえめなフリルやワンポイントのリボンのあるビキニ。

　コハクの水着は、シンプルな黄色に同系統の色合いのパレオをスカートのように腰こしに巻き付けている。

「そして、ヒノとリレイは、その……個性的だな」

「ありがとう！　ボクは、子ども体型だから、ルカちゃんやトビちゃんみたいなのは似合わないから、全力でネタに走ってみました」

「ふふふっ、ありがとうございます。これで女の子を悩のう殺さつです」

　ヒノは、黒のスクール水着を着ていた。

　スクール水着の胸むな元もとの白いゼッケンには、『ヒノ』と大きく書かれている。

　そしてリレイは、セクシー系の黒ビキニを着ているので、俺は目のやり場に少し困る。

「ねぇ、ユンお姉ちゃんも水着に着き替がえないの？」

「えっと、一応はあるけど、別に着替えるつもりないし……」

「えー！　【泳ぎ】センスあるのに勿もつ体たいないじゃん！　ねぇ、水着に着替えようよ！」

　リゥイを離はなしたミュウは、今度は俺の腕を摑つかんで体を揺ゆすり始める。

「俺も水着に着替えないとダメか？」

「海で遊ぶなら、水着の方が楽しいと思うけど……ダメ？」

　小首を傾かしげて尋たずねてくるミュウに俺は、深い溜息を吐はき出す。

「はぁ、分かった。なら、ちょっと着替えてくるからリゥイとザクロを頼たのむ」

「やったぁ！　それじゃあ、待ってるからね！」

　満面の笑えみで見送るミュウに対して俺は、大人しく【海の家】の更こう衣い室を借りて装備を切り替かえる。

　クロードが用意した水着の中で一番マシなものを選び、更さらにその上からラッシュガードと呼ばれる泳ぐ際に着用できるパーカーを着て、ミュウたちの所に戻る。

「……着替えてきた」

「ユンお姉ちゃん、おかえりー。むぅ、そんなの着て隠かくして、脱ぬげー！　脱げぇー！」

「うわっ！　ちょ、分かった！　これも脱ぐ！　脱ぐから！」

　俺は、ミュウにパーカーを引っ張られ、そんなミュウの後ろでリレイが、いいです！　それです！　などと応おう援えんを送っている。

　俺は、渋しぶ々しぶとパーカーを脱ぎ、ミュウたちの前で水着姿を晒さらす。

「へ、変じゃないか？」

「それがユンお姉ちゃんの水着？」

　ミュウの視線が上下に動き、俺は、身を捩よじり腕で体を隠そうとする。

「タンクトップ水着かぁ。ちょっと可愛くないかも」

　クロードから貰もらった水着は、上下が一体となった黒の水着である。

　フィットネス水着の伸しん縮しゆく性も組み込まれているので、体に密着し、機能性が高い。

　ただ、試着なしに着たために、思ったよりも強い密着感と体の線ラインが出ることにちょっとだけ恥はずかしさを感じる。

「たしかに可愛さはありませんが、ユンさんらしさはありますよね」

「レジャー向きな格好って言えるよね！　ボクらと思いっ切り遊べるね！」

　ルカートとヒノが俺の水着を褒めてくれるので、恥ずかしいが少しだけ嬉うれしさも感じる。

「それじゃあ、みんなで遊ぼう！　今日のために【泳ぎ】センスも取得したんだから」

　ミュウは、俺の手を引いて、波打ち際まで引っ張っていく。

　そして、そんな俺とミュウの様子を微笑ほほえましげに見つめながら、ルカートたちも後に付いてくる。

「ミュウ。それでなにして遊ぶんだ？」

「さっき、シチフクさんたちから海岸エリアの海の底には、色んなアイテムがあるって聞いたからそれを集めて、ポイントを競きそうってのはどうかな？」

「なんでも海底に宝箱も沈しずんでいることがあるんだって！」

　ミュウの説明にヒノが補足し、俺もそれならと頷く。

　ポイントを競うので、平へい凡ぼんな石や流木、海藻などは、１ポイント、鉱石や宝石の原石などは３ポイント。

　そして宝箱には、木、鉄、銅、銀、金の五種類があるらしく、ポイントは、10ポイント×宝箱のランク分のポイントという風にルールを決めた。

「けどいいのか？　【泳ぎ】センスのレベルが高い俺の方が有利だぞ」

「それじゃあ、ペアでの得点を競うのはどうかな？　ユンお姉ちゃんはレベルが高いからハンデとして一人なら公平じゃない」

「賛成！　それならボクは、ミュウちゃんと一緒に組むよ！」

　ミュウの提案に問題ないと俺は頷き、即そく座ざにミュウとヒノがペアを組む。

「なんだか、小さい頃ころやったプールに撒まいた物を拾う遊びを思い出しますね」

「……私、あんまり泳ぐの得意じゃないんですけど、頑がん張ばります」

　ルカートとトウトビもペアを組み、ルカートは子どもの頃を思い出し、トウトビは静かに意気込んでいる。

「なら、余り者同士のうちらがペアか。うちらは、時間を計って審しん判ぱんしとるわ」

「ふふふっ、それはいいですね。美少女たちが必死に水底のアイテムを拾う姿を砂浜から眺ながめる。楽しそうですね」

「あんたは、もう少し真ま面じ目めにやらんかい」

　コハクとリレイもお馴な染じみのコンビでペアを組み、普ふ段だん通りのリレイのブレない発言に対して、コハクのツッコミが入り、皆みなが苦く笑しようを浮うかべる。

「それじゃあ、いくで！　──レディー、ゴー！」

　コハクが合図を下すと共に、ミュウとヒノが全力で海の中に入っていく。

「私たちが一番！　宝箱を探そう！」

「賛成！　さぁ、宝箱を集めるよ！」

　ミュウとヒノが早さつ速そく、全力で泳いでいく。

「ミュウ、ヒノ！　あんまり遠くまで行くなよ～！　さて、俺も行くか」

　俺は、離れていくミュウとヒノに声を掛けてから、遅れて海の中に入っていく。

　水中からは、ミュウとヒノの姿が見えなかったが、近くにはルカートとトウトビがおり、手て堅がたくアイテムを拾い集めている。

　一いつ瞬しゆん、水中で俺と目が合い、互たがいに会え釈しやくしたところで俺も水底のアイテムを探し始める。

（ミュウは、俺にもう少しハンデを付けるべきだったよな。俺が生産職ってことを加味して）

　内心、そう呟つぶやきながら水底を眺める俺の目には、ルカートとトウトビが取り零こぼしたアイテムが目に映る。

【空の目】のターゲット能力が隠された採取アイテムを見つける。

　また、鉱石を鑑かん定ていできる【装そう飾しよく師】センスを持つ俺は、沈んでいる石の中から効率良く３ポイントの鉱石や宝石の原石だけを拾い集める。

（鉱石５つ、宝石２つ、おっ、化石もある。これで24ポイント）

　効率良く回収する中で、砂の中に埋うもれた大きな反応を見つけ、手で砂を搔かき分ける。

（木の宝箱だ。中身は期待できないけど、回収しようか）

　俺は、海中で木の宝箱をインベントリに回収し、息いき継つぎのために海面から顔を出し、再び潜せん水すいする。

　宝箱狙ねらいのミュウたちに比べて俺は、コンスタントに海底の砂の中や岩場の陰かげに隠れた鉱石や宝石を拾い集める。

　時折、寄り道として点数の低いポーションの素材に使える海草も集める。

　そして──

「ふふふっ、そろそろ終しゆう了りようですから戻ってきて下さい！」

　リレイの終わりの合図と共に、俺やルカート、トウトビが浜はま辺べに上がる。

　そして、遅れてきたミュウとヒノも息を荒あらげながらも明るい表情で浜辺まで戻ってきた。

「ふふん！　私たちが一位間ま違ちがいなしだよ！」

「ボクらは、なんと宝箱三つも見つけたんだから！」

　そう言って、俺たちの目の前で、インベントリに仕し舞まった宝箱がドンドンと砂すな浜はまに置かれる。

　銀の宝箱一つ30ポイントに木の宝箱が二つ10ポイントずつ。合計──50ポイントということになる。

「ミュウとヒノの成果はそれか。なら、うちとリレイがそれぞれのポイントを計算するわ」

　俺はコハクに、ルカートとトウトビはリレイに海で集めたアイテムを確かく認にんしてもらう。

　ポイントが集計される間、ミュウとヒノは自信満々な笑みを浮かべている。

「結果を発表するで。まず、ユンさんが[image: ]ポイントでダントツや」

「噓うそ!?　ユンお姉ねえちゃんに負けた！」

「ふふふっ、二位は、77ポイントでルカートさんとトビさんですね」

「ええっ!?　ルカちゃんとトビちゃんにも負けた！」

　高ポイントの宝箱を集めたことで自信があったミュウとヒノだが、まさかの最下位にショックを受けていた。

「ユンさんの勝因は、安定して鉱石や宝石を集めた点や」

「ふふふっ、ルカートさんとトビさんペアの勝因は、二枚貝型ＭＯＢからドロップする真しん珠じゆを狙って後半にポイントを稼かせいだ点にありますね」

　リレイの説明を聞いた俺は、二枚貝型ＭＯＢは食材アイテムしか落とさないと思っていたが、この海岸エリアでは真珠もドロップするのか、と感心する。

「もう一回！　ユンお姉ちゃん、もう一回勝負だよ！」

　そして、負けたことを悔くやしがるミュウは、もう一度俺たちに勝負を挑いどんできた。

　なので、今度はルカートとトウトビのペアは、コハクとリレイのペアと交代する。

　そして、ミュウが遊び疲つかれるまで俺たちは、泳ぎ続けることになった。
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「むぅ～、ユンお姉ちゃんに負けた。勝てると思ったのに」

「まぁまぁ、ミュウ。ほら、後で宝箱の中身とか調べような」

　あの後、何度も海に潜もぐってアイテムや宝箱を回収した俺たちは、海から上がり、パーカーを羽織って、【海の家】で休んでいた。

　そして、この海岸エリアには、【ＯＳＯ漁業組合】のガレオン船の初出航を見に多くのプレイヤーが集まってくる。

「ガレオン船に乗るやつは、そろそろ準備しといてくれ！　もうじき出航やから」

　シチフクの声が船の上から響ひびき、乗船予定のプレイヤーであるマギさんやリーリー、クロード、タクのパーティーが次々に船に乗り込んでいく。

「ユンお姉ちゃん！　私たちも早く乗ろうよ！」

「わかったからそんなに慌あわてるなよ」

　さっきまでアイテム拾いに負けて、ふて腐くされていたのに、すぐに機き嫌げんが直ったミュウに微び苦く笑しようを浮かべる。

　ミュウたちと乗船する時、ザクロは俺が抱かかえて乗り込めるが、リゥイは乗る気が無いので勝手に召しよう喚かん石に戻もどってしまう。

　その様子にミュウは、若じやつ干かん不ふ機き嫌げんそうにしながら、船に乗り込む。

「へぇ、しっかりとした作りなんだな」

　ガレオン船の甲かん板ぱんの上で戦せん闘とうをしても問題ないくらいの広さと強度は、保たれていそうだ。

「どうかな！　僕とシチフクっちたちが協力して作った初の大型木造船だよ！」

　次々に乗船するプレイヤーたちに対して、自じ慢まんげにガレオン船の説明をするリーリーを見て、ミュウたちもその話に耳を傾かたむけて感かん嘆たんの声を上げる。

　また、船の上には、釣つり具ぐの入れられた道具箱や船のサブ原動力となる人力のオール、小型のボートや網あみなども設置されており、非常に細部まで凝こった作りだ。

「途と中ちゆうの建造風景は何度か見たことあるけど、こうなったんだなぁ。凄すごい凝ってるよなぁ」

　俺が完成したガレオン船の感想を呟けば、実際に建造に携たずさわった【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーたちがどこか照れ臭くさそうにしている。

「ねぇねぇ、ユンお姉ちゃん！　ここからの眺めがいいんだよ！　ほら！」

「うわっ、高いな。それにこの角度からだと海が反射して綺き麗れいだな」

　船首からの海の眺めは、見事の一言に尽つきる。

　水平線まで続く大おお海うな原ばらを一望でき、波を反射してキラキラと輝かがやく海と空の景色に目を細め、海風を肌はだで感じる。

「ここ、気持ちがいいな」

「海に出れば、船の勢いで更さらに風が強まる。こんな穏おだやかな風やないが、それでも気持ちのいい風を感じることができるで」
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　いつの間にか、俺の隣となりに立っていたシチフクが俺の呟きに答えていた。

「さて、そろそろ予定された全員が乗ったな」

　シチフクが甲板を見回し、問題がないことを確認する。

「全員、配置に付け！　今日は、ゲストもいる処女航海や！　近海の素す潜もぐり漁じゃないで！　無事に出航して、そして帰き還かんや！　それまでは気を抜ぬくんやないで！」

『『『──はい、船長！』』』

「ほな、ガレオン船【宝船】の出航や！」

　マギさんがプレゼントした錨いかりが引き上げられ、陸に残した【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーが後ろから船を押し、砂浜から沖おきへと押し出されていく。

　そしてある程度、海に浸つかったガレオン船は、ギルドメンバーたちが持つオールによって、帆ほを開かないまま沖へと進んでいく。

「いってきまーす！」

『ミュウちゃん、ユンちゃん、気をつけて行ってくるのよ～』

　ガレオン船の出航を見にきていたセイ姉ねぇとミカヅチが浜辺から俺たちを見送る。

　また少しずつ進むガレオン船の出航に合わせてお披ひ露ろ目めを見にきたプレイヤーたちから歓かん声せいが上がる。

『『『オー、エス、オーエス！』』』

　ギルドメンバーのオール捌さばきが力強い推進力を生み、単純なセンスのレベルやステータスの差以外のものを感じる。

「すごい！　どんどん進んでるよ！」

　ミュウやヒノがはしゃぎ、手て摺すりから身を乗り出して前方を確かめようとするのをルカートが支えている。

　そして、沖へと進み、途中でオールを漕こぐ手が止まり、シチフクが次の合図を出す。

「魔ま法ほう使つかい、配置に付け！」

　シチフクの合図で、ガレオン船の甲板後部にある一段高い──船橋と呼ばれる場所に魔法使いたちが集まる。

「帆を開け！」

　その瞬しゆん間かん、見張り台のギルドメンバーが巻き上げていた帆を開き、船橋に待機していた風魔法使いたちが一いつ斉せいに帆に風を当ててガレオン船が加速する。

「っわきゃっ!?」

　魔法使いの追い風によってガレオン船が急加速して甲板が大きく揺ゆれ、水みず飛沫しぶきが上がる。

　その中で俺も後ろに倒たおれそうになるが、それを支えてくれる人が居た。

「おっと、大だい丈じよう夫ぶか？　ユン」

「タ、タク!?」

　ふらついて倒れそうになる俺を支えてくれたのは、水着にパーカーを羽織ったタクだった。

「気をつけろよ。船は揺れるし、手摺りのあるところに摑つかまれよ」

「あ、ありがとう、タク」

　俺は、タクにお礼を言い、忠告通りに近くの手摺りに摑まる。

「よーし、この辺で一いつ旦たん停止や！」

　そして、海岸が見えなくなる場所までガレオン船が進み、シチフクの合図と共に帆に吹ふき付けられる魔法使いたちの風が止やみ、ゆっくりと船の速度が落ちていく。

「漁業を始めるで！　第一班は、素潜り漁してこい！　待機組は、釣りでもなんでもしたらええ！」

　シチフクの指示で武器を片手に海に飛び込むプレイヤーたち。甲板の待機組は釣り糸を垂らして釣りを始める。

「ユンちゃんやタクちゃんも楽しんでるか？　まぁ暇ひまなら、海への飛び込みでもして遊べばええで、もし沈しずんでもうちのメンバーが引き上げたる」

　俺とタクの方にやってきたシチフクは、俺に過ごし方のアドバイスをしながら、タクと肩かたを組み始める。

「それから……さりげなくユンちゃんを支えて好感度を稼ぐとは、小こ賢ざかしいやっちゃなぁ。是ぜ非ひとも、海に投げ込まんと気が済まんわ」

「シチフク、なんだよ。ってちょっと離はなせ、力が強いって、おい、なに俺を引っ張るんだ！」

　シチフクに肩を組まれたタクは、ガンツや【ＯＳＯ漁業組合】の面々に連れ去られるように引っ張られ、そして、海に投げ込まれた。

「……えっと、タクは、大丈夫なのか？」

「平気や平気！　むしろ、海から振ふり落とされた時の訓練になる」

　カラカラといい笑えみを浮うかべるシチフクだが、タクは大丈夫だろうか、と俺は心配する。

　だが、すぐにタクは海面に浮ふ上じようして、船の側面に垂らされた縄なわ梯ばし子ごを使って登ってくるが──再び、海に投げ落とされた。

　その様子を見たミュウやヒノ、ガンツも船から海へと飛び込み、大きな水飛沫を上げて遊び始める。

「さて、俺も魚を捕とりに行くとするかねぇ」

　一通りタクの様子を見て笑ったシチフクも銛もりを担かついで、素潜りに行こうとする。

　だが、そんなシチフクの前に不死鳥のネシアスを肩に乗せたリーリーが立ち塞ふさがる。

「むぅ、シチフクっち。僕は、ちょっと不満があるんだよ」

「おっ、なんや？　ネシアスに食べさせる魚が足りひんか？　よしよし、今からお兄さんが捕ってきてやるで」

「ありがとう……って違ちがうよ！　僕が言いたいのは、お魚だけじゃなくて、もっと海底のこと見ようよ！　僕が折角、サルベージ機構まで付けたのに！」

　そう言って、ガレオン船の後方に取り付けられた滑かつ車しやを指差すリーリー。

　フックとワイヤー。そして、巻き上げ機構のあるそれがサルベージ機構なのだろう。

「えー、でも俺たち、漁業組合で魚の方がええんよ」

「シチフクっちたちは、確かに趣しゆ味みギルドってのは分かるけど、活動資金の調達方法が他ほかにもあった方がいいでしょ？　それに僕たち生産職にも少しは、嬉うれしい成果が欲ほしいんだよ。お魚以外に、海の素材とか収集物とかさ」

「海の収集物かぁ、それならさっき、こんな物があったな」

　先さき程ほどのミュウたちとのアイテム拾いで砂すな浜はまや海岸付近の水底で集めたアイテムを取り出す。

　鉱石や宝石の原石、真しん珠じゆ、化石などが目立つ一方、リーリーの目を引いたのは、流木と宝箱だった。

「すごい！　これ、すごいよ！　これ欲しいよ！」

「そんなに凄いものなのか？」

　俺がタダの石と鉱石や宝石の原石、化石を見分けられるように、木工師のリーリーには、詳くわしいアイテムのステータスが見えるのだろう。

「これは、【妖よう木ぼくの欠片かけら】だよ。ユンっち、これを【錬れん金きん】センスで《上位変へん換かん》して！」

「分かった。──《上位変換》」

【錬金】センス──いや、今は上位の【錬れん成せい】センスの《上位変換》スキルを使い、リーリーが仕分けた10個の【妖木の欠片】が、立派な木材に変わる。

　色合いの濃こい【妖木の木材】は、木目が硬かたく締しまっており、少し離れた位置からでも十分に木のいい香かおりが漂ただよってくる。

「【妖木の木材】は、硬くて丈じよう夫ぶだからそれを利用して大型兵器とか作りたいんだよ！　だから、シチフクっちたちには、こういう素材も集めて欲しいんだよ！」

　そう力説するリーリーの横から【妖木の欠片】を手に取るシチフクは、香りが強い木やから、魚の燻くん製せいのチップに使えるなぁ、と何処どこまでも自分の道を進んでいる。

　そんな甲かん板ぱんの一部で騒さわがしくしている俺とリーリー、シチフクに船からの飛び込みに満足したミュウたちが近づいてくる。

「ユンお姉ねえちゃんたち、何してるの？」

「ああ、さっき海で拾ったアイテムをリーリーに見せてたんだよ」

　俺がミュウたちに状じよう況きようを説明している間にもリーリーは、着目した木の宝箱を持ち上げて色んな角度から見ている。

「この金具の錆さび具合と海水に浸かった木の宝箱の色合いがいいなぁ～。インテリアにバッチリだよ！」

　そう言ってリーリーは、色んな角度から木の宝箱を眺ながめる。

　確かに、インテリアにちょうど良さそうな宝箱である。

「まぁ、リーリーが気に入ったなら、やるよ。ただ中身を取り出してからな」

「ありがとう、ユンっち！　確かにこれ、鍵かぎが掛かかっているね」

　リーリーは、持っていた宝箱の錠じよう前まえを指差す。

　錆さびついているが、鍵でガッチリと閉じられている宝箱。

　強引に鍵を壊こわして、木の宝箱が傷つくとインテリアとしての価値が下がってしまう。

「一応、【罠わな解除】のセンスあるから自分で鍵開けができるよ」

「そうなのか？　じゃあ、リーリー頼たのむ」

「任せて、ユンっち！」

　宝箱の錠前と向き直るように抱かかえ直したリーリーは、錠前の穴を観察する。

　その様子に俺とミュウたち、シチフクも静かにジッと見守る。

「構造はシンプルだから、少し捻ひねれば開くね」

　そう言って、細長い金属棒を鍵穴に差し込み、何度か角度を調節して捻ると、錆びついた錠前が開く。

「おおっ！　開いた？」

　木の宝箱の中身は、残念ながら【ガラクタ】という未鑑かん定ていアイテムと２、３万Ｇがぽつんと入っているだけである。

　まぁ、海に沈む最低ランクの木の宝箱なのだから、こんなものだろうと苦笑いを浮かべる。

「ユンっち、約束通り宝箱を貰もらってもいいよね」

「ああ、いいぞ」

「やったぁ！」

　リーリーは、【妖木の木材】と空の木の宝箱を抱えて楽しそうに甲板を回っており、その様子を【ＯＳＯ漁業組合】の面々が微笑ほほえましそうに見つめている。

「宝箱かぁ。私たちも拾った後、まだ中身を見てないね」

「……私も鍵開けられるので、やりますか？」

「うん、トビちゃんお願い！」

　ミュウたちの方も未開かい封ふうの宝箱を取り出し、トウトビに鍵開けを任せる。

　そして、ミュウとヒノが拾った銀の宝箱の中身は──銀食器やアクセサリーが数点と宝石が数個などと20万Ｇの入った革かわ袋ぶくろが入っていた。

　他ほかの木の宝箱の中身は、俺が見つけた木の宝箱と内容はあんまり変わらない。

　銀の宝箱なら金銭的には割はいいかもしれないが、実用的なアイテムはないようだ。

　その宝箱の様子にミュウは、落らく胆たんしている。

「ううっ、しょぼい！　やっぱり、金の宝箱じゃないと当たりじゃないの!?」

「でも、宝石とか綺き麗れいですし、換かん金きん用アイテムだと思いましょう。あとは【ガラクタ】ももしかしたら……ってありますから」

　落胆するミュウにルカートがフォローする。

　その一方でコハクは、回収した鉱石や宝石などのアイテムの山を弄いじりながら尋たずねてくる。

「そう言えば、拾った宝石の原石、化石はどないな感じなん？」

「宝石の原石は、研けん磨ましないと判断が難しいかな。真珠の方は、そのまま宝石系の素材として扱あつかえる。化石は、対応するセンスがないから分からないなぁ」

　俺は、そう説明しつつ、自身が拾い集めた宝石の原石を携けい帯たい用の研磨キットで表面を磨みがくと、飴あめ色いろの表面が現れる。

　そして、そのまま磨いていくと、綺麗なアンバーという宝石に変わる。

「アンバーっていうと琥こ珀はくか」

「うちと同じ名前の宝石やな」

　そう言って、俺の手元にある宝石をコハクが羨うらやましそうに見つめてくる。

「なぁ、ユンさん。その、うちの拾った宝石を一つ磨いてくれへんか？　ちょっとその琥珀欲しいかな、って」

「いいぞ。どれにするんだ？」

「せやな。これにするわ」

　俺は、コハクに頼まれて渡わたされた原石を丁てい寧ねいに磨き、周りの余分な所を削けずり落とすと中から濃い飴色の宝石が現れる。

　先程磨いた宝石よりも一回りほど大きく、直感的に当たりだと感じた。

　そして更さらに磨いていくと、コハクが選んだ宝石の中にちょっと珍めずらしいものがあり、俺も小さく声を上げる。

「おっ、蝶ちよう入りのアンバーだ。これ珍しそうだな、初めて見た」

「なんか、レアっぽい気がするんやけど……」

　蝶入りのアンバーを恐おそる恐る手に取るコハクに、その手元をミュウが覗のぞき込む。

「おおっ!?　コハク、運がいいね！」

　そして、ミュウを始め、ルカートやヒノ、トウトビ、リレイがコハクを祝うので、祝われるコハクがなんだか気き恥はずかしそうにしている。

「なんか、ただ拾っただけなのに小こっ恥ぱずかしいわ。でも、なにかこれでアクセサリー作る時、ユンさんに頼んでええか？」

「今日、【彫ちよう金きん】センスが上位の【装そう飾しよく師】のセンスに成長できたんだ。だから、任せろ」

　俺がそう答えるとコハクは、ほんのりと嬉しそうに眉まゆを下げている。




　　　　●




「船長！　どの班も素す潜もぐり漁で魚ぎよ介かい類るいを回収しました！」

【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーが一通り、海に潜り、魚を捕とらえ終えたようだ。

「あとは、ゆっくりと漁の成果を持って帰るとしようか。リーリーたち生産職に、タクちゃんやミュウちゃんたちには、遊覧って感じで悪かったなぁ」

「そんなことないよ！　すっごく楽しかった！」

　シチフクの言葉にミュウは、透すかさず声を上げる。

「ほな、海岸に戻もどるために、帆ほを開け！」

　シチフクは、嬉しそうに片手を上げて、指示を出す。

　再びマストに帆が張られ、風を受けてガレオン船が進む。

　クロードの贈おくった大漁旗を靡なびかせ、風を切って走るガレオン船は、大きく弧こを描えがくように旋せん回かいして海岸へと戻ろうとする中──それが起きる。

　海の色合いが、鮮あざやかなマリンブルーから濃い藍あい色いろの境界を越こえた直後、ガレオン船の周りで、水が撥はねる音が響ひびき、そちらの方を向く。

「──トビウオとタチウオ？」

「っ!?　全員、戦せん闘とう準備に入れ！」

　俺の呟つぶやきが響く中シチフクは、真しん剣けんな声で指示を出す。

　その直後、海面より次々と魚型の敵ＭＯＢ──フライフィッシュとソードフィッシュの群れが飛び出し、空中を泳いで甲板にいるプレイヤーたちに襲おそい掛かってくる。

「魔ま法ほう使つかいは、そのまま速力の維い持じや！　何人かは魔法使いの護衛に当てて、残りはこいつら狩かるぞ！」

　シチフクが【ＯＳＯ漁業組合】の面々に指示を出し、応戦が始まる。

　そして、指示や行動の方針がない俺たちは、飛び交かう魚型ＭＯＢの襲しゆう撃げきを避さけるために、甲板で右往左往することになる。

「きゅきゅっ！」

「ザクロ、落ち着け。大だい丈じよう夫ぶだ」

　目の前を右へ、左へと飛び抜ぬける魚の群れにザクロは、興奮している。

　その魚群を見る目が、食べ物を見た時のように輝かがやいており、少し食い意地が張っていないかと思ったが、大体俺の所為せいだと気付く。

「チッ、いつものように思い通りに戦えないな」

　タクは長ちよう剣けんを振ふるい、跳とび込んでくる魚の群れを斬きり裂さいていくが、それでも揺ゆれる船とプレイヤーが入り乱れる甲板では戦い辛づらそうである。

「ユンお姉ちゃん、こっち、こっち！」

「ミュウ!?」

　俺は、どこに移動すればいいか迷う中、船橋で手招きするミュウたちの方に向かう。

　俺は、ミュウたちの張る防ぼう御ぎよ魔法の内側に逃にげ込む。

　この状況では、下手に動くと邪じや魔まになるために、同じようにマギさんたちも集まってくる。

「わはははっ、大漁大漁！　とはいえ向かい風やから、振り切るのにちと時間が掛かるなぁ」

「それに味方や船を傷つけるわけにもいかないからスキルが制限されてキツイ」

　タクとシチフクは、互たがいに背中合わせになり、跳び込んでくる魚たちに対処している。

　風魔法使いたちも船橋から帆に風を送り続けているが、向かい風に当たってガレオン船の速力が出せず、魚型ＭＯＢの群れから上手うまく逃げ出せない。

「シチフクさ～ん、回復とかの支し援えん必要？」

「どんどん掛けてくれ！　あればあっただけいい！」

　ミュウの声にシチフクからそう要望が返ってくる。

　俺も《空間ゾーン・エ付加ンチヤント》で甲かん板ぱんにいるプレイヤーたちを支援しようと考えた。

　だが、目の前を飛び交う魚群の体が光を反射して、視界がちらつく。

【空の目】が光に強く反応してしまい、上手く甲板上のプレイヤーをターゲットに取ることができない。

「ここからだと全体を上手く見み渡わたせない。そうなると──」

　甲板より一段高い船橋よりも更に高い場所である見張り台を見上げる。

　あの高さからなら魚群の側面で反射する光の影えい響きようを受けずに、甲板上を視し認にんすることができる。

「ミュウ！　ちょっと行ってくる！」

「あっ、ユンお姉ねえちゃん!?」

『きゅっ!?』

　俺の行動を理解したザクロは、俺の背中から体の中に入り込んでくる。

　成せい獣じゆう化したザクロの【憑ひよう依い】センスにより狐きつね耳と三さん尾びの尻しつ尾ぽが生える。

「この縄なわ梯ばし子ごを登れば、見張り台だな」

　ミュウたちが張った防御魔法の外側に飛び出し、縄梯子を登ろうとする俺を、魚たちが襲ってくる。

　それを憑依したザクロの三本の尻尾が自動迎げい撃げきして弾はじいてくれる。

　一本の尻尾が俺が落ちないように安全帯のように縄梯子に巻き付き、残り二本が魚の迎撃や自動防ぼう御ぎよをしてくれる。

　そして、憑依したザクロのお陰かげで無事に見張り台まで登ることができ、甲板上のプレイヤーを見渡すことができる。

「いくぞ！　《空間ゾーン・エ付加ンチヤント》──アタック、ディフェンス！」

　甲板上で戦うプレイヤーたちに広こう範はん囲いでエンチャントを施ほどこす。

「ユン、サンキューな！」

　こちらのエンチャントに気付いたタクは、見張り台を見上げて俺の方に手を振りながら、敵ＭＯＢの進行方向に長剣を置くようにして撫なで斬ぎりで倒たおす。

「女め神がみの祝福やな！　このまま捕り尽つくすで！」

「だれが女神だ！　だれが！」

　シチフクは軽口を叩たたきながら襲ってくる魚ＭＯＢを次々とカウンターで一ひと突つきで倒す。

　そんなシチフクの軽口に俺は、抗こう議ぎの声を上げるが、無視された。

　俺のエンチャントやミュウの回復支援により、この魚の群れの数が徐じよ々じよに減ってきた。

「なんだ、あれは!?」

　魚の数が減ってくると、海の中から大きな影かげが浮ふ上じようしてくる。

　見張り台から見下ろす俺は、いち早く見つけ、声を上げる。そして──

「なっ!?　レイドボス！」

　急浮上してくると共にガレオン船の側面に体当たりしてきたのは、クリアジェリーフィッシュという巨きよ大だいなクラゲ型ＭＯＢである。

　ゼラチン質の体を持つ巨大クラゲは、ベチャッという感じでガレオン船に張り付き、その衝しよう撃げきで船体が左右に揺れる。

　憑依したザクロの尻尾がマストに巻き付き、見張り台から落ちないように俺の体を固定する。

　だが、多くのプレイヤーが揺れでよろめき、動きを止める中、甲板に伸のばされたクラゲの半はん透とう明めいな触しよく手しゆが横よこ薙なぎに振るわれる。

　それにより、タクたちを始めとするプレイヤーたちの何人かが海に弾き飛ばされる。

「やばっ……」

　誰だれかのつぶやきだろうか──【ＯＳＯ漁業組合】以外のプレイヤーは、【泳ぎ】センスを取得しても低レベルであり、水中戦は難しい。

　俺は、海に落とされそうなプレイヤーに対して、最近習得したスキルを使う。

「──《ゾーン・ライトウェイト》！」

　海に落ちるはずだったプレイヤーたちは、俺の支援スキルを受けて、海面に着地する。

「なんだ！　これは!?」

「タク！　今は、俺の支援スキルで水上歩行できる状態だ！」

　海面に立つタクたちに俺は、見張り台から身を乗り出し、状じよう況きようを伝える。

　状況を理解したタクたちは、今までの狭せまい甲板の上という制限が無くなり、楽しげな笑えみを浮うかべる。

「なら、反撃開始だな！」

　タクたちは、そう言って海面を駆かけ、巨大クラゲ型のレイドボスであるクリアジェリーフィッシュに攻こう撃げきを加えていく。

「あいつらばかりにいい格好させるな！　俺らは、海に潜って下から攻撃や！」

　タクたちの攻撃で巨大クラゲのターゲットがガレオン船からプレイヤーに移り、船から離はなれていく。

　そして、シチフクたち【泳ぎ】センス持ちたちが海に飛び込み、水中から攻撃を加え、触手を切り落としていく。

「私たちも攻撃に加わるよ！　──《ソル・レイ！》！」

「リレイ。いくで──《リトル・トルネード》！」

「ふふふっ、分かっていますよ──《フレイム・サークル》！」

　ミュウ、コハク、リレイの魔ま法ほうが巨大クラゲに当たり、ゼラチン質な体の表面を沸ふつ騰とうさせていく。

　またタクのパーティーのミニッツとマミさんも加わり、それぞれ魔法による攻撃と回復を使用する。

　ルカートやヒノたちは、遠えん距きよ離り系アーツで攻撃し、マギさんとトウトビ、リーリーは、甲板から投とう擲てき武器を投げている。

　そして、見張り台にいる俺も──

「──《魔ま弓きゆう技ぎ・流りゆう星せい》」

【魔弓】センスで取得するアーツを上空に向けて放つ。

　上空に放たれた矢が、頂点まで辿たどり着き、落下の加速と共に一条の青い光となって巨大クラゲに突つき刺ささる。

《魔弓技・流星》は、立体的な山なり軌き道どうで敵の頭上から矢が落ちてくるアーツだ。

　アーツの発動は速いが立体的な山なり軌道を描くために、着ちやく弾だんまでの時間差があり、閉所では天てん井じように刺さるなど使い辛いアーツだ。

　だが、そんな欠点を補う高い威い力りよくを兼かね備えており、ゼラチン質の体を抉えぐり取る。

　プレイヤーからの猛もう攻こうを受けた巨大クラゲは、ＨＰの減少に合わせて、体の体積が縮んでいく。

　その反面、触手の動きが激しさを増すが、それは海面を走るタクたちと海中のシチフクたちが切り落とし、数を減らす。

　そして、遂ついに──

「これで、終わりだ。──《デスブリンガー》！」

　タクが剣けんを振り抜き、黒い刃やいばが駆け抜け、縮んだ巨大クラゲの体を両断する。

　そこで巨大クラゲのＨＰが尽きてゼラチン質な体がドロリと海に溶とけ、その場で光の粒りゆう子しとなって消えた。

「レイドボスっていってもかなり弱い部類だったな」

　周囲の敵ＭＯＢを倒し終えたプレイヤーたちがガレオン船に戻もどり、船は予定通り海岸ヘの帰き還かんの進路を進む。

　その時──

「うん？　あれは？」

　俺が見張り台から南の方角を見ると、遠くに微かすかな島しま影かげが見える。

　目を離せば見落としてしまいそうな島影を【空の目】で捉とらえ、意識を集中させて、視界に映った景色のスクリーンショットを撮とる。

「……やっぱり、見み間ま違ちがいじゃない」

　撮ったばかりのスクリーンショットを確かめれば、台形をした山を持つ島が映っていた。

「ユンお姉ちゃん。そろそろ降りて来ても大だい丈じよう夫ぶだよ～！」

「ユン！　エンチャントや船から落ちた時とか助かった！」

「あっ、ミュウ、タク！　分かった！」

　俺は、ザクロと共に見張り台から降りてくると、ミュウとタクが出で迎むかえてくれる。

「ところでユンお姉ちゃん！　さっきのあれ、なに!?　なんか、タクさんたちが海面走ってたやつ！　あんな面おも白しろそうなスキルがあったの!?」

「なぁ、ユン。あの海面を走るスキルってなんなんだ？」

　ミュウとタクから尋たずねられたスキルは、《ライトウェイト》のことだろう。

「あれは【念動】センスがレベル15になった時に習得した《ライトウェイト》ってスキルだよ」

　軽量化の魔法スキルである《ライトウェイト》は、足場の悪い湿しつ地ちや砂場、《マッドプール》などの行動阻そ害がい系の効果を受けづらくする効果がある。

　土魔法が不人気な理由の一つとしては、《マッドプール》が味方にも影響があり、使いづらい点にあるが、この《ライトウェイト》と併へい用ようすることで味方への影響を回かい避ひすることができる。

「おおっ！　すげぇ！　水の上を走れ──のわっ、ごぼぼっ……」

　タクパーティーのガンツが《ライトウェイト》の効果中にガレオン船と併へい走そうし、その途と中ちゆうで防具のグローブを身に着けた瞬しゆん間かん、その重みで海に沈しずむ。

「ただ、水上歩行の場合には、重い種類の防具を身に着けると防具の重量で沈むんだ」

　ガンツは、調子に乗っていたのか海上での安全のための【泳ぎ】センスを装備しないまま海に沈んだために自力で浮き上がることができず、沈んだままだ。

「あはははっ、ガンツは見てておもろいなぁ！　ほな、助けるか──せいや！」

　シチフクは、釣つり竿ざおを大きく振ふってガンツの沈んだところに釣り針を投げ込み、少しして釣り竿を大きくしならせながらガンツを海面に引き上げる。

「ガンツ、とったどー！」

「ぜぇはぁ、ぜぇはぁ……死ぬかと思った」

　荒あらい息を繰くり返すガンツは、まさに注意すべき点を実演してくれた形となる。

「へぇ、ああなるんだ。じゃあ、武器はどうなるんだ？」

「武器は、検証してないからよく分からないけど、あまり重くなければ水上歩行の効果は続く。防具は、革かわや金属製だとダメだし、布製も保護する箇か所しよが６箇所中、４箇所以上だとやっぱり《ライトウェイト》のスキルが負けちゃうかな」

　行動阻害の効果だけなら重量は気にしなくて良いが、水上歩行する場合には、防具を気にしなければいけない。

「そうなると、水着装備ってのは、ある意味水上戦せん闘とうに最適なのか？　でも、防御面が不安になるよな」

　タクの呟つぶやきに、確かにそういう側面もあると頷うなずく。

　水上歩行が可能になる反面、防具面に制限が掛かかるので、そのバランスの取り方にプレイヤーの個性が出そうである。

　そんなことを考える俺のパーカーの裾すそをミュウが摘つまんで引いてくる。

「ねぇねぇ、浜はま辺べに戻ったら、私にも掛けて！　海の上を走りたい！」

「はいはい……戻ったらな」

　俺が、ぽんぽんと優やさしくミュウの頭を撫でると、えへへっと嬉うれしそうに表情を綻ほころばす。

　そして──

「全員、そろそろ浜辺に到とう着ちやくするでー！」

　シチフクの掛け声と共に、ガレオン船の帰還を浜辺で待っていたプレイヤーたちが大きな歓かん声せいと共に出迎える。

「ユンちゃん、ミュウちゃん、おかえりなさい！」

「あっ！　セイお姉ねえちゃんだ！　ユンお姉ちゃん、セイお姉ちゃんを驚おどろかせたいからさっきのやつお願い！」

「全く……《ライトウェイト》」

　俺は、苦く笑しようを浮かべながらミュウに軽量化のスキルを使うとミュウはそのままガレオン船から飛び降り、海を走って浜辺のセイ姉ねぇのところに向かっていく。

　それを見て、周囲から驚きの声が上がり、ガレオン船の上で笑いが起きる。

　後で俺が質問攻ぜめに遭あうんだろうな、などと遠い目をするのだった。







　　　二章　冒ぼう険けんの準備と束つかの間の休息







　ガレオン船が海岸エリアに帰還した後、俺たちは休きゆう憩けいのために一度ログアウトして、夕飯を食べて一休みしてから再ログインする。

　再び訪おとずれた海岸エリアでは、日が落ちた浜辺で焚たき火びを囲みながら、ガレオン船の見学に来ていたプレイヤーたちが思い思いに過ごしていた。

　日が落ち、静かな波の音が響ひびくはずの海岸では──

「あははははっ！　私を捕つかまえられるかなぁ！」

「ミュウちゃん、待て待て！」

　ミュウとヒノが俺に頼たのんで《ライトウェイト》のスキルで得た水上歩行で海面を駆け回る。

　また、【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーとクロード、リーリーが協力して、ボートで海へと漕こぎ出し、暗くなった海辺で花火を打ち上げ、場を盛り上げる。

　本来、静かな海辺もプレイヤーが集まれば、騒さわがしくなる、と思いながらのんびりと涼すずしくなった砂すな浜はまで焚火を眺ながめている。

「ユンちゃん、隣となりいいかしら」

「うん？　セイ姉ぇ、いいよ」

　セイ姉ぇは、俺が座る流木の腰こし掛かけに腰を下ろし、焚火を見つめる。

　セイ姉ぇは、俺と同じように水着にパーカーを羽織っていた。

「さっき、ミュウちゃんからユンちゃんの新しいスキルのことを聞いたわ」

「あはははっ……なんか、覚えちゃった」

　元々【念動】センスは、ゴミセンス扱あつかいであるが、検証プレイヤーが【念動】スキルの効果の情報を公開しており、その中には、《ライトウェイト》が水上歩行可能なスキルであることも確かく認にんされていた。

　今までプレイヤーの行動範はん囲いだったエリアでは、有用性が認められなかっただけで、エリア環かん境きようが変わり、有用スキルが発見されたというだけである。

「個人的には、今までソロ向きだった《マッドプール》と組み合わせて使えるのが嬉しいかな」

「でも、十分凄すごいスキルよ。海への進出で【泳ぎ】センスを獲かく得とくして水中戦で慣らすより短時間で海に適応できるもの」

　水上歩行ができれば、ほぼ地上戦と変わらず動くことができる。

　水上歩行を維い持じするために防具を軽量化しなければならないが、水中ではスキル発動の制限を受けてしまうので、そういった面でも一長一短であると言える。

「でも、ユンちゃんみたいな【念動】センス持ちじゃないと《ライトウェイト》を付ふ与よできないし、一度に複数の対象を取るには【空の目】のゾーン系のスキルが必要なのよね」

　海というエリアで有用に働く《ライトウェイト》のスキルを俺と同等まで扱えるプレイヤーの育成や自身で習得し、実戦運用するまでは、敷しき居いが高いと感じているようだ。

　そんなセイ姉ぇに一つ朗報を伝える。

「一応、《技能スキル・エ付加ンチヤント》でアイテムに《ライトウェイト》をエンチャントできるから、アイテムさえ購こう入にゆうすれば、【念動】センスを習得する必要はないよ」

　エンチャントストーンと同じ補助魔ま法ほうスキルであるために、素材の必要ランクは高くないので、安価で【ライトウェイト】のエンチャントストーンを作成できた。

「そうなのね。なら、お店に並んだら買っちゃおうかしら」

「それより、【ヤオヨロズ】の【付加エンチヤント】センス持ちに【念動】センスを取得させてレベリングさせた方が早いんじゃないか？　地下渓けい谷こくの無重力アスレチックは、いい感じで【念動】スキルを使える場所だよ」

　そんな感じで和なごやかに話している俺とセイ姉ぇだが、ふとガレオン船の見張り台から見た景色を思い出す。

「……そう言えば、ガレオン船の航海中に、こんなものを見つけたんだ」

　俺は、メニューを操作し、撮さつ影えいしたスクリーンショットをセイ姉ぇに見せる。

「これは、島？」

「うん。多分、方角的に南だと思う。ただ、見張り台から【空の目】を使ってやっと見えたくらいだから、どれくらい遠くにあるのか分からないんだ」

「ほぅ、海岸エリアに大型船の出航の次は、謎なぞの孤こ島とうねぇ」

「うわっ、ミカヅチ!?」

「きゃっ！　ミカヅチ、もう……」

　俺とセイ姉ぇの肩かたを抱だくように肩に手を乗せ、俺とセイ姉ぇとの頭の間からスクリーンショットを覗のぞき込んでくる。

「大手ギルドとしては、やっぱり新たなエリアには興味があるなぁ」

「なんだ？　またユン、なにかやらかしたか？」

「タク、人聞きの悪いことを言うな！」

　ミカヅチに続き、タクもやってくる。

　俺は、二人にもスクリーンショットの画像を渡わたすと、二人はそれを食い入るように見つめる。

「セイは、【ヤオヨロズ】のメンバーにこの情報を知らせたら、どうなると思う？」

「みんな、木造船作りに協力してくれるでしょうね。ただ、ガレオン船みたいな大型船の建造は無理でしょうね。そうなると、一度に乗せられるプレイヤーの人数は限られるわよ」

「前の大規模遠えん征せいとは違ちがって、人数を絞しぼる必要があるなぁ。それに、船の操作にプレイヤーを使いたくないし……どうするか」

　早さつ速そく、未知の島に向かう算段を付けるセイ姉ぇとミカヅチ。

「シチフク。こいつを見てみろよ。新しいエリアの可能性だ」

「ほぉ、あの敵ＭＯＢとの戦闘で見落としてたわ。今から確認しに行くか！　準備だ！　海へ漕ぎ出すで！」

「よっしゃ！　いくぜぇ！」

「おい、待て、俺も引っ張るな！　それに今は日が暮れてるぞ！」

　タクがシチフクに孤島のスクショを見せれば、早速島の存在を確認しようと動く。

　その中で、タクとガンツも便乗してガレオン船に乗り、それに引っ張られるように常識枠わくのケイが抗こう議ぎの声を上げて、船に乗せられて出航する。

「ほんと、男子って馬ば鹿かよねぇ」

「き、気をつけてください」

　即そく行動に移すタクたちに呆あきれた目を向けるミニッツと心配そうに見送るマミさん。

「タクさん、シチフクさん！　次の機会があったら、乗せてね！」

「新しいエリアで生産素材を発見したら、私たちのところに持ってきてね！」

　ミュウとマギさんもそれぞれシチフクのガレオン船に向かって声を掛けるが、波の音に搔かき消えて届いたかは分からない。

　タクやミカヅチから謎の孤島についての情報が拡散され、孤島の調査のためのガレオン船の再出航を目もく撃げきするプレイヤー。

　新たなエリアの可能性に、各自が話し合い、船の調達のために知り合いの木工師に連れん絡らくを取ったり、既すでに諦あきらめて別の前線エリアの攻こう略りやくの相談などを始めていた。

「……行っちゃった。夜なのに、大だい丈じよう夫ぶかな？」

「うーん。まぁダメなら戻もどってくるんじゃないか？　それより嬢じようちゃん、酒のつまみでも作ってくれ」

　ミカヅチがそう言ってくるので、はぁと溜ため息いきを吐つきつつ、料理をしてタクたちの帰き還かんを待つ。

【ＯＳＯ漁業組合】が集めた魚ぎよ介かい系の食材が多いので、貝柱とエビ、手持ちのキノコと合わせてアヒージョを作り、ミカヅチがビールっぽいお酒を飲みながら待つ。

　そして──

「準備不足を痛感したなぁ。やっぱり慣れない場所は辛つらいな」

「いやぁ、死に戻りしたわ！　ごっつ難しいわ」

「っ！　タク、それにシチフクたち!?」

　海の方から帰ってくることを待っていた俺たちだが、結果としてガレオン船に乗った面々は、デスペナルティーを受けて、ポータルの方から戻ってきた。

「タク、大丈夫か？」

「日が落ちた海は、思った以上に暗いってことが分かった。それに明かりを付けると敵ＭＯＢが光に寄ってきて危ないってこともな」

　そう言って、タクやシチフクたち【ＯＳＯ漁業組合】の面々が困ったように笑う。

「海域を進んでユンちゃんの見た島しま影かげをこっちも見たんやけど、ごっつ強いＭＯＢの襲しゆう撃げきでガレオン船にダメージ受けてもうた」

　暗視を持つプレイヤーがいたのか、暗い夜の海でも島影は確認できたようだが、シチフクは疲つかれたように溜息を吐く。

　建造に五ヶ月以上掛かけたガレオン船にダメージを受けるのは、ちょっと辛いところがあるようだ。

「大丈夫だよ、シチフクっち！　そのくらいなら修理で直せるよ！」

　この場に残っていたリーリーがシチフクを励はげます。

　ガレオン船の被ひ害がいは、船体のダメージ以外にも戦せん闘とうの余波で甲かん板ぱんに置かれた道具が幾いくつか破は壊かいされたらしい。

　修理と道具の再調達や海域突とつ破ぱの準備にガレオン船の再出航には、時間が必要だろう。

　海域の貴重な情報を持ち帰ったが、タクやシチフクたちが海域突破に失敗したと分かり、ガレオン船を見に来ていたプレイヤーたちは、疎まばらに帰り始める。

『──なんだよ。結局、期待させて失敗かよ』

　ログアウトする中で、誰だれかのその一言が妙みように耳に残り、少し苛いら立だちを覚える。

　だが、失敗したタクたちはまるで気にしておらず、むしろミュウたちと次の挑ちよう戦せんの相談をしていた。

「海域のＭＯＢに、即そく死し攻こう撃げきの丸まる吞のみをしてくるウミヘビ型のＭＯＢが居たから注意が必要だな」

「次に出航する時は、私たちも一いつ緒しよに行きたい」

「さっきは、同行できなかったけど、今度出航する時は、私たちも同行したいわ」

　先さき程ほどはその場のノリと勢いで海へと乗り出したタクとシチフクたち。

　今度は、ミュウたちやマギさんたち、ミニッツとマミさんも乗船し、戦力を増強して、越こえられなかった海域突破を目指すようだ。

「面おも白しろそうだな。もし、出航する時は、私らも誘さそってくれ。それまでに船を調達して、同じく海域突破を目指そうじゃないか」

　そう言ってミカヅチは、ギルド【ヤオヨロズ】が海域突破の参加を表明をした後に、自然と俺にも目を向ける。

　ミュウパーティーやタクパーティー、マギさんたち生産職、独自に動くセイ姉ねぇとミカヅチのギルド【ヤオヨロズ】という中で、唯ゆい一いつ、俺だけが言葉を発していなかった。

　周囲から期待の籠こもった目が向けられる中、普ふ段だんなら俺は尻しり込ごみするだろう。

　だが先程、勝手に期待して、勝手に落らく胆たんしたプレイヤーの言葉が耳に残り、今は見返したいという気持ちが強くある。

「一応、俺も手伝えることは、する。俺に何ができるか分からないけど」

「おっ、ユンは、いつになくやる気だな」

「そ、そうか？　ってうわっ！　ミュウ、危ないから飛びつくな！」

　俺は、惚とぼけたように誤ご魔ま化かすと、ミュウが俺に飛びついてくる。

「やったぁ！　ユンお姉ねえちゃんと冒ぼう険けんに出かけられる！」

　それに、ガンツと【ＯＳＯ漁業組合】の面々は──『うぉぉぉっ、むさ苦しい男たちの中に清せい涼りよう剤ざい！』『美少女協力者が増えて、元気が出るぞぉぉっ！』『協力してくれるなら、前に作ってくれたおにぎりが食べたい！』『むしろ、水着姿を拝みたい！』などとアホなことを言い出している。

　俺は、若じやつ干かん引きながらも言葉を口にする。

「お、俺も手伝えることはするけど、ミュウたちみたいに戦闘ができるわけじゃないし、リーリーみたいに船は直せないぞ！」

「とりあえず、ユン嬢ちゃんは、【ライトウェイト】のエンチャントストーンを可能な限り用意することじゃないのか？　うちのギルドの【付加エンチヤント】センス持ちが育つまで独どく占せん市場で良かったな」

　ミカヅチに言われて、思い出した。

　水上戦闘を有利に進めるためにそれらを用意しなきゃいけないことに。

　そして俺は、その場で[image: ]個の【ライトウェイト】のエンチャントストーンの注文を受けた。

　それと、もう一つ──

「なぁなぁ、ユンちゃん」

「どうした、シチフク？」

「実は、ガレオン船の壊こわされた道具の中に魚釣つりに使うバケツがあったんやけど、それ作ってくれへん？　今度は壊れないようにミスリル製バケツを30個ほど」

「俺、金物屋じゃないんだけど……」

　俺は、困ったような表情になるが、全く……と呟つぶやき引き受ける。

　なんだかんだで結局引き受けてしまう自分は、お人好しなんだろうなぁ、と自じ嘲ちよう気味な笑えみを浮うかべ、その場は皆みなで焚たき火びを囲み、海域の情報などに耳を傾かたむける。




　そして、ログアウトした翌日からは、それぞれが海域突破に向けて動き始めるのだった。




　　　　●




　海岸エリアで受けた注文──【ライトウェイト】のエンチャントストーン[image: ]個とミスリル製バケツ30個の注文は、俺にとってそれほど難しい依い頼らいではなかった。

「《技能スキル・エ付加ンチヤント》──【ライトウェイト】！」

　素材は、エンチャントストーンに使う石を流用すればいいので、いつもの生産と変わりはない。

　ただ、注文された数が多く一つ一つ作ると時間が掛かるので、【ゾーン】系スキルと組み合わせて、箱の中にある石に一度に【ライトウェイト】をエンチャントする。

　続いて、ミスリル製バケツは、【魔ま導どう炉ろ】が活かつ躍やくする。

「インゴットからバケツ底の円形と側面の扇おうぎ状じようの板の二つの部品を作って組み合わせるか」

　二種類の部品に分けて伸のばしたインゴットを粉末状の魔法薬【溶熱粉マグマパウダー】を接合面に塗と布ふして、熱を加えていく。

　魔法薬と炉の熱で溶とけたミスリル同士がくっつき、二種類の部品を組み合わせてバケツの形に変わっていく。

「うーん。このままだと銀ピカのバケツになるなぁ」

　組み上がったミスリル製バケツを見て、太陽の下にあると光を反射して眩まぶしそうに感じる。

「そうなると、あれを作るかな」

　俺は、でき上がったミスリル製バケツを脇わきに置き、金属加工に使うアイテムを思い出す。

　俺は、【アトリエール】に時折やってくる風妖よう精せいがくれるアイテム【妖精の鱗りん粉ぷん】と粉末状にした錫すず鉱石、ミュレルの変化草を粉末状にしたものを混ぜ、仕上げの【魔ま力りよく付ふ与よ】を行なう。

「──【魔力付与】。っと、できた。【ブリキのメッキ粉】」

　金属の表面に振ふり掛けて熱を加えると、粉が溶けて、鈍にぶい色合いのメッキが施ほどこされる。

　色合いを変えるだけなら【カラーリング】を使えばいいが、こちらの方が自然な感じに仕上がり、メッキ処理には耐たい久きゆう性が向上する効果もある。

　早さつ速そくできたミスリルバケツの内外にメッキ粉を塗ぬりつけ、軽く【魔導炉】の中に潜くぐらせると、ブリキっぽい色合いのバケツが仕上がる。

「本体完成だな。取っ手の部分もまぁミスリルを変形させて、木の持ち手を作れば良いかな」

　俺は、部品を少しずつ作り、組み立てることでミスリル製バケツを完成させた。

「俺、金物屋じゃないんだけどなぁ……あっ、軽くて丈じよう夫ぶだ」

　シチフクの注文は、釣った魚を入れておくバケツなのだろうが、自分で作ったバケツの出来が意外とよかった。

「キョウコさん。ミスリルでバケツ作ってみたけど、どう思う？」

「バケツですか？」

　早速、Ｎノン・プレＰイヤー・キＣヤラクターのキョウコさんに意見を聞くために持ち出したバケツを手て渡わたす。

「あっ、軽いですね。それに丈夫そう。いいと思いますよ」

「ならそれは、キョウコさんにあげるね」

「いいんですか？　ありがとうございます」

　愛あい嬌きようのある顔立ちで微笑ほほえむキョウコさんに、少し癒いやされる。

「じゃあ、このデザインのやつを量産するか。それに俺用バケツも欲ほしいかも」

　軽くて丈夫なバケツなので、採取用に欲しいと思ってしまう。

　俺は、ミスリル製バケツの部品を纏まとめて作り、注文分の部品が揃そろったところで組み立て、メッキ処理を施し、完成したバケツを積み上げていく。

「よし、こんなところかな？」

　キョウコさんに渡したバケツと同じものが積み上がり、注文された分と自分用に合計31個のミスリル製バケツが完成した。

「引き渡すのは、また今度でいいよな。時間もあるし、この前に手に入れた素材でなにか作るか」

　俺は、バケツをインベントリに仕し舞まい込み、海岸エリアで採取した綺き麗れいな貝かい殻がらや真しん珠じゆを取り出していく。

「今日は、これでアクセサリーでも作るかな」

　俺は、作り置きしたイヤリングやピアス、ネックレスチェーンの金具部品や各種ビーズを取り出す。

　こうして金具の部品を作り置きしておけば、素材の組み合わせを見つつ、すぐにバケツの様に組み上げて作ることができる。

「うん。貝殻は、淡あわい色合いの宝石で海っぽくするか」

　俺は、貝殻をアクセントに極ごく小しようサイズのターコイズなどの不ふ透とう明めいな宝石やビーズを利用して飾かざり付けて、ネックレスを作る。

　同じような大きさと形の白い巻き貝の貝殻は、イヤリングにするために、小さな穴を開けて、穴を細い棒ヤスリで削けずって広げていく。

　ただ──

「あっ！　……くそぅ、やり過ぎたのかなぁ、欠けちゃった」

　小さな穴を開けるつもりが、パキッと軽い音と共に貝殻の一部が欠けて、穴と貝殻の外がい縁えん部が繫つながってしまう。

　こうなっては、穴の意味を成さず、やり直しになってしまう。

「失敗したなぁ。でも、失敗した貝殻を捨てるのは勿もつ体たいないし……肥料にでもなるかなぁ」

　俺は、ちらりと【アトリエール】の裏手にある肥料置き場を見る。

　腐ふ葉よう土どや骨粉、枯かれ草、飛ひ竜りゆうの糞ふんなどを混ぜ合わせた【中級肥料】は、【植物栄養剤ざい】と共に【アトリエール】で栽さい培ばいしている薬草の品質向上に大きく役立っている。

　この失敗した貝殻も砕くだいて混ぜれば、肥料の素材になるだろうか、と考えるが、その前にいい物があったのを思い出す。

「ああ【細さい胞ぼう培ばい養よう液えき】を使えば、欠けた部分も直るかも」

　俺は、拡張した工こう房ぼう部の棚たなから【細胞培養液】を取り出す。

　これは以前、エミリさんたちと共に、化石系アイテムからＭＯＢを復活しようとした際に、使用したアイテムだ。

　その本来の使い方としては、加工に失敗した骨や皮などの生体素材に塗布することで、傷を埋うめようと再生するのだ。

「貝殻も一応、生体素材扱あつかいになるかな？」

　俺は、そう疑問を口にしながら、ほんの少しだけスポイトで【細胞培養液】を吸い上げて、欠けた貝殻に一ひと滴しずく垂らす。

　貝殻は、白い泡あわを立てながら少しずつ欠けた部分が塞ふさがり、しばらくして綺麗な状態に戻もどる。

「ああ、また穴を開けないと。っていうか、次からは、穴の大きさの何かを当てておけば塞がるの防げるかな？」

　俺は、そんなことを呟きながら、再び穴を開け直して、今度は綺麗に穴を開けることができて、ピアスの金具や不透明宝石、ビーズで飾り付けていく。

「うん。イヤリングは、こんなところかな。次は、真珠と貝殻かな？」

　真珠と貝殻に穴を開け、銀の金きん属ぞく糸しを穴に通して貝殻の窪くぼみに真珠が上手うまく収まるように固定してペンダントトップを作る。

　それを中心に、ビーズや小こ粒つぶの真珠などで飾り付けてネックレスを作る。

　そうして、貝殻や真珠を使ったアクセサリーを作った後、アクセサリーに向かない小さな貝殻が残ってしまう。

「あー、これは、どうやっても穴開けたら砕けるよなぁ」

　アクセサリーに向かないほど小さな貝殻が残り、全すべて砕いて肥料の素材にしようか、と考え新たなアイディアが浮かぶ。

「……ガラスで固めてみようかな」

　小さな貝殻の三分の二は肥料用に取り分け、残りの貝殻でアクセサリーを作ってみる。

　俺は、まだ火が灯ともっている魔導炉に【砂結けつ晶しよう】を投入する。

　使うのは、無色透とう明めいなガラスと金属粉末を混ぜて海を思わせる青色に着ちやく彩さいしたガラスだ。

　そのガラスの中に小さな貝殻や真珠、砂すな浜はまの砂を思い浮かべるように金属粉末を埋め込み、型に嵌はめてガラスで閉じ込める。

「あとは、固まるのを待つだけかな」

　こうしてガラスに貝殻や真珠を閉じ込めたペンダントトップができ、それをシンプルにチェーンと結んだアクセサリーができた。

「うーん。まぁ、俺が使うような物じゃないし、【アトリエール】に飾るか」

　貝殻のピアス、真珠のネックレス、貝殻と真珠を閉じ込めたガラスのペンダントを【アトリエール】の店てん舗ぽ部にあるショーケースにお手て頃ごろなお値段で飾っておく。

「一応、頼たのまれたものは、作り終えたけど……」

　海域に挑いどむ際、【アトリエール】にある既き存そんのポーションだけでは、不測の事態が起こるかもしれない。

「とりあえず、【ナイトヴィジョン・クリーム】と【ブリージング・ポーション】を作っておくかなぁ」

　俺は、二種類の薬を作るために、素材を取り出す。

【ナイトヴィジョン・クリーム】は、【二に乃の椿つばき】の種子から絞しぼった椿油と生命の水を乳化させたベースクリームに、加熱して粘ねん性せいの増した【シェイド樹液】を混ぜ、【魔力付与】のＥＸエクストラスキルを使うことで完成する暗視能力を付ふ与よする塗り薬だ。




　もう一つの【ブリージング・ポーション】とは、水中呼吸ポーションである。

　使い方は、事前に飲むことで一定時間、水中での活動時間を延長してくれるという効果だ。

　ただ、完全に息いき継つぎが不要になるわけではなく、10分の潜せん水すいができる【泳ぎ】センス持ちのプレイヤーの活動時間が15分くらいに延びるというものだ。

　また【泳ぎ】センスなしのプレイヤーが使用した場合、溺でき死しまでの猶ゆう予よ時間を延ばす効果がある。

「これは、作ったことがないから、レシピ見ながら作るかな」

　俺は、レシピ本である【中級薬くす師し技術書】の該がい当とうページを広げて、素材と手順を確かく認にんしながら作成する。

「えっと……海かい藻そうは【シーサイドキャビア】を使うのか」

　レシピには、暗い緑のつぶつぶの房ふさが付いている【シーサイドキャビア】という海藻のみ使う。

「これを綺麗に水洗いして、お湯で茹ゆでるのか」

　お鍋なべの中につぶつぶの海藻を入れて、水を注ぎ、何度か濯すすぎ、汚よごれや塩を落とす。

　そして、釜かまに移して湯で茹でると鮮あざやかな緑色に変わる。

「あっ、なんか綺麗」

　そうこうしている内に、鮮やかな緑に茹で上がった海藻を釜から掬すくい上げ、別の鍋に移す。

「あとは、これをすり潰つぶすのか」

　鍋の中でプチプチと海藻の房を潰すと、粘ねばり気のある汁しるが出てくる。

「……臭においは、海藻っぽくないなぁ。ちょっと爽さわやかな感じ？」

　俺は、潰した【シーサイドキャビア】の香かおりに感想を口にしながら、一心に海藻を潰して、金属のザルで粘ねん液えきだけを漉こし取り、濃のう縮しゆく機に長時間掛かける。

「これで良いんだよな」

　レシピ通りにやった結果、粘液から水分が飛んで、最後には緑色の粉っぽい塊が残っている。

　俺は、それを慎しん重ちように取り出し、ブルーポーションと活力樹の実の絞り汁の混合液に【シーサイドキャビア】の緑色の粉末を僅わずかに加えて溶とかすと、青い混合液は、より深い色に変わっていく。

「最後に──【魔ま力りよく付加】！」

　俺は、手元のポーション瓶びんにＭＰを注ぎ、濃こい海色のポーションのステータスを確認する。





　ブリージング・ポーション【消しよう耗もう品】

　追加効果【水中呼吸２】／30分






【水中呼吸２】の効果がどれだけなのか分からないが、完成したブリージング・ポーションを少し舐なめてみる。

「……味は、うん。爽やかな感じが強くなってる。美味おいしいかも」

　残った【シーサイドキャビア】から抽ちゆう出しゆつした粉の量などを調整して、色々と試ためしてみる。

【シーサイドキャビア】から抽出した粉末の量を増やせば、【水中呼吸】の効果が高まるが、継けい続ぞく時間は短くなる。

　そして、粉末の量を増やし過ぎると海藻の粘性が強まり、失敗となる。

　逆に粉末の量を減らせば、【水中呼吸】の効果が下がるが、継続時間は長くなる。そして、加える粉末が一定量以下だと、【水中呼吸】の効果が発生せずに、こちらも失敗となる。

「粉末を加える量は、１グラムから３グラムの間って感じだなぁ。とりあえず、効果量の違ちがうポーションを何種類か試作品を作って、シチフクたちに使い勝手を聞いてみよう」

　その日は、海域突とつ破ぱに有用そうなポーションの作成と他ほかに使えるレシピが無いか本を読んで、ログアウトした。




　　　　●




　数日後、シチフクたちにミスリル製バケツを納品するために、海岸エリアを訪おとずれた。

「おー、やってるなぁ」

　俺は、ガレオン船の周りで作業しているシチフクたちに近づき、声を掛ける。

「おーい！　頼まれてたもの、持ってきたぞー！」

「ユンちゃん！　今行くで！」

　シチフクは、数人のギルドメンバーと共に俺を出で迎むかえてくれる。

「はい。これが頼まれてたバケツ」

　俺は、インベントリから重ねた状態のミスリル製バケツを取り出し、シチフクたちの前に並べる。

「これでいいか？」

「おおっ、もっとギラギラしてるかと思ったら、目に優やさしいわ。見た目ブリキっぽいけど、ちゃんとミスリルやから軽いわ。ちょっと借りるで」

　シチフクは、バケツを一つ持って目の前の海に向かい、海水を掬う。

「水みず漏もれもないし、いいバケツや。ほな、支し払はらいはいくらや？」

「うーん。素材の材料費だけ考えると、バケツ30個で[image: ]万Ｇってところかな」

「なら、その倍やな。[image: ]万Ｇを現金ニコニコ一いつ括かつ払ばらいや」

「いや、それはちょっと貰もらいすぎじゃ……」

「いい生産職と繫つながるための必要経費やから、貰っときや」

　俺の商品を値切ることなく、逆に高い値段を付けるシチフクは、メニューのトレード機能から[image: ]万Ｇの支払いを済ませる。

　流石さすが、中ちゆう堅けんとは言えギルドマスターであるために、お金がある。

「それにしても……ガレオン船の修理中？」

「いや、そっちはもう終わって、ボートを作っとるところや」

　そう言って海岸に目を向ければ、数人一組でボートを何隻せきも作っているのが見える。

「なんでボート？　別にガレオン船があるならいらないだろ？」

「海域にデカい魚が出るから、ボートを囮おとりに逃にげ切るとか、ボートに爆ばく発はつ物乗せて食らいついた瞬しゆん間かん──ドカンや」

　俺の疑問にシチフクが答えてくれる。

　そういえば、即そく死し攻こう撃げきの丸まる吞のみをしてくるウミヘビ型ＭＯＢが出現した、って言っていたことを思い出す。

「ホンマは、俺らもガチンコ漁みたいな真ま似ねはしとうないんやけど、これも生きるためや。仕方がない」

「いや、そういう問題じゃないだろ」

　俺がツッコミを入れると、ナイスツッコミ、といい笑えみを返してくる。

「あ、そう言えば……シチフクたちって海の中を潜もぐる時って視界ってどんな感じ？」

「視界？　ユンちゃんも【泳ぎ】センスあるから分かるんとちゃうの？」

「俺は、【空の目】の暗視があるから水の中でも視界はある程度確保できるんだよ」

「あー、そういうことね。俺らは、あんまり視界はよくないなぁ。ゴーグル付けても水深[image: ]メートルも潜ったら、もう真っ暗や」

　そこまで深く潜ったことないから何とも言えないが、正直凄すごいと思った。

「なら、前に【ヤオヨロズ】とのＧギルド・ＶバーサスＧ・ギルドで使った【ナイトヴィジョン・クリーム】を渡わたしておくな。これ、水中でも使えるか試して貰えるかな？」

「この前の夜の時にこのアイテムがあったら、暗くら闇やみの不利を解消できたかもしれへんな」

「水中での使い心ごこ地ちとか試して必要なら、改良や量産するから。あと、水中での活動時間を延ばす【ブリージング・ポーション】も作ってみたから使ってみて」

「ホンマ、ユンちゃんは、色々と気を遣つかってくれてありがとなぁ。俺もお礼しないと」

　シチフクは、お礼としてメニューのトレード画面にアイテムを乗せるが──

「えっと……釣つり具ぐとボート？」

「【木工】のレベル上げで作りすぎた余りの釣り具に、今作っとるのと同じボートや」

　なぜにシチフクは、俺に海釣り道具一式を渡したのだろうか。

「これを機に、ユンちゃんも釣りとかしてみてや」

「えっと……ありがとう」

　俺は、苦笑いを浮うかべながら作業に戻もどるシチフクを見送り、改めてインベントリに送られたアイテムを見る。

「……【釣り】かぁ」

　ＯＳＯを始めた頃ころ、趣しゆ味みセンスの【釣り】を取得しようとして、タクたちに止められたなぁと思い出す。

　それ以来忘れていたが、これもいい機会かもしれないと早さつ速そくＳセンス・Ｐポイントを１消費して【釣り】センスを取得する。

「釣りポイントは、採取ポイントと同じように【看破】のセンスで分かるのか」

　俺は、釣り道具とミスリルのバケツを持って、釣りポイントを探す。

「あっ、あの辺りがいいかも」

　海岸エリアの砂すな浜はまよりも岩場まで歩いて行き、【看破】のセンスで見つけた釣りポイントに辿たどり着く。

「濡ぬれると気持ち悪いし……水着に着き替がえるか」

　俺は、タンクトップ水着とホットパンツに着替え、その上からパーカーを羽織り、釣りの道具箱からルアーを手に取る。

「これ、シチフクが作った奴やつかな？」

　小さな魚を模した木製のルアーを観察する。

　俺の作った金属製のやつとは違い、結構色いろ鮮あざやかで綺き麗れいである。

「これは、【細工】センスでも作れるかな」

　俺は、一通り観察したルアーを釣り竿ざおに取り付け、海にルアーを投げ込む。

　ポチャン、という軽い音と共にルアーが着水して、浮きが波間に浮かんでいる。

「……暑いけど、潮風が気持ちいいなぁ」

　次からは、日差しを遮さえぎるパラソルや釣り竿を固定するロッドホルダー、お尻しりが痛くないように椅い子すや敷しき物ものも用意しようと心の中でメモを取る。

「おっ、引いてる」

　それほど時間を掛けずに浮きが沈しずみ、竿を引くと一いつ匹ぴきの魚がルアーに食いついていた。

「結構、大きいかも……」

　俺は、魚から針を外して、海水の入ったバケツの中に入れ、再び釣り竿を振ふる。

　ぼーっと波の音を聞きながら、バケツの中を泳ぐ魚を見つめる。

「アジっぽいなぁ。……刺さし身みに、干物、タタキに、フライ、南なん蛮ばん漬づけも美味しそうだなぁ」

　俺はそう呟つぶやきながら、再び釣り竿が引かれて、魚を釣り上げる。

　次々とルアーを投げ込めば、魚が釣れる入れ食い状態に、段々と面おも白しろくなってくる。

「【釣り】センスがまだレベル１なのに釣れるのは、シチフクがくれた釣り道具の性能が高いんだろな。──おっ、今までより手て応ごたえが……」

　グッと大きくしなる釣り竿を引くが、魚も激しく抵てい抗こうする。

「重い！　でも、負けるかぁ！　《付加エンチヤント》──アタック！」

　俺は、自身に攻撃エンチャントを施ほどこし、腕わん力りよくを高める。

　魚に逃げられないように逃げる魚と反対方向に釣り竿を傾かたむけ、釣り上げようとする。

「あと、少し！　釣れたっ！　──はぁぁぁっ!?」

　魚が諦あきらめたかのように竿に掛かる抵抗が軽くなり、釣り竿を持ち上げると大物の魚が海面から飛び出す。

　だがその直後、魚を追うように海面から巨きよ大だい生物の頭が現れ、空中に飛び上がった魚に食らいつく。

　今まで潜せん水すいしていたために気付かなかった巨大生物は、鎌かま首くびを持ち上げ、口をモゴモゴと動かし、器用に釣り針とルアーを吐はき出す。

「あははっ、この海岸にこんなＭＯＢいるって聞いてねぇよ……」

　なんでボス級ＭＯＢがこんな海岸エリアに出現するのか、とか、なぜ俺の釣った魚に食いついたのか、とか色々疑問はある。

　そして俺と巨大生物の目が合い、シチフクたちが話していた即死攻撃の丸吞みをするＭＯＢの話が頭を過よぎり、どこか諦めの考えが浮かぶ。

　そして、その巨大生物は──

『クキュルルルルッ──』

　どこか甘えたような優しい鳴き声を上げて、俺の体に頰ほお擦ずりしてくる。

「えっと……なんか、デジャブなんですけど……」

　マギさんのパートナーであるリクールが成せい獣じゆう化した時も同じように俺にじゃれてきたのを思い出す。

　俺は、落ち着いて巨大生物を見ると、見覚えのある相手に思い至る。

「……水すい竜りゆうのウヅキか？」

『キュオォォォン！』

　その通りとでも言うように鳴くレティーアが使し役えきする水竜のウヅキ。

　俺は、体に擦こすり付けてくるウヅキの頭を撫なでながら、その姿を見回す。

「ほんと、大きくなったなぁ……」

　ウヅキが生まれた【水竜の卵】をドロップしたウォータードラゴン・ゾンビと比べて、一回りほど小さいが、それでも特大級の使役ＭＯＢと言える。

「体は、ひんやりと冷たくて、しっとりすべすべだ」

　リゥイの鬣たてがみやザクロの毛並みとも違ちがう爬は虫ちゆう類るいというか、竜の体を楽しんでいると、ウヅキの視線が俺の釣った魚の入るバケツに注がれる。

「もしかして、食べたい？」

『キュルルルッ──』

　喉のどを鳴らし、頷うなずくように頭を縦に振るウヅキ。

「いいぞ。って言っても、バケツにその頭は入らないし、全部口に流し込むように食べるのも品がないし、投げて食べる？」

　俺が尋たずねると、早くと催さい促そくするように前足の鰭ひれで海面を叩たたき、口を開けて投げられるのを待つ。

　その際、飛んだ水みず飛沫しぶきに全身を濡らす俺は、苦笑いを浮かべる。

「ちゃんと受け取れよ！　ほい！」

　俺は、釣った魚を摑つかんで放物線を描えがくように投げると、ちゃんと口で魚をキャッチして飲み込んでくれる。

「なんか、水族館の餌えさやりみたい」

　俺は、そう呟きながら次々と魚を投げると、長い首を器用に動かし魚を食べていく。

　そして、バケツの魚を全すべて食べたウヅキは、名残なごり惜おしそうに鳴くので、俺がその頭を撫でる。

「ごめんな、これでお終しまいなんだよ。そう言えば、レティーアと一いつ緒しよじゃないのか？」

　俺が尋ねると、前足の鰭でシチフクたちが建てた【海の家】を指し示す。

「ああ、あそこに居るのか。それじゃあ、行こうか」

　釣り竿やバケツをインベントリに片付けた俺は、徒歩で【海の家】まで戻ろうとする。

　だがウヅキは、そんな俺に背中を向けて、鰭で海面を叩いて乗るように催促してくる。

「乗れってことか？」

『キュオォォォン！』

「それじゃあ、お言葉に甘えて」

　俺がウヅキの背中に飛び乗ると、そのままゆっくりと泳ぎ始め、【海の家】まで遊覧する。

「意外と速いな。それに背中が広くて安定しているから、１パーティーくらい乗れるかな？」

　俺はそう呟き、珍めずらしい体験を楽しみながら、【海の家】の近くまで戻ってくる。

【海の家】の軒のき先さきでは、レティーアとベルの二人が【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーが提供する料理を食べながら休んでいた。

　レティーアの使役ＭＯＢの多くは、海岸エリアの暑さにやられたのか、日ひ陰かげでダレている姿が見える。

「あっ、ウヅキが帰ってきました」

【海の家】の軒先にいるレティーアを見つけたウヅキは、力強く鰭で水を搔かいて加速する。

　激しい水飛沫を上げるウヅキの背にしがみつく俺は、ウヅキがガレオン船と同じくらいの速さで泳げることに驚おどろく。

　そのまま、海水を押し込むように砂浜に乗り上げたウヅキをレティーアは、近づいて出で迎むかえる。

「お帰りなさい。沢たく山さん食べられたみたいですね。──【幼よう獣じゆう化】」

『キュイ！』

　ＥＸエクストラスキルの【幼獣化】で抱だきかかえられるほど縮んだ水竜のウヅキは、そのまま砂浜を這はうようにレティーアの足元に近づく。

　その際、成獣化したウヅキの体に隠かくれるように背に乗っていた俺は、砂浜に降り立ち、レティーアの前に姿を現す。

「あれ？　ユンさん、いつからそこに居たんですか？」

「ウヅキの背中に乗せてもらってたんだよ。隠れて見えなかったみたいだけど……」

　俺が苦く笑しようしつつ答えると、レティーアはウヅキに確かく認にんするように目を向ける。

　ウヅキは、その通りとでも言うように頷き、レティーアが納なつ得とくする。

「それじゃあ、【海の家】でお話でもしましょうか」

「そうだな」

　俺は、レティーアと共に【海の家】の軒先に戻ると俺に気付いたベルがこちらに手を振ってくる。

「レティー、お帰り。あっ、ユンさん、来てたんだ！　やっほー」

　手に焼き魚を持ったベルの挨あい拶さつに、俺も軽く挨拶を返す。

「やぁ、ところでレティーアとベルは、どうしてここに居るんだ？」

「シチフクさんたちが【海の家】を建てたと言うので美味おいしいものを食べに来ました」

「私は、レティーの付き添そいね。それにしても前の【ヤオヨロズ】主しゆ催さいの大規模遠えん征せいの時に海岸エリアのルート開かい拓たくしたから行き来が楽だね～」

　気の抜ぬけた二人の返答に相あい槌づちを打つ。

「ユンさんこそ、なにやってたんですか？」

「俺は……シチフクのところに依い頼らいされたアイテムや試作ポーションとかを届けたら、なんか釣つり具ぐを貰もらったから、向こうの岩場で釣りをしてたんだよ」

「釣り!?　ということは、新しん鮮せんなお魚！」

　今も焼きトウモロコシを食べ終えたばかりのレティーアは、俺に期待の視線を向けてくるが、魚がないことを伝える。
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「さっき、俺のところにウヅキが来た時に、釣れた魚を全部食べさせたよ。上手うまく投げたらキャッチしてた」

　俺がそう伝えるとレティーアは、自分だけ魚を食べたウヅキを恨うらめしそうに見つめ、ベルが楽しそうに笑う。

　しばらく【海の家】の日陰で、冷たい飲み物を飲みながら、おしゃべりして過ごす。

　そして、ベルが目の前に広がる海域の話を振ってくる。

「そういえば、さっき聞いたんだけど、新しいエリアが見つかったとかで、シチフクさんたちが海へ出るらしいね」

「ああ、南の方向に孤こ島とうが見えたんだ。一応、俺もそれに同行する予定なんだ」

　俺が、ちょっと自信ないけど、と曖あい昧まいな笑えみを浮うかべると、レティーアがぽつりと呟く。

「南の孤島には、美味しいものがあるんでしょうか？　例えば温かい地域のフルーツとか」

　レティーアの気になるところは、そこなのか？　と俺は内心ツッコミを入れるが、ベルも同意するように頷く。

「たしかに、どんなところか気になるよね！　南の孤島に、未知のケモモフがいることを望む！」

　力強いレティーアの言葉に俺は、苦笑いを浮かべる。

「なんか、二人らしい理由だな」

「でも、ユンさんだって生産職として、どんな素材が手に入るか気になるでしょ！」

「まぁ、な」

　ベルに指し摘てきされて、俺は短く肯こう定ていする。

　そんな俺の反応にレティーアとベルが小さく笑った後、二人とも真しん剣けんな表情で何かを考え始める

「二人とも、どうしたんだ？　突とつ然ぜん、真剣な顔して」

　俯うつむき気味のレティーアとベルに尋ねると二人は、顔を上げる。

「決めました。私たちも南の孤島に行ってみようと思います」

「レティーも同じ考え？　私も行ってみたいと思ったところだよ！」

「えっ!?　でも、船は？」

「そこは、ウヅキの背中に乗って、行きたいと思います」

　微笑ほほえむレティーアは、自身の使役ＭＯＢである水竜のウヅキに絶対の自信を持って海域突とつ破ぱに挑いどむだろう。

「ユンさんやシチフクさんたちの海域突破の挑ちよう戦せんに合わせましょうか」

「だね。まぁ、シチフクさんところで情報を貰って、連れん携けい強めるとしますか」

　そう言って、やる気になるレティーアとベル。

　ここに来て新たなプレイヤーが海域突破の挑戦に加わり、仲間が増えたことを嬉うれしく思う。

　その日は、レティーアとベルと【海の家】でのんびりと過ごし、次の日からは各プレイヤーと連れん絡らくを取り合いながら、海域突破に向けての準備を進めていく。







　　　三章　海域突とつ破ぱとクラーケン







「おー、みんなやってるなぁ」

　海岸エリアから南の孤島までどれだけの距きよ離りがあるのか分からず、海域突破の挑戦には、一日掛がかりの攻こう略りやくを想定して休日の朝早くから準備を進めていた。

　シチフクたちのガレオン船には、既すでにミュウやタク、マギさんたちが水着装備に着き替がえ、【ライトウェイト】のエンチャントストーンを所持して乗船を始めていた。

「まだ時間があるし、もう少し見て回るか」

　俺は、タンクトップにホットパンツという水着姿にパーカーを羽織った格好で、海域突破に挑戦する他ほかのギルドやプレイヤーたちを見て回る。

　その中で目を引くのは──

「あっ、ユンちゃん、どうしたの？」

　少数精せい鋭えいで海域突破を目指すセイ姉ねぇたちに声を掛けられる。

　セイ姉ぇたちも水着に着替え、いつでも出航できる準備を整えていた。

「不足するかもしれないから、新しい【ライトウェイト】のエンチャントストーンを届けに来たけど、必要？」

　注文のあった[image: ]個の【ライトウェイト】のエンチャントストーンは、既に引き渡わたしており、それとは別の新たに作ったものを持ってきた。

「ユンちゃん、ありがとう。不足はないけど、予備は欲ほしかったところなのよ」

　微笑みを浮かべるセイ姉ぇは、俺から新たに作った[image: ]個の【ライトウェイト】のエンチャントストーンを買い取る。

「それにしても、凄すごい船だなぁ」

　俺は、感かん嘆たんの声を上げながら、浜はま辺べに泊とまる【ヤオヨロズ】の細長い船を見る。

　ロングシップと呼ばれるマストのない船は、長さ20メートルを超こえ、左右に取り付けられた無数のオールを推進力に変えて進んでいく。

「ギルドの生産職総出で作った作品だ」

　ロングシップ自体は、マストがない分全体的にシンプルな作りだ。

　そのために帆はん船せんのように風を推進力に使えない代わりに、オールを漕こぐことで推進力を生み出し、その漕ぎ手がミカヅチたちの船の最大の特とく徴ちようである。

「ほんと、最大手ギルドは資金力が違ちがうよな。あれ、全部【カラクリ魔ま導どう人形】じゃないのか？」

「その通りさ。総勢20体の男性型【カラクリ魔導人形】を動力にしたロングシップだ」

【カラクリ魔導人形】は、人ではないので疲つかれ知らずで漕ぎ続けられる。

　また、機械的に命令に従う【カラクリ魔導人形】たちの一糸乱れぬオール捌さばきは、高効率な推進力として期待できるだろう。

「急きゆう遽きよ、南の孤島に行くと言っても、大人数を連れて行ける船を作る時間と造船や船の操縦のノウハウがないからな」

「そこは、リーリーやギルド【ＯＳＯ漁業組合】の方が長くやってるし……」

　ギルド【ＯＳＯ漁業組合】は、リーリーと共にガレオン船の建造に半年近くの時間を掛け、船の建造と並行してギルドメンバーにガレオン船の操縦訓練をしていた。

「これを雛ひな形がたに、私たちが海域の情報や問題点を集めて、攻略しやすい様に改善する」

「そして、誰だれでも安定して南の孤島まで進めるようにしたいわよね」

　ミカヅチとセイ姉ぇは、自分たちの船を見つめながら答える。

　ギルド【ＯＳＯ漁業組合】のガレオン船は、大きく派手で手間が掛かる分、ロマンがあるが、誰でもできるわけじゃない。

　対するミカヅチたちのロングシップは、海域突破に最適化された形の一つなのかもしれない。

「なるほどね。それじゃあ、俺はそろそろ次に行くわ」

「うん。ユンちゃんも頑がん張ばってね」

「まぁ、今日は全員が協力者で競争相手だな」

　セイ姉ぇとミカヅチの言葉に、微び苦く笑しようを浮かべながら、海域に挑戦する他のプレイヤーを見て回る。

　他のプレイヤーたちの船は、【ＯＳＯ漁業組合】のガレオン船や【ヤオヨロズ】のロングシップに比べると見み劣おとりする。

　その中で見劣りしない存在として、レティーアの使し役えきＭＯＢの水すい竜りゆうのウヅキがいた。

　海岸の砂すな浜はまに船が並ぶ中で、一体だけ首長竜がおり、見物に来ていたプレイヤーから食べ物を貰っている姿は、かなり目立つ。

　そんな使役ＭＯＢの召しよう喚かん主であるレティーアは、白スクール水着を着て、アイスキャンディーを気け怠だるそうに舐なめて、ベルは、猫ねこのワンポイントが入ったビキニを着て、ミルバードのナツやラナー・バグのキサラギと触ふれ合っていた。

「大だい丈じよう夫ぶかな？　セイ姉ぇたち以上の少数精鋭なのに」

　海上という環かん境きようでレティーアの召喚できる使役ＭＯＢは、制限される。

　それを心配していると、後ろから声を掛けられる。

「大丈夫よ。私が付いてるから」

「エミリさん！」

　俺が振ふり返ると、エミリさんが軽く片手を上げて挨あい拶さつをしてくる。

　三つ編みにしたクリーム色の髪かみを更さらに輪を作るように纏まとめたエミリさんは、緑を基調とした水着を身に着け、準備万ばん端たんのようだ。

「今回の件で、レティーアに私も誘さそわれてね。私の錬れん金きんＭＯＢや合成ＭＯＢなら水中対応のＭＯＢもいるし、数の上ではちょっとした戦力になっているわ」

　そう言って微笑むエミリさんの言葉に、俺は納なつ得とくする。

「そっかぁ。そうやって戦力を揃そろえる方法もあるんだな」

「そろそろ時間じゃないかしら？　それじゃあ、私はもう行くわね」

「うん。エミリさんたちも頑張って！」

「ふふっ、そうね。互たがいに無理のない範はん囲いで頑張りましょう」

　俺とエミリさんは、互いに応おう援えんし合い、ガレオン船の場所に戻もどってくる。

「ユンお姉ねえちゃん、おっそーい！」

「乗船に遅おくれたら、そのまま出発してたぞ！」

　戻ってきた俺にミュウとタクがガレオン船の上から手を振ってくる。

「悪い。出発する前に他のグループを見てたんだ！」

　俺は、ミュウたちに返事をしつつ、ガレオン船に急いで乗り込む。

「ユンちゃんも無事に乗船やな。準備はええか？」

「アイテムは全部、インベントリに入っているから問題ないよ」

　乗り込んだ俺にシチフクが聞いてくるので、そう答えると満足そうに頷うなずく。

「ほな、いくで──【宝船】の出港や！　新たな漁場を開かい拓たくするでー！」

　シチフクの号令と共に、ガレオン船が海へと進んでいく。

　それに合わせて、セイ姉ぇたちのロングシップやレティーアの水竜のウヅキ、無数の小こ舟ぶねが海域を目指して進んでいく。

「しばらくは、敵ＭＯＢも出現せぇへんし、海の色が濃こい海域からが本番や。それまでは自由に過ごしてええで」

　シチフクが全員に声を掛けると、それぞれが思い思いに過ごし始める。

　俺は、ザクロを呼び出し、【ＯＳＯ漁業組合】の面々と共に海に釣つり糸を垂らす。

「なんか、釣れないかなぁ」

『きゅぅ～』

　魚が釣れることを期待するザクロは、俺の隣となりに座り、三さん尾びの尻しつ尾ぽをゆったりと振っている。

「ちゃんとロッドホルダーもあるから楽だなぁ」

　船ふな縁べりには、釣り竿ざおを固定するロッドホルダーが取り付けられているので、魚が掛かるまでそこに釣り竿を挿さして固定し、別の作業ができる。

「おー、ユンくん。なんか、面おも白しろそうなことやってるね」

　マギさんとクロードがそれぞれのパートナーであるリクールとクツシタを連れてやってきた。

「この前、シチフクに釣り道具を貰もらったから、それを機に【釣り】センスを取得してみたんだ」

　そうこう言っている間に釣り竿が反応し、引き上げると、そこそこ大きな魚だった。

「海岸よりも海に出た方が大きな魚が釣れるなぁ」

　俺の釣った魚が甲かん板ぱんで跳はね回る中、ザクロとリクール、クツシタたちの視線が集まる。

「あははっ、目の前で新しん鮮せんな魚があったら食べたいか。ちょっと待ってろ」

　俺は、魚から釣り針を外し、再び海に投げ込んで、ロッドホルダーに釣り竿を固定したあと、包丁とまな板を取り出し、その場で捌いていく。

「ありがとう、ユンくん。それにしてもユンくん、手て際ぎわいいね！」

「センスのアシストとマギさんの包丁のお陰かげですよ」

　俺がそう言いながら、魚を三枚に下ろし、身の部分を包丁で叩たたいて、味み噌そと酒を加えて、なめろうにしていく。

　ザクロやリクール、クツシタたちは、取り皿に載のったなめろうをガツガツと食べていく。

「旨うまいか？」

『きゅぅ～』『ワフッ！』『にゃぁ～』

　それぞれが俺に返事をして、再びなめろうの取り皿に顔を向け、名残なごり惜おしそうにお皿を舐めている。

「リクール、美味おいしいものが食べられて良かったわね。でも、本当に美味しそうだったわね」

「俺も日本酒と一いつ緒しよに食べてみたかった」

　マギさんとクロードが羨うらやましそうに見つめてきた時、船の反対側で歓かん声せいが上がる。

「大物、釣ったどぉぉぉぉっ！」

　シチフクが大きな声を上げて、人間に匹ひつ敵てきする大きさの魚を釣り上げていた。

　ギルド【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーは、魚のエラに鉤かぎ付きの棒を引っかけて船の上に引き上げている。

「おー、凄い大きいなぁ」

　俺が感嘆の声を上げる間にも、マグロに似た魚を囲うように人が集まる。

　その中には、使役ＭＯＢのザクロたちも加わり、期待の籠こもった目で大きな魚を見上げていた。

「よーし、景気付けに、こいつを解体するで！」

『『『よっしゃぁぁぁっ！　やるぜ！』』』

　シチフクの言葉に、甲板に歓かん喜きの声が上がり、甲板の上にテーブルが用意されていく。

　その上に載せられたマグロに似た魚をシチフクたち【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーたちが協力して解体していき、その様子にミュウやタクたちは歓声を上げる。

「全く、緊きん張ちよう感かんないなぁ」

　俺は、困ったように溜ため息いきを吐つきながらその様子を眺ながめる。

「まぁまぁ、ユンくん。今から緊張しても仕方がないわよ」

「それに、海域での敵ＭＯＢの遭そう遇ぐうシステムを知っておけば、今は気を抜ぬけると分かるさ」

「海域のシステム？」

　俺は、小首を傾かしげながらクロードに尋たずねる。

　どうやらシチフクたちは、小型の船で何度も海域に乗り出し、海域の調査と検証を繰くり返していたようだ。

　その結果──

「海域は地上フィールドと違い、任意で敵ＭＯＢを探すというよりは、一定時間ごとにあるウェーブ判定に成功すると、海域に設定された各種イベントが発生するらしい」

　例えば、前回ガレオン船で海域に侵しん入にゆうした時のような敵ＭＯＢとの遭遇の他ほかに、海での漂ひよう流りゆう物の発見、アイテムなどのサルベージポイントの発見、大波や渦うず潮しおなどのハプニングとの遭遇など、様々なイベントがランダムで発生するらしい。

　逆に、イベントがなにも発生しないという場合も存在するらしい。

「そうした遭遇システムが採用されている。そして、敵ＭＯＢと遭遇した際は、撃げき破はか一定時間の経過、逃とう走そうで戦せん闘とうが終しゆう了りようするらしい」

「なるほど、そうしたウェーブ判定の合間に次の準備に備えれば良いんだな」

　その話を聞いた俺は、スゴロク形式のパーティーゲームみたいだと思ってしまう。

　または、景色があまり変わらない海上であるために、船という拠きよ点てんを一定周期で襲おそってくる敵ＭＯＢから守るタワーディフェンスの要素もありそうだ、とも思う。

「あとは、船に乗っているプレイヤーの数によって、出現する敵ＭＯＢの割合が変わるらしいな。少人数の方が襲ってくる敵ＭＯＢは弱いらしい」

「それって、少人数の方が有利ってことか？」

「一いち概がいには、そうとも言えないらしい。海上では共きよう闘とうペナルティーが解除されるから大人数でも素す早ばやく敵ＭＯＢを処理すれば、消しよう耗もうは抑おさえられるし、逆に少人数でも戦闘に時間を掛かけると次のウェーブ判定で新たな敵が出現して余計な消耗、というのもあるらしい」

「「へぇ～」」

　俺とマギさんは、揃ってクロードの説明に感かん嘆たんの声を上げる。

「まぁ、シチフクたちの検証だが、まだまだ検証不十分なところがある」

「でも、それだけ知っていれば、力の抜き方が分かるのかな？　おっ、魚だ！」

　俺は、船縁のロッドホルダーに固定していた釣り竿が引いているのに気付き、また一いつ匹ぴきの魚を釣り上げ、インベントリに仕し舞まい込む。

　そうして、敵ＭＯＢが出現する海域まで緊張感のない航海が続き、このガレオン船の後方には、無数の船が付いてくる。

　そして眼前に鮮あざやかな碧みどり色いろと濃い藍あい色いろの境界が見える場所まで船は進んでいた。




　　　　●




「総員、これからあの海域に突とつ入にゆうして、南の孤こ島とうを目指す！　全員準備はいいな！」

『『『──応っ！』』』

　ギルド【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーたちがガレオン船の各所に配置に就つく中、俺も自身の役割を行なう。

「ユンお姉ちゃん、お願い！」

「了りよう解かい！　《空間ゾーン・エ付加ンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！　《ゾーン・ライトウェイト》！」

　ミュウやタクたちに三重エンチャントと水上歩行のための軽量化スキルを施ほどこし、準備を整える。

「ここから先は、敵ＭＯＢと遭遇するで！　──全速前進や！」

　そして、ガレオン船は、帆ほに風を受けて一気に藍色の海域に突入する。

　しばらくして、前回と別種の魚型ＭＯＢの群れが襲ってくる。

「ユンくん、こっちに退たい避ひよ！」

「は、はい！」

　ザクロを抱かかえた俺は、マギさんと共に前回と同じように魔ま法ほう使つかいたちの張る防ぼう御ぎよ魔法の内側に退避する。

　前回より出現した魚型ＭＯＢの数が少ないので、十分に甲板上だけでも戦えている。

　シチフクは、速力を上げたガレオン船で魚の群れを斬きり裂さくように船で突つっ切っていく。

「殲せん滅めつのために船の速力落としてエンカウントなんてアホらしいわ！　今日は、全力で逃にげ切ったる！　全員、振ふり落とされんように摑つかまっとれよ！」

「うわっ、揺ゆれる、揺れる！」

　ガレオン船が魚の群れを抜け、それでも船を追い掛けてくる魚たちにミュウたちを初めとする魔法使いが海面に魔法を叩き込み、激しい水柱が上がる。

　激しい操そう舵だと魔法の余波で、俺は手近なものに摑まりながら、絶対に海に落ちないように心に誓ちかう。

　俺がガレオン船の後方を確かく認にんすれば、魚の群れから逃走に成功したためか、魚の影かげが海の底にすっと消えていく。

　そのついでに、【空の目】で他の船の様子を確かめる。

「セイ姉ねぇとミカヅチたちは問題ないのは、流石さすがだな」

　少数精せい鋭えいのミカヅチたちは、【カラクリ魔ま導どう人形】にオールを任せて、戦闘を始めたガレオン船に匹敵する速さで海を突き進む。

　それに乗船規模が小さいために、襲ってくる敵ＭＯＢも少数であり──

「──《アイス・エイジ》！」

　セイ姉ぇが船の後方の海面に薄はく氷ひようを張り、魚の突とつ撃げきを阻はばむ。

　それでも氷を突き破って飛び出してくる敵ＭＯＢは、ミカヅチたち【ヤオヨロズ】の前衛が次々と叩き落としているのが見える。

「……セイ姉ぇなら、海に氷の足場を作って進むこともできたんじゃないかな？」

　ふとそんな考えが頭を過よぎる。

　俺の《ライトウェイト》も水上歩行ができるので、理論上効果を重ね掛けし続ければ、歩き続けられる。

　だが、海上での慣れない戦闘や南の孤島まで徒歩で歩き続けることは現実的ではないな、と頭を横に振る。

　続いて目を向けるのは、ウヅキの背に乗るレティーアたちだ。

　エミリさんの召しよう喚かんした合成ＭＯＢや錬れん金きんＭＯＢに守られて、悠ゆう々ゆうと海を突き進んでいる。

『キュオォォォン！』

　むしろウヅキは、跳とび込んでくる魚型ＭＯＢの動きに合わせて長い首を動かし、吞のみ込んでいく。

　その背に乗るラナー・バグのキサラギは、尻しりから粘ねん着ちやく性のある糸を海に垂らし、敵ＭＯＢを釣つり上げていた。

「おっ、レティーアのナツがこっち見てる。おーい！」

　俺がガレオン船からミルバードのナツに手を振ると、レティーアもこちらに気づき、軽く手を振ってくる。

　どうやらレティーアは、ナツと視覚共有する【調教】スキルを使用して周囲を見張っていたようだ。

　そんな感じで、特に関かかわりの多い知り合いたちは、善戦しているが──

「他の船は、結構苦戦しているなぁ」

　海から次々と敵ＭＯＢが現れ、それの対応に追われて、船の動きが止まるパーティー。

　海に落ちて、そのまま沈しずみ、脱だつ落らくするプレイヤー。

【泳ぎ】センスを持っていても戦闘に夢中になる余り、船から離はなれて、流されていくプレイヤーなど、色々と対策不十分な様子が見える。

　それでも敵ＭＯＢは足場の起点となる船自体には、積極的に攻こう撃げきしないらしく、ポーションやアイテムを多数使って、何とか敵ＭＯＢの襲しゆう撃げきを搔かい潜くぐっていく。

「だけど、アレはダメだなぁ」

　船に積極的に攻撃しないといっても、徐じよ々じよにダメージを蓄ちく積せきし、そして耐たい久きゆう度がなくなり船と共に沈むプレイヤーたちが現れる。

「やっぱり、船の耐久度や対策がないと厳しいか」

　小型船には、船速を上げる工く夫ふうや耐久度を上げるために装そう甲こうでも貼はり付ける必要があるのかもしれない。

　そんな風に周囲を観察しているうちに、海域突入から一時間が経たっており、襲撃回数は６回ほどでその全すべてにガレオン船は逃走という形で戦闘を終え、僅わずかに接せつ触しよくする敵ＭＯＢをミュウやタクたちが効率的に撃げき退たいしていた。

　俺は、定期的にエンチャントを掛け直すだけであった。

　時折、ランダムで発生するイベントとして、海面に浮うかぶアイテムや宝箱をシチフクたちが海に飛び込み、引き上げるなどの出来事もあった。

　その間、追走する他の船は殆ほとんどが沈ちん没ぼつか撤てつ退たいし、残ったのは、シチフクたちのガレオン船やミカヅチたちのロングシップ、レティーアの水すい竜りゆうのウヅキを筆頭に十隻せきにも満たない。

　それから更さらに30分後。ついに──

「見えたぞ！　あのスクショの孤島と思おぼしき島しま影かげが見え始めたぞ！」

　ガレオン船の見張り台にいる観測者が、俺たちの目指す南の孤島を見つけたようだ。

　その声にミュウやタクたちは、船首の方に駆かけ出し、身を乗り出すようにして島影を見ようとする。

「ううっ……見えない！　波で水平線が見づらい！」

「もう少し近づかないとこの高さからじゃ見えないか」

　船の前方から聞こえる声に俺は苦笑いを浮かべながら、その様子を船橋から見守る。

　──ドンッ。

　その時、船底から何かがぶつかるような音が響ひびく。

「うん？　なんだ？」

「なんか、船底に漂流物でもぶつかったんやろか？」

　船に乗るプレイヤーの全員が首を傾げる中──ドン、ドン！　と船底を叩たたく音がして、船が大きく揺れ始める。

「な、なんだ！　おかしいぞ、絶対！」

　俺は、不規則に揺れる船の手て摺すりに摑まり、身構える。

　そして、船の左さ舷げん側の海水が持ち上がり、そこから巨きよ大だいなイカが姿を現す。

「なんだよ、こいつ……」

　見上げる巨大なイカ型のＭＯＢ──クラーケンは、無機質な目でガレオン船を見つめ、無数の触しよく腕わんがガレオン船の側面に張り付き、船に密着する。

　クラーケンの触腕には、ギザギザのノコギリのような歯がついており、吸着すると共に、その歯が食い込み、ギシギシとガレオン船を軋きしませる。

　そんな船に張り付く触腕の先せん端たんを見れば、ヒトデのように先端が割れており、その内側

に爪つめ付きの吸きゆう盤ばんが付いていた。

「なんや！　こんなの初めてや！」

「っ!?　できる限り、俺の後ろに回れ！　──《フォートレス》《ワイド・ガード》！」

　いち早く危機を察知したケイは、水着から瞬しゆん時じに全身鎧よろいと大おお盾たてのフル装備に着き替がえ、マミさんたちの前に立って防御系スキルを使う。

　そして、ケイの背後に速すみやかに退避したのは、マミさんとミニッツの他ほかに近くに居たミュウたちのパーティーだけだった。

　ケイの防御範はん囲いに入れないタクとガンツは、近くのロープを摑み、備える。

　船橋にいる俺や非戦せん闘とう員のマギさんたち、船の速力を維い持じする風魔法使いたちは、護衛の魔法使いの防御魔法によって守られる。

『──クオォォォォォォォォン！』

　海を震ふるわすような鳴き声と共に、クラーケンの触腕が海面から突き出し、船のマストよりも高くに伸のばされる。

　甲かん板ぱんにいるシチフクたち【ＯＳＯ漁業組合】の面々は、伸ばされたクラーケンの触腕を啞あ然ぜんと見上げる。

　そのまま、海面にクラーケンの触腕が激しく叩き付けられ、その衝しよう撃げきが大きな津つ波なみとなり、ガレオン船を襲おそう。

　ガレオン船は大きく揺れ、甲板に横よこ殴なぐりの海水が押し寄せる。

「くっ!?　ミュウ、タク！」

　激しい衝撃にふらつく俺とマギさんは、ザクロの三さん尾びの尻しつ尾ぽによって支えられ、一段高い船橋のところにいたために横殴りの海水に流されることはなかった。

「うぉぉぉぉぉぉっ！」

　甲板を押し流すような海水の衝撃をケイは、一人大盾で防ぎ、後ろに隠かくれるマミさんたちを守っている。

　ロープに摑まるタクとガンツは、なんとか津波に抵てい抗こうするが、海水の衝撃でＨＰがゴリゴリと削けずられていく。

　そして、クラーケンの津波に備えることができなかったシチフクたちは、甲板から押し流されて居なくなっていた。

「シチフク……それにみんなは……」

　甲板の上にあれだけ忙せわしなく行き交かっていた【漁業組合】のメンバーが海水で一気に押し流される。

　こんな逃げ場のない海の上で、クラーケンと対たい峙じしなければいけないことに、絶望感を覚える。

「きっついわぁ！　津波のノックバックで船押し出されるとか、対策ないなら、そのまま詰つみやろ！」

　シチフクの声を聞き、海水で押し流された方向を見ると、シチフクたちが海面から顔を出し、ガレオン船に戻もどってくる。

　津波の一いち撃げきを受けたプレイヤーは、大体ＨＰの２～３割のダメージを負っていた。

「シチフクさん！　ＨＰの回復だよ！──《メガ・ヒール》！」

「結構、派手だけど、ダメージは大きくないみたいね！──《ラウンド・ハイヒール》！」

　ミュウとミニッツは、クラーケンの津波を受けてダメージを負ったプレイヤーのＨＰを回復させていく。

　津波を起こした長い触腕は、再び海の中に隠れ、代わりにガレオン船に張り付く触腕の先端が甲板の上で獲え物ものを狙ねらうようにゆらゆらと揺ゆれている。

「のわぁぁっ！　俺かぁ！　いててててっ！　素す肌はだに刺ささる、マジ痛いてぇ！」

　ちょうど触腕の影かげの下にいたガンツが標的となり、ヒトデのように割れた触腕の先端に捕つかまる。

　海上戦闘に備えて、水着装備を身に着けていたことが仇あだとなり、ガンツの体に捕とらえられた触腕にある爪付きの吸盤が食い込み、スリップダメージを与あたえていく。

「攻撃の準備ができました！　──《エアロ・カノン》！」

「うちらもいけるで──《リトル・トルネード》！」

「ふふふっ、──《フレイム・サークル》！」

　ケイに守られた魔ま法ほう使つかいのマミさん、コハク、リレイが、船体に被ひ害がいが及およばないように、クラーケンの本体に魔法を放つ。

「ぎゃぁぁぁっ！　投げ捨てられるんかぁぁぁっ……」

　その攻撃を受けて、身を捩ねじるように体を動かすクラーケンは、拘こう束そくしていたガンツを遠くに放ほうり投げる。

　格かく闘とう家かのガンツは、空中で姿勢を立て直し、《ライトウェイト》のスキルのお陰かげで海面に着地して、そのままガレオン船に走って戻ってくる。

　その間にもミュウやタクたち前衛がガレオン船に張り付く触腕に攻撃を加えたり、再びプレイヤーを拘束しようとする先端の割れた触腕を回かい避ひするために甲板の上を動き回る。

「ＨＰバーが出現しないぞ！　どうなってる！」

　再び触腕の津波攻撃を防げるように防御寄りの立ち回りをするケイは、どれだけダメージを与えたのかの手て応ごたえのなさに、声を荒あらげる。

「特とく殊しゆ系の戦闘だろ！　時間経過か、一定のダメージを与えると撃退とか！」

　そんなケイに対してタクは、これまでのゲーマーとしての経験則から慌あわてずに、初見のクラーケンに対応しようとする。

　そして、クラーケンの出現を目もく撃げきしたセイ姉ねぇとミカヅチのロングシップや水竜のウヅキ、その他生き残っている船たちは、クラーケンから距きよ離りを取り、ガレオン船を抜ぬかしていく。

「俺は、なにもできないのか……」

　クラーケンと戦闘を繰くり広げるタクたちとは対照的に、津波に晒さらされない船橋で防ぼう御ぎよ魔法の内側に籠こもる俺は、何もできない自分に歯は痒がゆさを覚える。

　クラーケンの触腕が巻き付き、大きく揺れるガレオン船の上では、弓矢の狙いも安定しない。

「ユンくん、今は我が慢まんの時よ」

「マギさん……」

「大だい丈じよう夫ぶ。それに、ユンくんは、ちゃんとエンチャントとかで支し援えんしているわ」

　マギさんは、俺の手にそっと手を重ねて微笑ほほえむ。

　だから俺は、ミュウやタクたちを信じて、見守る。

「他の船に抜かされるのは、なんか面おも白しろくないなぁ……お前ら、クラーケンに反撃して、とっとと抜いた船に追い付くで！」

『『『おうっ！　イカ足刻んで、釣つりの撒まき餌えにしてやるぞぉ！』』』

　海の男のプライドがそうさせるのか、殺意を高める【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーがクラーケンの触腕への攻こう撃げきの激しさを増し、ダメージを重ねていく。

「シチフクたちに負けてらんねぇな！　どんどん攻撃していくぞ！」

「私も、負けないんだから！」

　シチフクに触しよく発はつされ、タクとミュウたちも競きそうようにクラーケンに攻撃を加えていく。

「ね、大丈夫そうでしょ？」

「はい。そうですね」

　激しく甲板を動き回るプレイヤーたちの邪じや魔まをしないのも俺の役割の一つだと納なつ得とくし、見守る。

　そして──

「よし、触腕の一本を切り落としたぞ！」

　ガレオン船に張り付くクラーケンの触腕の一本が千切れ、インベントリにクラーケンのドロップアイテムが入れられる。

　それに合わせて、クラーケンはガレオン船を拘束していた触腕を解き、ずるずると海中に潜もぐっていく。

「撃げき退たいしたか!?」

　誰だれかが希望的なことを口にするが、その直後──クラーケンが吠ほえる。

『──クオォォォォォォォォン！』

　海を震わすような鳴き声と共に、クラーケンの頭部が少しだけ持ち上がり、口のような筒つつの部位が露ろ出しゆつする。

　そして、クラーケンの白っぽい体色が黒に変色し始める。

　そして、クラーケンの口から放水車が放水するように黒い粘ねん性せいの液体が放たれ、甲板上のプレイヤーたちは避よけることができずに、黒い液体に大なり小なり汚よごされていく。

「うわっ!?　なに、これ、黒いし、ベタベタする！」

　それは、今まで安全地帯にいた俺やマギさん、クロードにも掛かかり、べったりと体に付着する。

「きゃっ!?　もう、なにこれ、最悪！　私の白が真っ黒に！」

「ミュウさん、大丈夫ですか？　きゃっ、跳はねて足元が……」

　白を基調とした水着のミュウは、体や水着が黒い墨すみで汚れ、心底嫌いやそうな顔をしている。

　また甲板に溜たまる黒い粘液溜たまりに踏ふみ込めば、跳ねて足元を汚す。

　ただ、黒い粘液で汚れるが、体が弾はじくので纏まとわり付くというより流れ落ちていく。

「クラーケンのイカ墨？　毒は、ないっぽいかな」

　少し口の中に入ったが、毒などの状態異常バツドステータスは受けておらず、誰も不調やダメージを訴うつたえている様子はない。

「ただの、嫌がらせ……はっ！」

　最後の最後で不快感を与えるイカ墨を放ったのか、と訝いぶかしむ俺たちの前でクラーケンは、再び長い触腕を高々と掲かかげる。

「くっ、待機時間デイレイ・タイムが足りない！　──《ワイド・ガード》！」

　ケイが防御範はん囲い拡大のスキルを使い、前面に立つ。

　再び津波攻撃が迫せまる中、俺は遅おくれてあることに気付き、視し認にんできる範囲の全員にエンチャントを施ほどこそうとする。

「──《ゾーン……」

　振ふり下ろされた触しよく腕わんが再び激しい津波を引き起こし、大量の海水が甲板の上を攫さらう。

　そして、甲板の上にいたプレイヤーは、イカ墨と共に再び押し流されるのだった。
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　イカ墨と津波という置き土産みやげを残したクラーケンは、南の孤こ島とうに向かって白い影を海中に映し、海面を泡あわ立だてて泳いでいく。

　俺は、クラーケンがいなくなった後の目の前の状じよう況きように放心する。

　真っ正面から津波を受け止めたケイのＨＰは、７割を失い【気絶４】の状態異常バツドステータスを負って、甲板に倒たおれる。

　ケイに守られていたマミさんとミニッツ、ミュウたちは、津波に流されずに無事であるが、多少のダメージは受けていた。

　タクやガンツ、シチフクたちは、手近な場所に摑つかまって津つ波なみを凌しのごうとしたが、勢いに負けて甲かん板ぱんから押し流されてしまった。

「ミニッツ、みんなの回復！」

「任せて──《メガ・ヒール》《リセット》！」

　マミさんがミニッツに、ケイとミュウたちの回復を指示したところで、俺はハッと正気に戻る。

「誰が流されたか、点呼！　泳げるやつは、船の外に投げ出されたプレイヤーの回収！」

　俺は、ザクロをマギさんに預けて、ガレオン船の船橋から海を覗のぞき込む。

　海面には、津波に流されたプレイヤーたちの半数近くが身動きせずに波間に漂ただよっているのが見えた。

「やっぱり【気絶】の状態異常バツドステータス！　自力で復帰は難しいか！」

　プレイヤーは、一度に一定割合以上のＨＰを失うと【気絶】の状態異常バツドステータスが発生することがある。

　俺は、そんな気絶して沈しずみ始めたプレイヤーを助けるために、ガレオン船から海へと飛び込む。

　沈み始めたプレイヤーを追い掛ける際、水中で無事だったシチフクと目が合う。

【気絶】の状態異常バツドステータスを受けなかったが、津波に流されて残りＨＰが５割を切るほどのダメージを受けたシチフクは、プレイヤーの救助を優先していた。

　水中でプレイヤーを一人ずつ確保した俺とシチフクは、上がるようにハンドサインを出して、互たがいに海面に顔を出す。

「ぷはっ！　ギルドメンバーを回収した！　残りＨＰが半分以下の【気絶】状態だから、回復頼たのむ！」

「分かった！」

　俺は、シチフクから気絶したプレイヤーを引き継つぎ、ガレオン船まで引っ張っていく。

　ガレオン船の甲板では、クロードが指揮を執とっており、俺や流されたが【気絶】を負わなかった【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーが回収したプレイヤーたちを引っ張り上げてくれる。

　また、リーリーが見張り台に上がり、不死鳥のネシアスに指示を出して、プレイヤーが沈んだ場所の上で旋せん回かいしてくれる。

　俺やシチフクたちは、そうした場所に泳ぎ、次々と【気絶】したプレイヤーたちを回収する。

「ユンちゃん。さっきのはどういうことやったん？　一回目は防げたけど、二回目はダメだった。その被害の差は」

　プレイヤーの回収途と中ちゆう、シチフクがクラーケンの津波攻撃の被ひ害がいの差についての疑問を投げかけてきた。

「直前にイカ墨がまき散らされただろ。あれに触ふれたプレイヤーの強化効果が消去されたんだと思う」

　俺が全員に施した各種エンチャントや軽量化の《ライトウェイト》、ケイが発動した防ぼう御ぎよ系スキル、その他、各プレイヤーが使っていた自己強化スキルやポーションなどの消しよう耗もう品の効果が全すべて消された。

　そのために、クラーケンの津波を素すのステータスで受けて被害が大きくなったと思う。

「すまん。俺が気づいた時に、エンチャントを掛け直せればよかった」

「それは仕方があらへん。って、それより、流されたみんなを見つけるで！」

　そう言ったシチフクは、再び海の中に潜り、津波に押し流されたプレイヤーを探す。

【気絶】を受けずに自力でガレオン船に戻もどってきた【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーは、ミュウやミニッツたちから回復を受けた後、他ほかのプレイヤーを探すのを手伝ってくれる。

【気絶】で海に沈んだプレイヤーは、そのまま窒ちつ息そくのスリップダメージでＨＰがゼロになっていたが、甲板に引き上げてから蘇そ生せいされていた。

「いくよ！　──《リヴァイヴ》！」

「はい、次の人！　──《リヴァイヴ》！」

　回復魔ま法ほうを使えるミュウとミニッツは、高レベルになり蘇生スキルを習得したのか、次々とプレイヤーを起こしていく。

　そして、粗あら方かたのプレイヤーを回収し、最後に捜そう索さくしていた俺とシチフクが甲板に上がる。

「ユンちゃん、そろそろ先に進むで」

「はぁ、はぁ……でも、タクがまだいないぞ！」

　点呼した中で唯ゆい一いつ、タクだけを未いまだに見つけることができなかった。

「【気絶】状態で海の中に落ちて時間が経たってる。普ふ通つうにＨＰが尽つきて、死に戻りしているはずや」

　シチフクに諭さとされる俺だが、それならそれで死に戻りしたことを伝えるフレンド通信くらいはあると思う。

「次のウェーブの時間も迫っとる。俺らはクラーケンのイカ墨で【ナイトヴィジョン・クリーム】と【ブリージング・ポーション】の効果が消えてしもうたし、手持ちは、あらへんから探たん索さくは厳しいで」

　現状、タクが見つからないとなると、見通しの悪い深い場所に沈んだ可能性がある。

　そして、【ナイトヴィジョン・クリーム】で暗視を付ふ与よできないシチフクたちでは、これ以上の捜索は難しく、【ブリージング・ポーション】も試作品のために多くは作っていない。

　そろそろ捜索打ち切りのタイミングである。

「……わかった」

「理解してくれたんやな」

「ああ、俺はタクを見つけて追い付くから、みんな先に進んでいいよ！」

　俺は、そう言って、甲板から海面に飛び込む。

「悪いな！　やっぱり、探すのを諦あきらめるのは性しように合わない。徹てつ底てい的に探すわ」

　俺の行動にシチフクたちが驚おどろく中、ザクロを預けたマギさんは、船の手て摺すりから身を乗り出してこちらに声を掛けてくる。

「それじゃあ、ザクロは預かっておくから！　ユンくんは、タクくんと追い付くのよ！」

「はい！　ザクロをお願いします！」

　俺とマギさんのやり取りに、俺の決意が変わらないと見たシチフクは、溜ため息いきを吐はき出し、前進の合図を出す。

　ゆっくりと帆ほが風を受けて進むガレオン船を見送った俺は、手持ちの数少ない【ブリージング・ポーション】を飲んで、水中での活動時間を延ばす。

　俺は、【空の目】の暗視能力を頼たよりに、暗い海底へと潜っていく。

（タクは、どこだ！　どこに落ちた!?）

　流されて【気絶】したプレイヤーの中には、時間経過による状態異常バツドステータスが解除され、自力で復帰した者もいる。

　タクは一応、廃はい人じんクラスのプレイヤーだ。

　なので【気絶】のまま水中で窒息してＨＰがゼロになっても高品質な【蘇生薬】を持っているので自力で復活することが可能だ。

　それなのに、時間が経っても姿を現さず、死に戻りしたというフレンド通信もないところを見ると、まだこの海にいるように感じる。

　そして俺は、全力で探していくと、【看破】のセンスに反応がある。

（タクだ！）

　海の底で、巨きよ大だいなシャコ貝に片足を挟はさまれたタクを見つけた。

　ガッシリと足を挟まれており、その所為せいで海面に上がれなかったようだ。

　タクは、両手の二本の長ちよう剣けんでシャコ貝の貝かい殻がらをこじ開けようとするが、上手うまく隙すき間まに長剣を差し込むことができずにダメージを与あたえられていない。

　そんな状況で、巨大シャコ貝に挟まれた足への圧あつ迫ぱくと窒息のスリップダメージを受けたタクは、俺の目の前でＨＰがゼロになる。

　自身で蘇生薬を使ったタクは、再びＨＰを回復して巨大シャコ貝に抵てい抗こうする。

（タクは何度、蘇生薬を使ったんだろう……）

　俺は、内心そう呟つぶやきながら、必死に生き抜ぬこうとするタクに近づき、軽く肩かたを叩たたく。

　俺に任せろ、と身み振ぶりで伝えた後、インベントリから抜き身の解体包丁・蒼そう舞ぶを取り出し、シャコ貝の隙間に差し込む。

　スッと中の貝柱を断ち切ると、シャコ貝が開き、タクの片足が解放される。

　俺は、タクと共に海面に浮ふ上じようし、大きく息を吸い込む。

「ぷはっ！　はぁはぁ……ユン、助かった。本当に死ぬかと思った。まぁ、５回ほど蘇生薬使ったけど」

「はぁはぁ……無事で良かった」

　俺は、インベントリからシチフクから貰もらった海うみ釣づり用のボートを取り出し、その上にタクと共によじ登る。

「そうだ……シチフクのガレオン船は？」

「あそこだ」

　落ち着いたタクは、辺りを見回してガレオン船を探すので、俺は南の方向を指差す。

　薄うつすらと霞かすむ南の孤島とそちらに向かうガレオン船の後ろ姿が見えた。

「ギリギリまでタクを捜索してくれたけど、タクの沈んだ深さは、【暗視】がないと探すのが難しいからな。俺だけ残って、みんなには先に行ってもらったんだ」

「そうか。みんなに迷めい惑わくを掛かけちまったかな」

　タクは、困ったように笑い、ボートの上で脱だつ力りよくする。

「津波に流されて【気絶】して、沈んだところにいた巨大貝に足を挟まれて身動きが取れないなんて、運が悪いよなぁ」

　自じ嘲ちよう気味に笑うタクに、俺は真しん剣けんな表情で謝る。

「クラーケンのイカ墨すみで俺のエンチャントや《ライトウェイト》の効果が消された。俺がその後にちゃんとエンチャントを掛け直していれば、津波の被害が大きくなることはなかった。だから──ごめん」

　そう言って、俺が頭を下げると、タクは、右手を突つき出し──パチンッ！　と額に衝しよう撃げきが走る。

「痛っ!?　な、なんだ！」

　俺が額を抑おさえて顔を上げると、タクが突き出した右手の中指を弾はじき、デコピンをしていた。

　タクは、ＡＴＫのステータスが高いために、素手にダメージ判定が発生する【格かく闘とう】系センスがなくても、地味に痛い。

「初見の敵なんだ。立ち回りを失敗したからって、ユンの所為じゃねぇよ」

「だからって、デコピンするか！　地味に痛いんだぞ！」

　タクの言いたいことは分かった。だが、デコピンをやられたことには不満があり、タクに詰つめ寄る。

「うわっ、狭せまいボートで暴れるな！　つか、揺ゆれる！」

　俺に詰め寄られたタクは、仰のけ反り、距きよ離りを取ろうとする。

　俺は、そのままタクにのし掛かるようにしてマウントを取ろうとするが、ステータス差から易やす々やすとタクに両りよう腕うでを摑つかまれ、押さえ込まれてしまう。

「分かったから、暴れるな！」

「くっ、この非力な体が憎にくい！」

「今度なんかで埋うめ合わせするから落ち着け。それよりどうやったら、シチフクたちに追いつけるか考えねぇか？」

　俺は、若じやつ干かん悔くやしさから涙なみだ目めになるが、タクは疲つかれたようにそう提案してくる。

「そんなの、とりあえず漕こぐしかないだろ」

「……だよなぁ。はぁ」

　ダルいなぁ、とでも言いたそうにタクがボートに付いたオールで船を漕ぎ始める。

　海域突とつ破ぱに失敗して沈しずんだり、撤てつ退たいしていったプレイヤーたちが使っていた小型船よりも更さらに小さいボートであるために不安がある。

　そして、その不安が即そく座ざに現実に変わる。

「タク、もっと船の速度を上げろ！」

「そんなこと言ったって、このボートじゃ無理だろ！」

　海域での敵の出現ウェーブが発生し、それから逃にげるためにタクは、オールを全力で漕ぐ。

　俺とタクという少人数のために出現する敵ＭＯＢの脅きよう威い度も相応に低いがそれでも次々とボートを襲おそってくる。

「くそっ！　──《ゾーン・ボム》！　【ボム】！」

　俺は、海面から飛び出す敵ＭＯＢを視し認にんし、複数を同時爆ばく破はする。

　また、【ボム】のマジックジェムを海に撒まき、海中で起動し、衝撃で水柱が上がる。

　だが、俺の攻こう撃げきの合間を搔かい潜くぐり、敵ＭＯＢがボートに襲い掛かってくる。

「うわっ！　ボートに穴が空いた！　海水が入ってくる！」

「ユン、どうするんだよ！」

　タクも途中でオールを漕ぐのを止やめて、襲ってくる敵ＭＯＢを長剣で切り裂さき、反撃する。

　だが、それで浸しん水すいが止まるわけでもなく、ボートの後方に空いた小さな穴から徐じよ々じよに海水が入り込み、船が沈み始める。

「とりあえず、今回は、追い返した。俺は、オール漕ぎに戻もどるけど、ユンは、海水を搔き出してくれ」

「ううっ……本当に、シチフクたちに追いつけるのかなぁ」

　俺は、不安に思いながら、インベントリからミスリル製バケツを取り出し、入り込む海水をバケツで汲くみ出すがそれだけでは手が足りない。

「こういう時は──《召しよう喚かん》！」

　俺は、【アクアジェルの核かく石いし】を３つ取り出し、ボートの中に召喚する。

「海水を吸って船の外に吐き出してくれ！」

　俺が指示を出すと、合成ＭＯＢである水属性のアクアジェルたちは、海水を吸い上げ、放物線を描えがくように海水を船外に排はい出しゆつして、なんとか浸水と均きん衡こうを保つ。

「ユン。そのスライムって……」

「合成ＭＯＢのアクアジェル。何かに使えると思って、持ってきてたんだ。よし、今のうちに穴を塞ふさぐか」

【アトリエール】の薬草畑では、同種の合成ＭＯＢがキョウコさんの指示で畑に水を撒いているのを思い出し、排水に活かつ躍やくしてもらっている。

　だが、遅ち々ちとしてシチフクたちに追い付けず、再び敵ＭＯＢの襲しゆう撃げきを受ける。

「今度の敵は──ハンマー・シュリンプが来たぞ！」

　海底からこちらに向かって、尻しつ尾ぽを煽あおるように泳いでくるシャコ型のＭＯＢだ。

　そして、そのＭＯＢがボートの後方まで泳いできた時、スコン、という軽い音と共に、ボートの後方を大きく打ち抜かれ、更に海水が入り込んでくる。

「うわっ!?　排水、排水！」

「ユン、排水より塞ぐ方が先だ！」

「なら、これで──よし。塞げた」

　俺は、手元にあるミスリル製バケツを打ち抜かれた穴に押し込む。

　バケツは、筒つつ状じようで底から口の部分に掛けて広くなっているので、途と中ちゆうでピッタリと嵌はまるところがあり、浸水が止まる。

「ふぅ、早く排水を続け……ないと……」

　浸水の勢いが収まり、一息吐ついたと思ったところで、コッ、コッと鈍にぶい音が響ひびく。

　俺とタクは、ギョッとした目でミスリル製バケツを見ると、外側からハンマー・シュリンプがバケツの底を叩き、少しずつ歪ゆがめている。

「ユン、破られるぞ！　なんとかしろ！」

「なんとかって、無理だって！　それよりタクは、早くボート漕いで逃げろ！」

　必死に浸水と敵ＭＯＢの脅威から逃のがれようとする俺とタクだが、それも何度目かの攻撃でミスリル製バケツの底が破られ、再び浸水が始まる。

「うぉぉっ！　また浸水してきた！　ユン、また何か詰めて塞げ！」

「詰めて塞げって言われても、詰めるものなんて無いぞ！」

　俺とタクは、浸水する後方から逃げるように前方に移動し、もう沈むのを待つだけかと思った。

　だが、召喚したアクアジェルたちが底空きバケツの中にグイグイと入り込み、みっちりと中に詰まって浸水を食い止めてくれる。

「ほっ、なんとかなった……」

「ああ、ホント、綱つな渡わたりばっかりだな」

　俺とタクは、浸水しかけてやや後方に傾かたむくボートの上で脱力する。

　このままでは、シチフクたちのガレオン船に追い付くなんてできないよなぁ、などと思い始めていると、タクが気付く。

「おい、ユン。なんか、ボート動いてないか？」

「動いてるって、海流にでも流されてるのか？」

「いや、ゆっくりとだけど、前に進んでる」

　タクの言葉に、なんでだ？　と辺りを確かめて、進んでいる理由に気付く。

「あっ、アクアジェルたちが、水を吐はき出してるんだ」

　体を張って、底空きバケツの浸水箇か所しよを塞ぐアクアジェルたちは、そこかしこから入り込む海水を体内に吸い込み、底空きバケツから船外に放水していた。

　底空きバケツがノズルの代わりとなってアクアジェルの放水を一方向に揃そろえて、噴ふん射しや水流の反作用でボートが進んでいるようだ。

「……ユン。これ、使えないか？」

「ちょっと待ってくれ……いけるかも」

　ミカヅチたちが【カラクリ魔ま導どう人形】を動力にしたように、アクアジェルの放水も動力にできるなら、可能性はある。

「なら、ただの排水や撒さん水すいのための放水じゃなくて──全力で水を吐き出せ！」

　俺が指示を出した瞬しゆん間かん、アクアジェルたちは、ブルッと体を震ふるわせ、勢いよく底空きバケツの中から外に向かって水を吐き出し始める。

　激しい放水の勢いが海面に白い気き泡ほうを上げ、勢いよくボートが進み始める。

　その反動でボートの後方に倒たおれそうになる俺をタクが咄とつ嗟さに手を摑み、引き寄せる。

「うわっ！」

「ユン、大だい丈じよう夫ぶか？」

　ボートは、先せん端たんをやや上向きにして走り始める。

　だが、ガレオン船に追い付くにはまだ速度が足りない。

「ユン、もっと加速だ！」

　タクの言葉に、俺は迷う。

「……ダメだ。これ以上速くすると制せい御ぎよできない」

　俺は、ボートに摑まりながら、そう答える。

　アクアジェルの放水の勢いを増す方法はある。

　だが、今以上に加速したら、あらぬ方向に暴走する可能性があることを告げると──

「なら、俺に任せろ」

「タク、何をするんだ？」

「操作するんだよ。ユンは、前の方に行け」

　タクは、ボートのオールを引き抜ぬき、それを使って舵かじ取とりする気だ。

「さぁ、行くぞ！　ユンはしっかり摑まれよ！」

　どうあってもタクは、シチフクたちに追い付きたいらしく、俺は諦あきらめる。

「全く……なら、操縦頼たのむぞ！　《ゾーン・エンチャント》──インテリジェンス！」

　バケツの中のアクアジェルたちのＩＮＴステータスをエンチャントで上じよう昇しようさせる。

　その瞬間、更にボートが一段加速して、激しい水みず飛沫しぶきを上げ始める。

「追い付いて合流するだけじゃない！　このままシチフクたちを追い抜いて、ボートで南の孤こ島とうに一番乗りだ！」

　そしたら、驚おどろくだろうな、とタクは、押し殺したような笑いを浮うかべる。

　俺は、振ふり落とされないようにボートに摑まり、真まっ直すぐにシチフクたちのガレオン船に目を向ける。







　　　四章　南の孤島と海かい賊ぞく掃そう討とう







　タクと共に、スライム式ウォータージェットエンジンモドキ──長いからエンジンモドキを搭とう載さいしたボートは、南の孤島を目指す。

　シチフクたちのガレオン船を追い掛かける中、俺たちは予想しなかった光景を目にする。

「あんな船、あったか？」

　俺とタクが先行するプレイヤーの船を追い掛け、濃こい藍あい色いろの海域を抜けた直後、見知らぬ大小の船が混じっているのが見えた。

　その船のどれもが帆ほや船せん尾びにドクロマークを掲かかげていた。

　俺たちは、アクアジェルの放水を弱めて、現れた大小の船団から離はなれた位置から様子を観察する。

「おっ？　なんだ、海賊船か？　面おも白しろそうな状じよう況きようになってるな」

　ボートを操そう舵だしているタクがニヤリと不敵な笑えみを浮かべると、メニューにインフォメーションが届く。





　──【クエスト：海賊の掃そう討とう作戦１／３】──

　孤島上陸のために海賊の海上戦力を撃げき滅めつせよ──０／10






　クエストのインフォメーションが届いた直後にプレイヤーとＮノン・プレＰイヤー・キＣヤラクターの双そう方ほうの船団が魔ま法ほうや砲ほう撃げきによる交戦を始めた。

「おおっ！　始まった！」

「うわっ、海賊の船に大砲とかあるぞ！」

　大型の海賊船は、船の側面から大砲による砲撃をしながら接近していく。

　俺とタクのようなボートが砲撃を受ければ、即そく撃げき沈ちんとなりそうな攻こう撃げきにプレイヤー側は、スキルや魔法で防ぼう御ぎよや回かい避ひを行ない、反撃として海賊船に魔法を放ち、応戦している。

　そして、互たがいの船がある程度近づいたら、砲撃を止めて、海賊ＮＰＣがプレイヤーの船に乗り込んでいく。

「出現してる海賊船は──12隻せき、いや、今、１隻海岸から出たから13隻。全部を倒す必要はないな」

「それにもうカウントが始まってるから、ここにいるプレイヤーと戦果を共有してるみたい。あっ、また増えた」

　海賊船のうち海賊ＮＰＣを倒して無力化、もしくは沈しずめた結果、クエストのカウントが０から１に増えた。

　そして、それらを無視して、海岸への上陸を試みたプレイヤーの船があるが──

『うてぇぇぇっ！』

　眼帯に黒い海賊帽ぼうを被かぶった船長らしき隻せき眼がんの海賊ＮＰＣが湾わん曲きよく刀とうを掲げて、指示を出す。

　それに合わせて砂すな浜はまに並ぶ海賊ＮＰＣたちが次々と矢を放ち、逃にげ場の少ない船上のプレイヤーに矢が突つき刺ささり、一人が倒れ伏ふす。

「おおっ!?　弓矢が活躍している！　いいぞ！　もっと、やれ！」

「おい、ユン。お前どっちの味方だよ」

　俺が海賊ＮＰＣたちの活躍に歓かん声せいを上げると、タクからジト目で見られる。

「だってなぁ。不ふ遇ぐうとかゴミセンスって言われてた武器が活躍するのを見ると、嬉うれしいじゃん」

「まぁ、ユンは、【弓】センスに愛着があるよな」

　タクは生暖かい目で俺を見てくるが、俺はそれを無視して、海賊たちの使う弓を観察する。

　種類は、機械弓に分類されるクロスボウを使っているようだ。

　だが、なにより特とく徴ちよう的なのは、矢の補ほ充じゆう状況だ。

　プレイヤーは、矢自体に自動帰き還かん効果が付くように作成したり、インベントリから矢を補充しないといけない。

　だが海賊ＮＰＣは、補充という概がい念ねんなく無限ともいえる矢を放つことができるようだ。

「ほんと、こうしてみると、弓矢って厄やつ介かいだなぁ。数を揃えれば、回避の難しい面攻こう撃げきになるし、スキルじゃないから攻撃間かん隔かくが短い」

「それにタダでさえ、短い攻撃間隔で交こう互ごに撃うつから更さらに隙すきがないよな」

　二段に分かれた海賊ＮＰＣの弓兵部隊は、クロスボウという武器攻撃力依い存そんの装備と相まって、高くはないが安定したダメージをプレイヤーに与あたえてくる。

　一人、また一人と矢の雨を受けてプレイヤーが船の中に倒れていく。

　クエストの順番を守らないと上陸できないと感じたプレイヤーたちは、蘇そ生せい薬で復活した後、ハリネズミ状態の小こ舟ぶねで沖おきの方へと引き返していく。

「さて、観察もこれくらいで、俺たちはどうするか……」

「どうするって、ミュウたちと合流するためにガレオン船に接近したいけど……」

　そっとシチフクたちのガレオン船に目を向けると、船の左右を大型の海賊船に挟はさまれ、海賊が乗り込んでいるので、合流が難しい。

　他ほかには、ミカヅチたちのロングシップは、細長い船の高速性を利用して、砲撃される前に海賊船に一気に接近して、セイ姉ねぇが氷の足場を生み出して、相手の船に攻せめ込んでいる。

　レティーアたちは、ウヅキを筆頭に多種多様な水すい棲せいＭＯＢの力を借りて、海中から船を攻撃して船の底に穴を開けて、沈めに掛かっているようだ。

「さて、ユン。行くか」

「行くってどこへだよ！」

「そりゃ決まってる！　俺たちも海賊船への攻撃に参加するぞ！　ここでグダグダしてるくらいなら、できる範はん囲いで海賊船を沈めるぞ！」

　合成ＭＯＢは、使し役えきＭＯＢと違ちがい、誰だれでも使えるのでタクにも命令権を与えられる。

　そのタクが、バケツ内のアクアジェルたちに進めと指示を出すと、再び激しく水を吐き出し、船が勢いよく前進する。

「おい、いきなりだな！　俺とタクの二人で海賊船を沈められるのか？」

「俺一人だけだと難しいけど、ユンが手伝ってくれるならいけるだろ！　だから、色々とサポートを頼むぞ！」

　そう言って、いい笑みを浮かべて頼たよられてしまっては仕方がない。

「それで、具体的にどうするんだよ！」

　あの大砲を搭載した海賊船に正せい攻こう法ほうで挑いどむ気は、全くない。

「そこは、ユンに任せる！」

「なんだよ。そこは俺任せかよ、って、うわっ！」

　タクが慌あわててボートを右に回避させると、直後に大砲の砲ほう弾だんが真横に落ちてくる。

　もしもタクが咄嗟に回避できなかったら、ボートが真っ二つになっていたと思う。

「全く……やればいいんだろ！　やれば！　全力でこの場を引っかき回してやる！」

「くくくっ、その意気だ！　次来るぞ！」

　俺が、体を屈かがめて衝しよう撃げきに備える中、タクは次々と舵を切って砲弾を避よける。

　どうやら、俺たちのボートも大砲の射程に入ったのか、引っ切りなしに砲弾が飛んでくる。

　だが──

「邪じや魔まだ！　──《ゾーン・ボム》！」

　砲弾発射の瞬間に合わせ、視し認にんする範囲の大砲に【空の目】のターゲティング能力とボムの魔法を組み合わせた座標爆ばく破はを仕し掛かける。

　それによって、発射直前の大砲が内部から爆発し、砲ほう塔とうが花のように外側に広がって裂さけ、大砲を無効化する。

「もう一発。──《ゾーン・ボム》！」

　再び残った大砲に向かって、同じように座標爆破していく。

　これで、俺たちのボートを狙ねらう海賊船の大砲を破は壊かいした。

「よし、これで俺が突とつ撃げきしても問題ないな。ユン、支し援えん頼たのむ！」

「なら、行ってこい。《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！　《ライトウェイト》！」

　アクアジェルに指示を出してボートを止めたタクは、二本の長ちよう剣けんを引き抜ぬく。

　俺は、タクに可能な限りの支援スキルを掛けて、背中を叩たたいて送り出す。

　その直後、ボートより飛び出したタクは、海賊船に向かって水上を駆かけ出していく。

　俺は、海上で止まったボートの上に立ち、愛用の【黒くろ乙おと女めの長なが弓ゆみ】を取り出す。

「さて俺は、タクに可能な限りのサポートをしますか」

　俺はそう呟つぶやき、弓を構えて、矢を番つがえる。

「──《連れん射しや弓きゆう・二に式しき》」

　ギリギリと狙いを定め、ふっと短い息と共に矢を放つ。

　ほぼ同時に放たれた二本の矢が空中を駆け、小枝を折るような軽い音が響ひびき、海賊ＮＰＣの放った矢が折れて海面に落ちてくる。

　そして、俺が放った二本の矢は、タクを追い越こし、甲かん板ぱんにいる海賊ＮＰＣの肩かたに突き刺さる。

　タクは、俺が何をしたのか気づき、一いつ瞬しゆんだけ後ろを振ふり向き、右みぎ腕うでを上げる。

「さて、また打ち落とさないとな」

　俺は、タクを狙う固定式の機械弓を操あやつる海賊ＮＰＣからの矢を空中で打ち落とし、そのままの勢いでその海賊ＮＰＣを射い貫ぬいた。

　タクなら反射的に矢を切り払はらって進みそうだと思ったが、それだと俺のやることが無くなるので、可能な限り俺もできることをしていく。

　そして、タクが海賊船に辿たどり着き、縄なわばしごで甲板に登り、海賊ＮＰＣたちと大立ち回りを始める。

　そんな海賊ＮＰＣが壁かべのようにタクを取り囲むので、タクの姿が見えなくなる。

　逆にタクを包囲するために俺に背を向ける海賊ＮＰＣを矢で射貫いていくと、段々と罪悪感のようなものに襲おそわれていく。

「なんか、悪いことしているような気がしてきた。それにしても、暇ひまだなぁ」

　タクが攻め込んだ海賊船は、海賊ＮＰＣがあらかた片付いて、クエストのカウントが一つ増えて、無力化判定を貰もらう。

　そして、しばらくしてタクが海上を走って戻もどってくる。

「タク、ちょっと遅おそかったな」

「船内に残されたアイテム回収してた。海かい賊ぞくＮＰＣを倒たおしてもドロップアイテムないからこういうところで手に入れないとな。あっ、もちろんユンと後で山分けするつもりだぞ！」

　嬉しそうに報告してくるタクを俺がジッと見つめていると、タクは言い訳するように慌てて言葉を足す。

　俺は、別に気にしてないのに、と苦笑いを浮うかべる。

「ユンが欲ほしいと思って、ユンが壊こわしたのと反対側の大砲や甲板に固定されてた機械弓も回収してきたぞ」

「タク、ありがとう！　よし、早く確認するために、海賊退治をドンドンやるぞ！」

　一気にやる気を出す俺に、タクが現金なやつ、という視線を向けてくるが、すぐにタクも海賊退治に意識を切り替かえる。

　クエストのカウントは現在──７／10である。

　もうじき、クエストが次の段階に進むだろうからその前に、もう１隻くらい海賊船からアイテムを回収したい。

　そんな打算的な考えで強く結びついた俺とタクは、ボートを走らせて、次の海賊船を目指す。

　そして、俺とタクは、先さき程ほどと同様の攻め方で海賊船を攻こう略りやくした。

　今回は、海賊ＮＰＣが掃そう討とうされた海賊船に乗せてもらい内部のアイテム回収を手伝う。

「おっ、ここに【看破】のセンスが反応する」

「あー、マジか。さっきの海賊船でそこを調べてなかったから見落としたかもな」

　操そう舵だ室の壁の一部を叩くとズレて、その中から三本の紙束を見つけることができた。

「なんだ？　これは、地図か？」

　俺は、紙束の一つを広げて、そう呟く。

　地図の縮尺は不明だが、地図の中には赤いバッテン印と『98』の数字。そして、地図の端はしには、青いマーカーが申し訳程度に灯ともっている。

　そして、アイテム名には──【海賊王の宝の地図】と書かれていた。

「へぇ、宝の地図か。ってことは、ここの海賊たちは、海賊王ってやつの宝を探しに来たのか？」

「そうかも。なんか、上陸後も楽しめそうだな」

　戦せん闘とうよりもこうした探たん索さく系の方が俺は楽しめそうだ、と期待しているところに、再びインフォメーションが届く。





　──【クエスト：海賊の掃討作戦２／３】─

　海岸に展開している海賊の防衛線を突とつ破ぱして、上陸せよ──０／１






「おっ、クエストが進んだみたいだな。ユン、行くぞ！」

「分かった」

　俺は、手に入れた宝の地図をインベントリに回収して、海賊船の甲板に出る。

　そこからはまだ残っていた海賊船が海岸の方へと逃にげていくのが見え、隻せき眼がんの海賊が張り上げる声が響いてくる。

『絶対に、海賊王の秘宝は俺のものだ！　どこの馬の骨ともしれない奴やつに横取りされてたまるか！　うて、うてぇっ！』

　彼は海岸に並ぶ海賊の弓兵たちに指示を出すが、仲間の海賊船が次々と無力化されるのを見て動どう揺ようしているのか、弓兵の射撃精度は一気に落ち込む。

　またクエストの進行に合わせて、孤こ島とうに上陸するために、プレイヤーの船が少しずつ海岸に向けて動き出す。

「ユン、俺たちも追い掛かけるぞ！　一番乗りは、俺たちだ！」

　そう言ってタクは、海賊船の甲板から飛び降り、下に着けたボートに乗り込み、俺にも早く降りてくるように告げてくる。

「──《キネシス》！　って、うわっ！」

　俺は、念動スキルで落下の衝撃を抑おさえながらボートに着地するが、不安定に揺ゆれて、ボートの縁へりに摑つかまる。

　そして──

「全速力で追い掛けるぞ──進め！」

　タクがボートのアクアジェルに指示を出し、勢いよくボートが走り出す。

「ぐっ、もう急発進は少し慣れたけど、やっぱりちょっと怖こわい！」

　そして、ぐんぐんと他の船との距きよ離りを縮め、あれだけ離はなれていたシチフクたちのガレオン船がもう間近である。




　　　　●




　俺とタクを乗せるボートが猛もうスピードで海岸に向かう中、先行していたプレイヤーたちが気づき、振り返る。

「お前ら、お先に！」

　俺たちのボートが真横を駆け抜ける際、小型船に乗るプレイヤーたちに激しく水みず飛沫しぶきが掛かる。

「ご、ごめんなさい！」

　俺は、水を掛けられたプレイヤーたちに振り返り、頭を下げて謝るが、既すでに距離が離れており、聞こえたかどうか分からない。

「あはははっ、気持ちいいなぁ！　悠ゆう々ゆうと追い抜くのは！　このまま一番に上陸だ！」

「タク、そんなに一番に拘こだわる必要あるのか!?」

「ないな！　けど、なれるなら目指して競走するのが楽しいだろ！　よっと──」

「この廃はい人じんがっ、って、わきゃっ!?」

　波に乗り上げて揺れるボートに俺は、必死に摑まり、振り落とされないように耐たえる。

　クエストにより海賊船の多くを無力化したが、まだ残っている大型の海賊船が海岸に撤てつ退たいしつつ、大たい砲ほうを撃うってくる。

　タクは、巧たくみなボートの操舵で攻こう撃げきを避け、水柱の間を縫ぬうようにジグザグに進んでいく。

「段々、このボートの癖くせに慣れてきた！　レースゲームのピーキーな機体を操るよりもまだ慣性の動きが素す直なおだぜ！」

「だからって！　むちゃくちゃ！　落ちる、落ちるって！」

　俺が悲鳴を上げる中、海賊船に近づいたことで大砲の砲ほう撃げきが止やみ、先行する船を追い抜くために突つき進む。

「ユンさんたちです、やっほー！」

「にゃっ!?　凄すごいものに乗っているね！」

「ユンくんったら、いつそんなの開発したのよ」

「レティーアにベル、エミリさん！　これは、その偶ぐう然ぜんの産物で、後で説明をするよぉぉっ!?」

　水すい竜りゆうのウヅキに追い付き、レティーアたちと短い言葉を交かわすが、ボートの速さと激しさで俺の声が悲鳴混じりになる。

　レティーアたちを追い抜き、次にシチフクたちのガレオン船を目の前に捉とらえる。

「おーい！　追い付いたぞ！」

「あっ、ユンお姉ねえちゃん、タクさん。追い付いてたんだ！」

　猛もう烈れつな勢いで追い掛けてくるボートにミュウが気付き、船ふな縁べりから後方の俺たちを確かめてくる。

　それに釣つられてマギさんや船に乗る仲間たちが集まり、並んだボートに向かって手を振ってくる。

「ユンくん、おかえり！　預かっていたザクロに何度か守ってもらったわ！　預けてくれて、ありがとう！」

『きゅっ！』

　マギさんの腕うでの中にいるザクロは、守ったことを誇ほこるように自信に満ちた鳴き声を上げる。

「マギさん、ありがとうございます！　もうちょっとだけザクロを預かっていてください！　それとザクロは、マギさんたちを守ってくれてありがとう！」

　俺がガレオン船に向かって声を張り上げる。

「それと、タクが海賊船から回収した大砲とか機械弓があるみたいなんで！　あとで一いつ緒しよに色々調べましょう！」

「わぁ！　嬉うれしいわ！　リーリーもずっと気になってたみたい！」

　そして、並んでいたボートがガレオン船を追い越し始める。

「それじゃあ、シチフク！　俺とユンは、先に孤島に上陸するわ！」

「なにを!?　魔ま法ほう使つかいは、もっと追い風吹ふかすんや！　負けるんやないで！」

　シチフクが船の操縦班に檄げきを飛ばす一方、ミュウは羨うらやましそうに声を上げる。

「いいなぁ！　ユンお姉ちゃん、そんな面おも白しろそうな船を用意して！」

「悪い！　けど偶然の産物だから！　後で貸してやるから！」

「ホント！　絶対だからね！」

　そして、俺とタクは、ガレオン船を追い越こし、現在トップを走るギルド【ヤオヨロズ】のロングシップに迫せまる。

「ほぅ、タクは脱だつ落らく、ユンの嬢じようちゃんはタクの捜そう索さくでガレオン船から降りたって聞いてたが、まさか追い付いてきやがったか」

　ロングシップの船首に立つミカヅチは、チラリと追つい随ずいする俺たちのボートを一いち瞥べつすると、再び前方に視線を向け、海岸から放たれた矢を六ろつ角かく棍こんを振ふるって打ち払はらっていく。

　そんなミカヅチが防ぎ切れない矢をセイ姉ねぇが魔法で打ち落とすことでカバーし、真まっ直すぐに海岸目掛けて突き進んでいく。

「あぁぁぁっ！　わひゃっ!?　タク、操舵が荒あらい、もっと丁てい寧ねいに！　安全運転！」

「そう言ったって、な！」

「ひゃぁぁつ！」

　アクアジェルの放水の反動で爆ばく走そうするボートに乗る俺たちは、ミカヅチのように矢を打ち払う余よ裕ゆうがない。

　タクが操あやつるボートを蛇だ行こうさせ、矢を回かい避ひしているために、俺は振り回され、ミカヅチたちのロングシップとの距離が縮まらない。

「こうなったら、最後の追い抜ぬきに賭かける！」

「タ、タク、なにするんだ！」

「こうするんだ！」

　そう言って、ミカヅチたちのロングシップの後ろにボートがピッタリと張り付く。

「うぉぉっ、距離が近いって、危ない、衝しよう突とつする！」

「タクの奴、私たちを盾たてにしようってのか……、まぁいいさ！　このまま逃げ切ってやる！」

　ミカヅチたちのロングシップの後ろに付き、放たれる矢を極力、ミカヅチたちに処理させつつ、ラストで追い抜くことを画策しているようだ。

　ミカヅチたちのロングシップが速度を落とすか、俺たちのボートが速度を上げるかすると、事故を起こしそうな距離に冷や冷やしつつ、顔に掛かる水飛沫を手で拭ぬぐう。

　タクは、上陸の一いつ瞬しゆんで勝負を決めようと考えていたが──





　──【クエスト：海かい賊ぞくの掃討作戦３／３】

　孤島に上陸しているボスの【隻眼の海賊・ジャック】を撃げき破はせよ──０／１






　海岸も目前のところでメニューが立ち上がり、クエストが進行する。

「防衛線の突破ラインは、砂すな浜はまじゃなくてその手前の海岸だったのか！」

「えっと……つまり、ミカヅチたちが一番乗り？」

「そういうことだ。悪いな」

　ニヤリとした笑えみを浮うかべて振り返るミカヅチに、タクは悔くやしそうな表情を浮かべる。

　そして、クエストが進行したためか、いつの間にか砂浜から矢が放たれなくなったことに気付く。

『孤島に隠かくされた海賊王の宝は、俺様の物だ！　後から来た分際で邪じや魔ましやがって！　島から叩たたき出せ！』

　隻眼の海賊がよく響ひびく声で号令を下し、砂浜に展開していた海賊ＮＰＣの弓兵部隊がクロスボウを放し、腰こしの湾わん曲きよく刀とうを引き抜き、白兵戦の構えを取る。

「まだだ。まだ海賊の討とう伐ばつがある！　このまま行くぞ！」

「ええっ!?　行くってなんで!?」

　タクは、ボートを横に動かし、ミカヅチたちのロングシップと並ぶ。

「このままボートで船長の居場所まで突き進む！　泥どろ沼ぬまで道を作ってくれ！」

　タクが指差す先には、船長ＮＰＣがおり、憎にく々にくしげに砂浜に上陸しようとするプレイヤーたちを隻せき眼がんで睨にらみ付けている。

　隣となりを走るミカヅチたちが砂浜に上陸するためにロングシップを減速させる中、俺たちのボートは加速する。

「道を作るって、ああ、もう！　──《ゾーン・マッドプール》！」

　視し認にんする一定間かん隔かくに、真っ直ぐに泥沼のラインを引き、ボートがその上に乗り上げる。

　海岸の砂浜の一部が泥濘ぬかるみ、干ひ潟がたのような湿しめり気を帯びた泥沼の表面を滑すべるようにボートが突き進んでいく。

　アクアジェルの放水と撥はねる泥が周囲に飛び散り、船長のいる場所に向かってボートが突とつ撃げきしていく。

『あの目め障ざわりな小こ舟ぶねを止めろ！』

『『『おうっ！』』』

　隻眼の海賊の指示で海賊ＮＰＣたちが俺たちの進路を塞ふさぐように泥沼の中に入り込むが──

「はははっ！　無む駄だ無駄っ！」

「うわっ、轢ひいてないよな……。ボート傷ついてないといいな」

　海賊ＮＰＣたちも幾いくら指示で立ち塞がるとはいえ、身の危険を感じたために反射的に左右に避よける。

　泥沼の道に倒たおれる海賊ＮＰＣたちを見て内心、危険な運転してごめんなさいと謝る。

『舐なめるなぁぁっ！　はぁぁぁぁっ！』

　隻眼の海賊は、接近する俺たちに向かって、湾曲刀を横に構え、その刃やいばが水に覆おおわれ、渦うず巻まき始める。

「っ!?　あいつ、ＮＰＣなのにアーツを使えるのか！」

「さぁ、こいつを凌しのげば後は、目前だ！　いいな！」

『──《海かい陣じん剣けん》！』

　距きよ離りがある中、隻眼の海賊は渦巻く水を纏まとう湾曲刀を横に振り抜き、渦巻く水が水すい刃じんとなってボートに向かってくる。

「ユン、今だ！」

「っ！　──《ストーンウォール》！」

　タクの合図と共に俺は、泥沼の中から斜ななめに石いし壁かべを生み出し、その上をボートで駆かけ上がる。

　その直後、ボートに放たれた水刃が真下を通過し、ジャンプ台代わりにした石壁を両断し、後方に抜けていくのが見える。

　空中に飛び出したボートは、重い後部から引かれるように落ち始めるのをゆっくりと感じる中、タクがボートの船首に向かって駆け出す。

　俺を抜き、ボートの船首を足場にして、更さらに遠く、高くに飛び出したタクは、空中で二本の長ちよう剣けんを構える。

「はぁぁっ──《ソニック・エッジ》！」

　空中で体を捻ひねり、剣を振るい、海賊の船長の上から斬ざん撃げきを浴びせる。

『ぐわっ！　くっ、目め眩くらましか！』

　タクの斬撃が海賊の船長のＨＰを１割削けずり、その余波で海岸の砂が舞まい上がり、船長の視界を潰つぶす。

「まだだ！　──《パワー・バスター》！」

　落下の勢いと共に振り下ろされるタクの重い剣けん戟げきが海賊の船長の湾曲刀に受け止められた。

　タクの攻こう撃げきを受け止めた衝しよう撃げきで、海賊の船長の両足が海岸の砂に沈しずみ込む。

『舐めるな！　その程度で倒れるかぁ！』

　だが、海賊の船長は、ボスＮＰＣだけあって、タクの攻撃を受け止めた湾曲刀に力を込こめて押し返す。

　タクは、横に跳とぶように大きく距離を取り、海賊の船長からの反撃を躱かわす。

　そして、その時点で勝負が決まっていた。

「──《ベアトラップ》！」

『なに!?　くっ、トラバサミだと!?』

【空の目】のターゲティング能力による座標発動により、隻眼の海賊の足元に石のトラバサミが食らいつく。

　そして、タクが舞い上げた砂に紛まぎれていたそれが迫る。

「ごめんなさい！」

『な、ごばっ!?』

　暴走ボートは、泥沼の道に着地した後もそのまま走り続け、石のトラバサミで身動きが取れない隻眼の海賊に衝突していった。

　隻眼の海賊は、砂上に倒れ、ボートに轢かれる。

「と、とまれぇぇっ！」

　俺は、なんとかアクアジェルたちに停止指示を出してボートを止め、恐おそる恐る後方を振り返る。

　ボートが通った後を見ると、中々に酷ひどい状じよう況きようが広がっていた。

　海岸から続く泥の道と泥濘みに嵌はまる海賊ＮＰＣたち、そして近くにはトラバサミに足を挟はさまれた隻眼の海賊がボートに轢かれて砂上に倒れており、それにタクがトドメを刺さすために長剣を振り下ろしていた。





　──【クエスト：海賊の掃そう討とう作戦３／３】

　孤こ島とうに上陸しているボス【隻眼の海賊・ジャック】を撃破せよ──１／１

【クエスト：海賊の掃討作戦】をクリアしました。






　自分が引き起こした光景を見て、引き攣つった笑みを浮かべ、クエスト達成のインフォメーションを聞き流す。

　クエストのボスＮＰＣである隻眼の海賊を撃破したことで、プレイヤーと交戦状態だった海賊ＮＰＣは、攻撃の手を止めていた。

「うわっ……これは、酷い。速そつ攻こうでクエストの目標を撃破したから、色んな物が台無しだ」

　本来なら、海岸に上陸して海賊ＮＰＣたちを退け、隻眼の海賊との戦いが待っていたはずなのに、こんな方法で倒すなんて……と自分の顔を手で覆い、後こう悔かいする。

『くくくっ、泣く子も黙だまる恐きよう怖ふのジャックと呼ばれた俺様をここまで邪魔しやがったな！』

「あっ、生きてた」

　呆ぼう然ぜんとしていた俺は、タクにトドメを刺されたはずの隻眼の海賊・ジャックの声に顔を上げる。

　一応クエストは終わったが、クエスト演出はまだまだ続くようだ。

『絶対に、俺様は諦あきらめないぞ！　あの海賊王がこの島に隠したという[image: ]の秘宝を！　いつかこの島に舞い戻もどって、今度こそ俺様が海賊王の秘宝を全すべて手に入れるんだ！』

　そして、ポケットから何かを取り出すと地面に叩き付け、それが激しい光を放つ。

「くっ、閃せん光こう弾だんか！」

　俺は、手を翳かざし、光を遮さえぎる。

【空の目】は見えすぎるために、強い光を受けた俺は、ダメージを受けてしまった。

「ユン、大だい丈じよう夫ぶか？」

「時間を置けば平気。ただ、目が痛い……」

　俺は、目を押さえながら、ぼやける視界の中でタクが渡わたしてくれたポーションでＨＰを回復する。

　そして、閃光弾で逃にげたのは隻眼の海かい賊ぞくだけではない。

　他ほかの海賊ＮＰＣたちも海岸から居なくなり、ミュウたちの乗るガレオン船とすれ違ちがうように沖おきに向かう海賊船を見つけた。

『せいぜい、てめぇらが【海賊王の秘宝】を探しやがれ！　俺様は、見つけたテメェらを海賊らしく襲おそって！　全てを手に入れてやるぜ、ひゃははははっ──はっ？』

　隻眼の海賊の声が反はん響きようし、この場のプレイヤーの耳に届く中、離はなれていく海賊船の異音も海岸にいる俺たちのところに伝わってくる。

　それは、船の底を叩く音であり、海面から太い触しよく腕わんが海賊船に巻き付き、海水を持ち上げて、その頭部が姿を現す。

『ま、まさか！　クラーケンだと!?　やめろ！　俺様は、まだ海賊王の秘宝を手に入れてない！　俺様はまだ海賊王になっていないんだぞ！　ふざけるな！　あと少し！　あと少しだったのに、邪魔が入り、クラーケンに沈められるのか！』

　隻眼の海賊・ジャックが、悲ひ哀あいの籠こもった声を響かせ、海賊船が激しく締しめ付けられて、バキバキと砕くだかれ、クラーケンの触腕に押し潰されて、海に沈められていくのを見た。

「海賊ジャック。不ふ憫びんな奴やつだったな」

「まぁ、その原因の半分は、俺たちだけどな」

　普ふ通つうにクエストをクリアしたなら、プレイヤーを苦しめながらも、追い詰つめられた海賊が逃とう走そうするも、クラーケンに無む慈じ悲ひに襲われるという恐怖演出だったのだろう。

　だが、あまりにも速攻クリアであっさりと終わったために、なんだかジャックという海賊が不憫に思えて仕方がない。

　もし、次のクエストがあるなら本来の想定通りに普通に攻こう略りやくされることを祈いのろうと思った。




　　　　●




　南の孤島に上陸し、海かい賊ぞく討とう伐ばつクエストをクリアした後──

　俺とタクとほぼ同時に孤島に上陸したセイ姉ねぇとミカヅチたちは、海岸から少し進んだところに村人ＮＰＣが暮らす漁村と転移オブジェクトのポータルを発見した。

　ミカヅチたちは、海域突とつ破ぱと南の孤島上陸に成功したことを伝えるために、一足先にポータルで【ヤオヨロズ】のギルドホームに戻っていった。

　そして、俺とタクは、シチフクたちのガレオン船の上陸を待ち、ミュウたちと合流するが──

「むぅ、ユンお姉ねえちゃんとタクさんだけ、ズルい。二人だけで海賊ＮＰＣ倒しちゃうんだもん」

「その、なんか、ごめんなさい」

　俺も正直、あの終わり方はないよなぁ、と思いながら謝ると、ミュウは、じゃあ許す、と胸を張って微笑ほほえんでいる。

「さっきミカヅチたちが漁村の方を調べたら、なんか海賊の襲しゆう撃げきを撃退してくれ、ってクエストがあるから、それでもう一度受けられるみたいだぞ」

「えっ、ホント!?　すぐにやろう！　仕切り直しだよ！」

　今回の海賊討伐クエストは、孤島上陸のための報ほう酬しゆうなしの強制クエストだった。

　だが、漁村の方にもフリークエストとして類るい似じしたものがあり、そちらは報酬ありであることをミュウに伝えると、やる気になり、ルカートたちが苦笑いを浮うかべる

　そしてミュウは、改めて俺とタクに向き直り──

「ユンお姉ちゃんとタクさん、お帰りなさい。無事に合流できてよかったよ」

　満面の笑みを浮かべたミュウは、俺とタクと合流したことを喜んでくれる。

　その出で迎むかえに少し気き恥はずかしさを感じていると、集まった人の隙すき間まから黒い影かげが飛び出し、俺の胸むな元もとに跳び込んでくる。

『きゅぅきゅぅ！』

「うわっ、ザクロ！　お疲つかれ様、マギさんを守ってくれて」

　離れていたために盛せい大だいに甘えてくるザクロを撫なでると、今度は一角獣ユニコーンのリゥイが幼よう獣じゆう状態で勝手に召しよう喚かんし、その額の角で俺を小こ突づいてくる。

「リゥイ、ちょ、痛いって。呼ばなくてごめんな。けど、孤島に着いたから今度は普通に呼べるよ」

　俺がリゥイの首筋を撫でて落ち着かせたところで、マギさんたちが話しかけてくる。

「ユンくん、お疲れ様！　さぁ、早さつ速そく、色々と調べましょう！」

　目を輝かがやかせるマギさんとその後ろで砂すな浜はまに乗り上げて、転がっているボートを調べたそうにうずうずしているリーリーに苦笑いを浮かべる。

「そうですね。約束ですから」

「なら、ユン。さっきのアイテムの配分をするか」

「あっ、そうだったな」

　そう言うタクは、無力化した海賊船から回収したアイテムを山分けする。

　お金や細々としたアイテムは、綺き麗れいに分けることができたが、貴重なアイテム──大たい砲ほうと固定式機械弓が３機ずつ。そして海賊船に隠かくされていた宝の地図が３枚ある。

「俺は、大砲と機械弓の方が多く欲ほしいな。自分用とマギさんたちの研究用に」

「なら俺は、宝の地図を多めに貰もらうな」

　こうして、俺は大砲と二連式機械弓を２機ずつと宝の地図１枚。そしてお金や細々としたアイテムを手に入れた。

「それじゃあ、ユンくんとあのボート借りるわよ！」

「ユンお姉ちゃん、今度そのボートを貸して！　それで遊びたいから！」

　そんなミュウの言葉に苦笑いを浮かべつつ、マギさんに手を引かれ、改造ボートを持ち運んで、クロードが先に用意したビーチパラソルの下のテーブルと椅い子すに座る。

「さっき手に入れた大砲を研究用に買い取らせて。１個[image: ]万Ｇでどうかしら？」

「ちょ、マギさん!?」

「ユンっち、僕は、固定式機械弓の方を同じ[image: ]万Ｇ。ボートに関しての情報料は、[image: ]万Ｇで買い取るよ」

「いや、リーリーもそれは、出し過ぎ！」

　いきなり、俺が手に入れたばかりの大砲と機械弓を買い取ろうとするマギさんたちだが、その提示する値段が高すぎて、俺はストップを入れる。

「まず、マギさんとリーリーに言うけど、大砲と固定式機械弓は、ステータスのスペックだけ見ると、それほど価値はないぞ！」

　海賊ＮＰＣがバカスカと大砲を撃うっていたが、プレイヤーが運用すると砲ほう弾だんなどのコストが掛かかるから普通に運用が難しい。

　いいところ１機[image: ]万Ｇってところだ。

　俺がそう説明すると、それでもマギさんとリーリーは買い取りたいと言う。

　それに対して、俺は[image: ]万Ｇ以上は受け取らない、というスタンスを取る。

「まぁ、三人ともお茶でも飲んで落ち着け」

　そんな俺とマギさん、リーリーのやり取りにクロードがガラスのティーセットにアイスティーを注ぎ、落ち着くように促うながす。

　俺たちは、とりあえず甘めのアイスティーを一いつ杯ぱい飲んで一息吐ついたところで、クロードから提案が出される。

「ユンは、過か剰じように貰ってフェアな関係が崩くずれるのが嫌いやなんだろ。なら、ここはマギとリーリーが折れるべきだろ」

「ううっ、そうかも……ちょっと興奮しすぎてた」

「僕もごめんなさい」

「いや、いいよ。アイテムステータスで値段を判断したけど、実際に使ったらマギさんたちの言うとおり[image: ]万Ｇの価値があるかもしれないから」

　俺は、そう言って自分自身の悪い点も上げつつ、互たがいに値段をもう少し摺すり合わせて、１機[image: ]万Ｇで研究用で渡すことになった。

　続いて、リーリーが求めるボートの情報についてだが──

「あのボートに関しては、完全に偶ぐう然ぜんの産物だし、マギさんとリーリーが見れば、多分構造はすぐに真ま似ねできるよ。だから、情報料はいらないから、むしろ新しく設計図を引いて欲しいかな」

「えっ？　いいの？　それだとユンっちにメリットがないよ！」

「いや、実は、あるんだよ」

　俺は、マギさんたちに偶然出来たボートとエンジンモドキを見せる。

「あっ、このボート、穴が空いてたんだ」

「そうなんだよ。タクを回収した後、海域を渡っている途と中ちゆうでボートに穴を開けられて、その穴を塞ふさぐためにバケツを押し込んで塞いだら、そのバケツの底にも穴を開けられて──」

「それでスライム系の合成ＭＯＢを使って水を排はい水すいしていたわけか」

　俺は、改めてエンジンモドキを搭とう載さいしたボートをマギさんたちと確かく認にんする。

　ボートの後部には、細かな浸しん水すい箇か所しよがあり、そこから入り込んだ海水がボートの後部に溜たまり、アクアジェルたちが吸い取り、バケツで塞ごうとした大穴から船外に放水してその反動でボートが進んでいた。

「なるほど、ユンっちの利益は、エンジンの代わりになる合成ＭＯＢの生産なんだね」

「アクアジェルを保護しつつ、効率的に放水を推進力に変える噴ふん射しやノズルを研究しないといけないわね」

「僕は、マギっちの作るノズル部分に合わせて船を設計しないといけないかな？」

　リーリーは早速紙に、簡易的な設計図を書き始め、マギさんと色々と相談する。

　エンジン部分の重量がどれだけになるのか、動力となるアクアジェルの投入口をどうするか、どれだけ効率化できるかなど二人で盛り上がる。

「あっ、それから動力のアクアジェルがどれだけの馬力があるか調べないと」

「それは、エミリさんの方が詳くわしいと思うな。俺は片手間で合成ＭＯＢを作ってるだけだし」

　そう言って、海岸を見回すと、砂浜に乗り上げた水すい竜りゆうのウヅキを見つける。

　レティーアとベルは、ウヅキと共にシチフクたちから差し入れの食べ物を貰い、エミリさんがその傍そばで休んでいるのを見つけ、フレンド通信を送る。

「エミリさん、ちょっと相談したいことがあるんだけど、いいかな？」

『ユンくん、どうしたのかしら？』

「さっきのボートを作る時、エミリさんの協力が必要なんだ」

　俺がそう伝えると、海岸の辺りを見回し、俺やマギさんたちがいるパラソルの位置に気付いたのか、軽く手を振ふってくるので、振り返す。

『なるほどね。どういう構造で出来ているのかも気になっていたところだし、すぐに行くわ』

　エミリさんは、レティーアとベルに一言断りを入れてから俺たちのところに来る。

　その際、クロードは、新たな椅子とアイスティーの用意をしてくれた。

「エミリちゃん、呼びつけたみたいでごめんね」

「いえ。マギさんとまた生産について話せて嬉うれしいです」

　そう言って微笑むエミリさんには、早速俺が作った改造ボートを見てもらい、どのような原理で動くか理解してもらった。

「はぁ、なんと言うか。普通は、水すい棲せい系の合成ＭＯＢに船を引いてもらう方法を取るんじゃないかしら。まぁ、その発想は流石さすが、ユンくんと言ったところかしら」

「あははっ、その、偶然の産物だから。それでこれをもっと効率化したものに作り替かえたいんだけど、エミリさんも協力してくれる？」

　俺が乾かわいた笑いを浮かべながら尋たずねると、エミリさんは頷うなずいてくれる。

「もちろん、手伝わせてもらうわ。合成ＭＯＢの活かつ躍やくの機会なんですもの。でも、そうなると、合成ＭＯＢのＡＩのレベルも強化した方が便利よね」

　合成ＭＯＢは、上位素材や同種の核かく石いしと合成を繰くり返すことで、核石のレベルが上がり、ステータスは強くなる。

　だが、それとは別で【スライムの核】などのその種類のＭＯＢに適合したアイテムを合成することでＡＩのレベルが高まる。

「ちなみに、ユンくんのアクアジェルの核石のレベルとＡＩの強度ってどれくらい？」

「えっと……確か、三体とも核石レベルが３で、【スライムの核】をそれぞれ20個前後合成しているから多分ＡＩレベルは５か６相当のはず」

　俺の説明に、意外とＡＩレベルが高いわね、とエミリさんは小さく呟つぶやく。

「なら、まずは、アクアジェルの核石を１から９レベルのやつを複数用意するわ」

「あっ、でも、アクアジェルをＩＮＴのエンチャントで強化していたから正確な合成ＭＯＢのスペックは分からないんだ」

　俺の補足に、マギさんやリーリー、エミリさんは大だい丈じよう夫ぶというように微笑ほほえんでいる。

「ユンくんのボートは、機構的にシンプルだから、いくら合成ＭＯＢの馬力が強くても結構ロスが大きいと私は思うなぁ」

「マギさんの言う通りよ。エンジンフレームの効率化が成功すれば、エンチャントなしの合成ＭＯＢでもエンジン動力として十分だと思うわ」

　とりあえず、マギさんとリーリーがエンジン部分と船体の試作品を作り、そこにエミリさんの合成ＭＯＢを搭載して出力実験をすることになった。

「最適な核石のレベルが決まったら、少しずつ【スライムの核】を合成してＡＩの強度を上げていきましょう。ＡＩの反応速度が操縦に直結すると思うわ」

　とりあえず、エンジンモドキを搭載した船作りの目め処どは立ったようだ。

「なら、必要な素材を教えてくれれば、俺の方で手配しておく」

「クロっち、ありがとうね！」

「なに、気にするな。大量の高速移動ボートが誕生すれば、レースなんかで盛り上げることもできるだろうしな」

　そう言うクロードは、席を立ち、孤こ島とうの漁村のポータルに向かい、第一の町に転移する。

「さて、とりあえず、ユンっちのボートに乗って、操作性の問題とかを洗い出さないとね！　ユンっち、このボート借りていいかな？」

「ああ、いいぞ。ただ、ミュウたちも羨うらやましがるから順番に乗せてくれると助かるかな」

　リーリーは、早さつ速そくボートに乗りたいと言ってくるので、許可を出す。

　また、マギさんとエミリさんも自分が関かかわる生産アイテムになるので、乗り心ごこ地ちなどは興きよう味み津しん々しんな様子だ。

　そして、マギさんとリーリー、エミリさんたちは、協力してボートを砂すな浜はままで運ぶと、早速アクアジェルが浸しん水すいする海水を吸い取り、穴空きバケツのところから船が沈しずまない程度に優やさしく水を吐はき出し続けている。

「ほほぉ、こうなるんだ。ちょっと乗ってくるね！」

「はい。マギさんたちは、気をつけて行ってらっしゃい」

　俺は、三人がボートに乗るのを見送る。

　早速、ミュウに見つかり、マギさんたちは交代で海辺でボートを乗り回す。

　ミュウは、ボートに乗るだけでは飽あき足らず、ボートの後部にロープを括くくり付けて、リーリーに用意させた木の板を履はいて、【立体制限解除】のセンスと持ち前のバランス感覚でアクロバットな水上スキーを楽しんでいた。

[image: ]

　俺は、リゥイとザクロと共にビーチパラソルの下からそれを眺ながめ、ミュウがボートに牽ひかれながらこちらに手を振ってくるので、微び苦く笑しようを浮うかべながら振り返す。

　水上スキーも他ほかのプレイヤーがミュウを真似して挑ちよう戦せんしては、盛せい大だいに転んだりして、楽しそうにしている。

「ふぅ、なんか凄すごい濃のう密みつな一日だった気がするな」

　俺は、ぼんやりと今日のことを思い出しつつ、しばらくはのんびりと過ごしたいと思い、落ち着いたところでログアウトした。







　　　五章　海かい賊ぞく王の秘宝と謎なぞ解き遺い跡せき







　あの海域突とつ破ぱと南の孤島への上陸を成功させた三日後の自宅。

　俺は、家の窓から外を眺め、長く深い溜ため息いきを吐き出す。

「はぁ、洗せん濯たく物ものが乾かないな」

　六月に入り、最初の一週間は天候が安定していた。

　だが、数日前から本格的な梅雨つゆ入りとなり、雨が降り続くようになった。

　今日も朝から暗く重い雲が空を覆おおい、強めの雨が降る中を学校に登校して、帰りにスーパーで買い物して帰ってきた。

「ホントだね。私も靴くつに雨が染しみちゃって、足が冷たかったよ」

　美み羽うが俺の隣となりに立ち、同じように窓の外を見上げる。

「ホント、梅雨って憂ゆう鬱うつになるよなぁ」

「うーん。でも、ゲームって基本的に家でやるものだから、あまり気にならないかも」

　美羽らしい答えに苦笑いを浮かべつつ、俺は、少し肌はだ寒ざむいので温かいお茶を用意し、おやつのプリンを冷蔵庫から取り出す。

「それでもやっぱり晴れ間が恋こいしいだろ？」

　そんな俺に美羽は、提案をしてくる。

「晴れの気分を味わいたいなら、ＯＳＯにログインすればいいよ。南の孤島なんて、日差しが強いくらいだから」

「あー、俺の普ふ段だんのログインは、夕方とか夜だから、晴れの時は見てないな」

　普段は、【アトリエール】でポーションなどのアイテム生産を日課としていた。

　折角、海域を突破して南の孤島のポータルを開通させたのだが、殆ほとんど知らない。

「えー、勿もつ体たいないよ。色々と面おも白しろいものがあるよ！」

　美羽は、おやつのプリンを食べながら、色々と教えてくれる。

「南の孤島って言うけど、実際は、結構な広さがある大きなエリアなんだよ！」

「へぇ、大きいってどれくらいだ？」

「島の外周を歩いて回るのに大体２、３時間くらい掛かかるくらいの広さかな」

　俺は、徒歩の時速を６キロと仮定して考えると、島を一周に３時間掛かると島の外周は18キロになる。

　外周の距きよ離りを円周率で割ると島の直径は、６キロ。

　島の中央までは、その半分の距離とすると、大体３キロだろうか。

「その広さだと、第一の町を中心にした周辺４エリア分と同じくらいじゃないか？」

「うん。大体、そのくらいだね。だから、エリアが広い分、東西南北の４箇か所しよにそれぞれポータルがあるんだよ」

　どうやら、島の北側にあるＮノン・プレＰイヤー・キＣヤラクターが暮らす漁村のポータルの他にも島の外周にそれぞれ移動短縮用のポータルがあるらしい。

「なんか、すごいやり応ごたえのあるエリアになってるな」

「そうなの！　島自体が広い他にも、島の中央に行くほど敵ＭＯＢが強くなるし、地形も難しい！　島の中には、ダンジョンやクエストもあるし、島の周囲の海にも色んな場所や物があるらしいの！」

　興奮して語り出す美羽に俺は、苦笑いを浮かべつつ相あい槌づちを打つ。

「そっか。それだけ色んなものがあるなら、俺好みの物もあるかな？」

「うーん。お兄ちゃん好みって言うと、【海賊王の秘宝探し】のクエストかな？」

「【海賊王の秘宝】って、そう言えば、孤島の上陸の時に倒たおした海賊ＮＰＣが言ってたよな」

「うん、それだよ。南の孤島のエリア全域に【海賊王の秘宝】ってレアアイテムが隠かくされていてそれを見つけて手に入れるのが、エリアの目玉かな」

「へぇ、面白そうだな。俺みたいな生産職でも楽しめそう」

　そう感想を漏もらし、美羽から更さらに宝探しの補足を受ける。

「この【海賊王の秘宝】は、ただその場所に行っても手に入らないんだよ」

「あっ、そうなのか？」

「【海賊王の宝の地図】ってアイテムを持って、その地図の場所を調べると出現するボスＭＯＢを倒したり、試練やミニダンジョンをクリアすると手に入るんだよ」

　なるほど、俺が海賊船の中で回収した地図は、クエストの発生条件のアイテムだったのか。

「ただ、一つだけ宝探しする時は、注意が必要だよ」

「注意？」

　俺が小首を傾かしげると美羽は、力強く頷き説明する。

「【海賊王の宝の地図】には、それぞれ１から[image: ]までのナンバーが振ふられているの」

　確か、海賊船から回収した宝の地図には、『98』の番号が振られていたのを思い出し、頷く。

「だけど、その宝の地図で必ず【海賊王の秘宝】を見つけられるとは限らないの」

「美羽、それってどういうことだ？　宝の地図にハズレがあるってことか？」

　俺が尋たずね返すと、美羽は唸うなりながら少し言葉を濁にごす。

「うーん。一いち概がいにハズレとは言えないかな。宝の地図には、二種類あって、便べん宜ぎ上じよう【秘宝の地図】と【ハズレの地図】ってしようか」

　そう前置きして美羽は、説明を続ける。

「【秘宝の地図】は言葉の通り、書かれた番号の秘宝がある地図ね。それで【ハズレ】の地図ってのが空箱とかじゃなくて、お金や換かん金きん用アイテム、生産素材アイテムがあって、次の宝箱に繫つながるための新しい宝の地図もあるの」

「つまり、もう一回宝探しできるのか」

「うん。そういうこと！　それで宝探しを続けていれば、いつかは地図の番号の秘宝に行き着くの！」

　調べた宝の地図は、宝箱を見つけた時点で消しよう滅めつするが、新しい宝の地図が手に入るので、実質【海賊王の秘宝】を手に入るまで宝探しを続けることができる。

　俺は、海賊船で宝の地図を手に入れたのだが、他のプレイヤーはどんな方法で地図を手に入れているのだろうか。

　美羽が俺の疑問を感じ取ったのか、説明してくれる。

「宝の地図は、漁村の地図屋さんから20万Ｇで買えるよ」

「なるほど……」

「他にも孤こ島とうの敵ＭＯＢから低確率でドロップしたり、海の底の宝箱から手に入ったりするらしいよ」

「へぇ、色んな入手方法があったんだな」

「あとは、地図の番号が小さいほど、【海賊王の秘宝】の入手難易度が高い傾けい向こうにあるくらいかなぁ」

　まぁ、あくまでも傾向であって、センスやプレイスタイル、相あい性しようによって難易度が左右したりすると美羽が補足してくれる。

　そうして俺は、美羽とおやつを食べながら、ＯＳＯの南の孤島の話を聞いた。

「ごちそうさま！　私、ルカちゃんたちと宝探しの約束があるから！」

　お茶を飲み干した美羽は、そう言ってＯＳＯにログインするために自室に戻もどっていく。

　そんな美羽を見送った俺は、一人おやつに使った食器を片付けながら、ぽつりと呟つぶやく。

「……俺も宝探ししようかな」

　食器を片付けたところで自分も自室に戻り、ＯＳＯにログインするのだった。




　ＯＳＯにログインし、【アトリエール】の工こう房ぼう部に降り立った俺は、そのまま工房部に設置されたミニ・ポータルから南の孤島の漁村にあるポータルに転移する。

　一いつ瞬しゆんにして強い日差しが照りつける場所に転移して、立ち眩くらみを覚え、眩まぶしさから太陽に手を翳かざす。

「ふぅ、ここは暑いな。とりあえず、水着装備に着き替がえるか」

　最も早はや、【炎えん熱ねつダメージ】対策で水着を着ることに抵てい抗こうがなくなり始めたことに少し微び妙みような気持ちになりながら、タンクトップ水着にパーカーを羽織る。

　ミュウから【海賊王の秘宝】について色々と聞いたが、孤島の地理もまだよく分からないので、この島を散策しつつ、宝探ししようと考え、お供のリゥイとザクロを呼び出す。

「リゥイ、ザクロ──《召しよう喚かん》！　散策しながら宝探しするぞ！」

『きゅぅ～！』

　リゥイは、いきなり何を言い出すか、と言うような目を向け、ザクロはリゥイの背に乗って元気よく鳴き声を上げる。

「さっそく、地図を見てみるか」

　俺は、一度だけチラ見した『98』番の地図を開き、確かめる。

　宝の地図は、この孤島エリアの極ごく一部を拡大したものであり、秘宝を示す数字、方位を示す記号、木々や岩、川などの地形的な特とく徴ちようが抽ちゆう象しよう的てきに描えがかれている。

　それだけの地図からバッテン印の宝の在あり処かを探すのは難しい。

　だが、宝の地図の縁ふちに青いマーカーの点があり、これはプレイヤーの現在地点を指しており、宝に近づけば、枠わく外がいのマーカーも宝の地図内に移動することだろう。

「えっと、今の場所が北の漁村で、地図のマーカーは上辺の左側だな」

　つまり、宝の在処は、ここから南東方向にあることになる。

「まぁ、地図の数字も大きいからそれほど島の奥まで入らないよな」

　俺は、そう呟き、リゥイとザクロと共に地図を頼たよりに孤島の熱帯林の中に進んでいく。

「ここの熱帯林の日ひ陰かげ、ちょっと涼すずしいかも」

　熱帯林の中に入ると、空を覆い隠すような幅はば広びろの葉っぱのお陰で日差しが和やわらぎ、柔やわらかな風が吹ふき抜ぬけて心ここ地ち良さを感じる中、リゥイが俺のパーカーの裾すそを咥くわえて引っ張る。

「リゥイ、どうした？　パーカーを引っ張って」

　そして、あっちの方だ、というように額の角でとある方向を指し示す。その先には、南国フルーツっぽいものが実る樹きがあった。

「あれを食べたいのか。まぁ、宝探しは急いでないし、素材採取しながら行くか」

　ふぅーと嬉うれしそうに長めの息を吐はき出すリゥイと尻しつ尾ぽをゆらゆらと揺ゆらすザクロに、微笑ほほえみを浮うかべる。

　そして、俺は、バナナっぽいフルーツの実る樹を見つけたので房ふさを捥もぎ取り、その場でリゥイとザクロと一いつ緒しよに試食する。

「うん。甘いバナナだ。ああ、食べるとＡＴＫのステータスにボーナスが付くのか」

　バナナっぽいフルーツは、ステータス強化があるために、見つけたら積極的に集めようと思いながら、熱帯林を進んでいく。

　スイカ、パイナップル、グレープフルーツ、マンゴーなどの南国フルーツ系やヤシの実やカカオなどの加工が必要な食用アイテムを手に入れる。

「どれもそのまま食べても美味おいしいし、南国フルーツだから、冷やしてシャーベットにしても良いし、ゼリーで固めても良いし、搾ってジュースにしたり、色々使えるなぁ」

　俺は、ホクホク顔でフルーツなどを集めているが、木の上ばかりを見ている訳ではない。

「おっ、ハクガだ。これでクールドリンクの素材が補ほ充じゆうできるぞ」

　ハクガの葉っぱの方は、【耐たい熱ねつ効果】を付ふ与よするクールドリンクの素材になる。

　既き存そんの薬草アイテムなども見つけては採取していた。

「そう言えば、手に入れたフルーツは、【錬れん成せい】スキルの《下位変へん換かん》で種子に戻せるかな？」

　俺は、歩きながら【錬成】センスの《下位変換》を発動させ、採取した新規の南国フルーツを種子に変換することができた。

「よし、これで【アトリエール】で育てることができるな。フルーツもガラスハウス内でなら育つかな」

　もはや、このフルーツの種が俺のとってのお宝であり、ホクホクが止まらない。

　孤島の浅い場所であるために敵ＭＯＢも出現せず、まだ海域を突とつ破ぱして訪おとずれているプレイヤーが少ないので、素材も取り放題であるために、熱帯林を進む歩みは遅おそい。

　真まっ直すぐ進めば、10分も掛かからないだろう宝の地図の場所までたっぷり30分掛けて進んでいく。

「しまったなぁ。少し素材を採取しすぎたかも……既存の薬草は無視して進むか」

　俺とリゥイとザクロは、宝の地図を頼りに、南国フルーツを集めながら宝の方向に進んでいく。

　そろそろ、宝の地図の範はん囲いかな、と思った矢先に、青いマーカーが地図の枠わく内ないに移動したので、宝が近いことを感じる。

「この辺に宝があるんだよな」

　俺は、地図を持って、辺りを歩き始める。

　それに合わせて地図内のマーカーが動くが大体地図の表示範囲は、[image: ]メートル四方程度であることが分かった。

　そして、宝の地図の赤いバツ印のところに立つ。

「ここに宝、だよな」

『きゅい、きゅい！』

　目の前には何もないが、俺の【看破】のセンスには地面が反応を示し、ザクロが前足で地面を掘ほり返し始める。

「地図の数字が大きいし、まだボスＭＯＢとか試練とかはないのかな？」

　俺は、期待半分不安半分に呟きながら、農業用のスコップを取り出し、地面を掘り返す。

　しばらくして何か固いものにぶつかった俺は、手でその辺りの土を払はらうと宝箱の一部を見つけることができた。

「よし、宝箱発見！」

　俺は、慎しん重ちように宝箱の周りの土を退どかし、50センチほどの穴から金の宝箱を引き上げる。

　海底に沈しずむ宝箱の中では最高ランクの宝箱に、期待が膨ふくらむ。

「さて、秘宝は、見つかるかな……」

　俺は、リゥイとザクロと共にそっと宝箱の蓋ふたを開ける。

　その中身は、金銀財宝が詰め込まれており、中に一枚の宝の地図が入っていた。

「あはははっ、やっぱりそう簡単に秘宝は当たらないか」

　俺は、小さく溜ため息いきを吐つき、宝箱の中身を回収して、次の宝の地図を開く。

「今度は、南西方向かぁ」

　新しい地図のマーカーは、枠外の右上にあるために、今の位置から南西方向に宝があることが分かる。

「まぁ、また素材とか採取しながら進むかな」

　そう言って立ち上がり、自身が掘った穴を埋うめた後、リゥイが再び俺のパーカーの裾を咥えて引っ張る。

「リゥイ、今度はどうした？」

　俺が尋ねると、背中を晒さらして、首を振ふって自身の背中に乗るように指し示してくる。

「背中に乗れってこと？　分かった。なら、行くか──【成せい獣じゆう化】！」

　俺は、ＥＸエクストラスキルの【成獣化】を使い、リゥイを成長させ、その背に乗る。

　鬱うつ蒼そうと茂しげる熱帯林の隙すき間まを駆かけ足で抜け、南西方向に進んでいく。

「やっぱり、リゥイに乗ると速いな！」

　何を今いま更さら、と言うような吐と息いきを漏もらすリゥイに乗り、次の宝の場所を目指す。

　その途と中ちゆう──

「うわっ、リゥイ。お前……」

『きゅぅ～』

　俺たちの目の前に現れる敵ＭＯＢを前足の蹄ひづめで強きよう烈れつに踏ふみつけて倒たおす。

　最近、ザクロの方が活かつ躍やくが多いために、リゥイはその鬱うつ憤ぷんを晴らすように生き生きと敵ＭＯＢを倒しながら進んでいく。




　　　　●




　俺は、リゥイの背に乗って熱帯林の間を抜けて進んでいくと、蔦つたに覆おおわれた石造りの遺い跡せきに辿たどり着いた。

「おっ、遺跡がある」

　先さき程ほどの宝箱は特徴のない場所にあったが、この遺跡はいかにも何かある雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

「ダンジョンとかじゃないといいなぁ」

　俺は、そうポツリと呟き、リゥイの背から降りて遺跡に近づく。

　遺跡の入口を探すが、それらしき石扉とびらは、固く閉とざされている。

　何らかのギミックが必要なのかと思いながら、遺跡の石扉に慎重に触ふれる。

　表面は、ザラザラとしているが、特にヒントとなる文字や記号は無さそうである。

　他ほかに何か無いか遺跡の石扉の周りを探し、遺跡を覆う蔦に隠かくされた場所に【看破】のセンスが反応する。

　センスを頼りに蔦を包丁で切り払い、一つだけ色の濃こい浮いた石材を押し込むと、遺跡の石扉が開いていく。

「オーソドックスな仕し掛かけだな。さて、こんな場所に隠されてるんだ。いよいよ本命っぽいな。リゥイ、ザクロ、気を引き締しめて行こう」

　俺は、リゥイとザクロを連れて、遺跡の石扉の中に入っていく。

　遺跡内部は、ひんやりとした空気が満ちており、ザクロは暗い遺跡を狐きつね火びで照らす。

　そして、すぐに遺跡の奥に辿り着くと、水すい晶しようのような結晶が青白く輝かがやき、遺跡内部をぼんやりと照らしている。

「これは、夏のキャンプイベントを思い出すな」

　夏のキャンプイベントで、湖の遺跡から魔ま改造武器の素体を回収した時のことを思い出し、懐なつかしさに笑みが溢あふれる。

　だが今回は、まだお宝を手に入れることができそうにない。

「これって、天てん秤びんだよな？」

　遺跡の部屋の中には、人が乗れそうな巨きよ大だいな天秤が置かれていた。

「まぁ、直感的な謎なぞ解ときとしては、天秤を釣つり合わせるんだよな」

　ミニダンジョンだった場合を警けい戒かいしていたリゥイとザクロだが、遺跡内部が謎解き部屋だと分かり、手助けできないために部屋の隅すみへ大人しく移動する。

　俺は、薄うす暗ぐらい遺跡の中を見回すと、すぐに重りになりそうな七体の動物像を見つけ、天秤の前まで運ぶ。

「全部違ちがう種類の動物像だな。これを全部使って釣り合わせればいいのか？」

　俺は、試ためしに狼おおかみの動物像を左の天秤に置くと、天秤が傾かたむいて謎の二つ記号が現れる。

「分からない。っと【言語学】を装備しても解読できないな」

　まだ何かヒントはないのか、と更さらに部屋の中を見回すと、天秤の台座の傍そばにナイフで彫ほられたようなヒントを見つけた。

「えっと──『豹ひようは、50』か」

　俺が今載のせている動物像は、狼の像だった。

　それを退かして、豹の動物像を載せると別の二つの記号が現れる。

　そして、もう一つの動物像を載せると、記号の数が三つになる。

「豹の動物像の重さが50で、もう一つの動物像を載せると３桁けたの重さになる。そうなると、記号は数字を表しているなら、推測できるかな」

　現状、豹の動物像に使われた０と５の記号。そして桁が繰くり上がった時の１の記号が分かった。

　俺は、他の数字に対応する記号を調べるために、他の動物像を片方の天秤に載せて、重さの合計を調べる。

　片方の天秤に載せることで[image: ]の位の記号の変化から２、３、４の数字記号も割り出した。

　また、左右の天秤に動物像を載せれば、天秤の間に載せられた動物像の重さの差が現れ、判明している数字記号を使って計算すれば、全すべての数字記号と各動物像の重さが判明する。

　あとは、全ての動物像を天秤が釣り合うように載せれば、謎解きは終わるはずだが──

「ダメだ。どうしても、天秤が片方に傾く」

　全ての動物像の重さの合計は、奇き数すうなのだ。

　二つの天秤が釣り合うように配置しようとしても絶対に釣り合わないのだ。

「どっかに見落とした動物像があるのかな」

　俺は、部屋の中を隅々まで探すが、隠された動物像やヒントを見つけることはできなかった。

「どうするか、金でも積み上げてみるか？」

　俺は、インベントリからお金や鉱石などの重そうなものを天秤の上に載せるが、天秤は、傾かずに静止している。

　その代わり、青白い文字が空中に浮うかぶ。

「あっ、この文字なら【言語学】で読める！　えっと──『これは、魂たましいを量る天秤。それ以外の物を載せると天てん罰ばつが下る』って警告文か」

　俺は、大人しく天秤の上のお金や鉱石を退かして、食材アイテムの魚を代わりに置く。

「よし、魂ってことは、生き物なら大だい丈じよう──」

　部屋の中を照らす結晶から無数の雷かみなりが放たれ、俺の体に殺さつ到とうする。

　悲鳴を上げる間もなく雷らい撃げきに体を貫つらぬかれ、ＨＰを大おお幅はばに失う。

　一定以上のＨＰを失って【気絶】の状態異常バツドステータスが発生した俺は、視界が暗くなり、その場に倒れ込む。

　警告通り、天秤に不適切な物を載せたために、俺に天罰が下ったようだ。

　そんなことを【気絶】状態で身動きが取れない間に思っていると、ふと温かいものが体の中に広がり、重い目ま蓋ぶたを開けることができるようになる。

「ううっ、体痛い、ヒリヒリする……ＨＰは、８割も減らされてる」

　天罰による、日焼けのようなヒリヒリとした痛みを気にしながら起き上がる。

　リゥイが《浄じよう化か》スキルを使い、俺の状態異常バツドステータスを回復させたようだ。

　ザクロも心配そうに顔を舐なめてくるが、逆に天罰がリゥイとザクロに降りかからずに安あん堵どの笑えみが零こぼれ、その頭を撫なでる。

「心配してくれてありがとな。もう、大だい丈じよう夫ぶだ」

　俺は、体を起こして、減ったＨＰを回復させるためにメガポーションを飲む。

　魚を置いた天秤皿に目を向けると、小さな焦こげ跡あとが残っているので、きっと俺の置いた魚は、天罰で消し炭になったのだろう。

「うーん。外部からの重りはダメだし、使えるのは、この部屋の中の動物像だけだよな」

　俺は、他に使えるものがないか部屋を見回す。

「魂の天秤って、じゃあ他に何を置けば良いんだ？」

　俺には、謎解きの答えが思い至らず、遺跡の床ゆかに倒れ込む。

　この遺跡の内部は、暗くてひんやりとしていて気持ちいいな、と現実逃とう避ひしながらある考えに思い至る。

「……俺も魂のあるもの扱あつかいされるのかな？」

　ただ動物像を載せて天秤を釣り合わせるだけの謎解きなら、人が乗れるほど大きく作る必要はない。

「なら、プレイヤー込こみでの謎解きなのかな？」

　俺は、その疑問を確かめるために立ち上がり、天秤の前に立つ。

「大丈夫。もし俺が乗って天秤が傾けば、俺も天秤の謎解きの一部。失敗してもまた天罰が下るだけ」

　メガポーションでＨＰを全回復させたので、もう一度天罰を受けても耐たえられるはずだ。

　俺は、自分に三度言い聞かせ、顔を上げる。

　ふと部屋の隅に移動したリゥイとザクロがまた天罰を落とされないか心配そうに見つめてくる。

「……頼たのむぞ」

　俺は、人が乗れる大きな天秤皿によじ登り、膝ひざを抱かかえて祈いのるように手を握にぎり、目を瞑つぶる。

　どうか天秤が傾きますように、天罰が下りませんように、と願う。

　そして、登った天秤皿が沈しずむ感覚を覚え、静まり返った遺跡内部で再び天罰が下る様子はない。

　そして、恐おそる恐る目を開けると──

「あっ、俺にも重さが表示されてる」

　天秤皿の頭上に今載せられている物の魂の重さが表示されている。

　それに表示されている俺の重さは──21だった。

「……これで偶ぐう数すうになった」

　これで謎解きが進むと思い安堵しつつ天秤から降りて、改めて重りが釣り合う組み合わせを調べて、動物像を天秤に載せていく。

「左右の天秤皿の重量差は、21。ここで俺が左の天秤皿に乗れば──」

　左に持ち上がっている天秤皿によじ登り、ゆっくりと天秤皿が沈み始める。

　そして、巨大な天秤が釣り合った瞬しゆん間かん、遺跡の部屋の中央に宝箱が迫せり上がってくる。

「ここまで大おお仕じ掛かけだったんだから、今度こそ【海かい賊ぞく王の秘宝】だよな」

　俺は、自分に言い聞かせるように呟つぶやき、天秤皿から降りようとするが──

「これって俺が降りた瞬間に、重さが変わって宝箱がまた隠れるとか無いよな」

　もしそうなら、謎解きが振ふり出しになるかもしれないと思いながら、恐る恐る天秤から降りる。

「うん。そこまで意地悪な謎解きじゃなくてよかった」

　俺は、釣り合ったままの天秤を確かく認にんしつつ、部屋の中央に迫り上がった宝箱を開ける。

「これが【海賊王の秘宝】！」

　宝箱の中には、ハズレの宝箱と同じように金銀財宝が詰つめられていた。

　だが、その財宝の中央に、掌てのひらサイズの平べったい薄うす緑みどり色いろの石輪に革かわ紐ひもを通しただけのアクセサリーが収められていた。

　これが秘宝？　と首を傾かしげたくなるような地味さである。

　一いつ緒しよに入っていた金銀財宝の方が見み栄ばえするが、その地味な石のアクセサリーは、紛まぎれもないユニークアイテムである。





　不ふ屈くつの石【装そう飾しよく品】（重量：３）

　ＭＩＮＤ＋20　追加効果：【頑がん丈じよう：１／１】



『俺様の98番目の秘宝さ。こいつがあれば、俺はどんな攻こう撃げきも恐れずに立ち続けられる。それこそ、天罰が落ちたとしてもな』




「これは、中々いいアクセサリーだな」

　アクセサリーのステータス補正は、装備重量に比べて低めであるが、目を引くのは【頑丈】という追加効果だ。

　この追加効果は、ＨＰがゼロになる攻撃を受けてもＨＰ１で耐え、10秒間の無敵時間が発生する、というものだ。

【盾たて】や【鎧よろい】などの防ぼう御ぎよ系センスに類るい似じスキルがあったのを記き憶おくしており、アクセサリーでも似た系統の物はあるが、大たい抵ていは条件付きだったり、効果を発動したら自じ壊かいする。

　その点で言えば、このユニークアクセサリーの【頑丈】の追加効果は、一日１回だけであるが、プレイヤーを事故死から守ってくれる。

「アクセサリーの名前は、意志と石で掛かけてるのかな？　こういう洒しや落れは、嫌きらいじゃないかな。それにフレーバーテキストも面おも白しろいな」

　ユニーク装備などには時折、そのアイテムの由来を示すフレーバーテキストが存在し、【海賊王の秘宝】は、海賊王が直々説明しているようなテキストが面白い。

　ただ正直、どうしようか、と扱いに困る部分がある。

「【海賊王の秘宝】は有用だけど、俺が装備すると防御過か剰じようになるよなぁ」

　俺は、他ほかに【身代わり宝玉の指輪】という防御系のユニークアクセサリーを持っている。

　そこに更に【不屈の石】を装備するのは、過剰な防御能力ではないだろうか。

　それに、【頑丈】の追加効果の割にアクセサリーの重量が高く感じる。

「まぁ、コレクション用のアイテムとして持っておくのはいいかもな。今は思い付かなくても何かに使えるかもしれないし」

　俺が【不屈の石】をインベントリに仕し舞まうと、今まで部屋の隅にいたリゥイとザクロが近寄ってくる。

『…………』

『きゅぅ！』

「そうだな。外に出るか」

　俺の呟きに、もう遺い跡せきの謎解きは済んだと、リゥイが服の裾すそを咥くわえ、ザクロが三さん尾びの尻しつ尾ぽで俺の腕うでを引いて、遺跡の外に出るように促うながす。

「ふぅ、頭を使って疲つかれた。けど、ちょっと楽しかったかも」

　閉へい鎖さ空間から解放され、大きく背せ伸のびをした俺が遺跡を振り返れると、石扉とびらが閉じ、静かに遺跡が佇たたずんでいた。




　　　　●




「あー、疲れたなぁ。ちょっと休きゆう憩けいしようか」

　俺は、近くにある倒とう木ぼくのオブジェクトに腰こしを下ろして休み、リゥイとザクロは喉のどを潤うるおすために南国フルーツを食べに離はなれる。

　俺は、休憩ついでに、インベントリの中に仕舞った宝箱の金銀財宝を調べる。

「宝箱から手に入ったお金や不要な換かん金きんアイテムを売れば、新しい宝の地図が買えるだろうな。それに素材系アイテムに宝石があるのは、個人的に嬉うれしいかも」

　宝箱の中には、素材アイテムとして研けん磨まされた大サイズの宝石がいくつも入っていた。

　アクセサリーに使えるし、マジックジェムを作る素材にもなる。

「宝箱二つで大サイズのルビーが10個か。纏まとまって手に入ったから極大サイズの宝石が作れるか？」

　俺は、メニューを開き、センスステータスの【錬れん成せい】センスを確認する。
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【錬成】センスとは、【錬金】と【合成】センスの性質を持つ統合センスである。

　そのために、【錬金】センスの《上位変へん換かん》スキルを使用することができる。

「宝石のサイズが大きくなれば、今までエンチャントできなかった魔ま法ほうのマジックジェムが作れるかもしれないし、【身代わり宝玉の指輪】にも使えるよな」

　俺にとっての宝石は、アクセサリーやマジックジェム、【身代わり宝玉の指輪】に使われる。

　そのためにランクの高い極大サイズの宝石には、今までできなかった様々な使い道が予想される。

「まぁ、作っておけば必要な時に使えるよな。──《上位変換》！」

　俺は、10個の大サイズのルビーを上位変換し、極大サイズのルビーを作成し、手に持って観察する。

「はぁ、流石さすがに大きいと綺き麗れいだなぁ。けど、これは流石に重いし、使いづらそう……」

　初めて作った極大サイズのルビーを見て顔を顰しかめる。

　アクセサリーの素材として使うには、逆に大きすぎて宝ほう飾しよく品ひんのデザインが限定される。

　マジックジェムにして使うには、投げやすい大きさではあるが、複数を同時に投げるには向かない。

　極大サイズのマジックジェムを投げるよりも普ふ通つうに魔法を使った方が、射程や命中精度は安定するだろうし、地じ雷らいのように事前設置する運用が無難だろう。

　射程を延ばしたいなら、スリングショットなどの道具と併へい用ようする必要があるが、俺の場合は総金属製の矢に魔法をエンチャントして長弓で遠くに飛ばせる。

【身代わり宝玉の指輪】に関しては、宝石を嵌はめ込む空の台座と極大サイズの宝石では、バランスが悪く、見栄えも悪い。

「やっぱり、コスパ的には中サイズや大サイズの宝石が一番かなぁ」

　極大サイズだから、いいという訳ではないことを感じ取り、手の中でルビーを転がして見つめる。

　そして、自身のメニューのステータスや習得スキルなどを見ていると、ふと、あるスキルが目に止まる。

「そう言えば、極大サイズの宝石に【魔ま力りよく付ふ与よ】ってやったことなかったな」

　ＥＸエクストラスキルの【魔力付与】とは、アイテムにプレイヤーのＭＰを注ぎ、アイテムの性能を上げたり、上位のポーションや魔法薬などの作成に使用される。

　小サイズや中サイズの宝石なら、アクセサリー作りの際に素材や仕上げの段階で【魔力付与】を行なえば、ステータスなどを微び増ぞうすることがある。

「思い付きだけど、やってみるか。どうせ実験だし──【魔力付与】！」

　早さつ速そく、手の中の極大サイズのルビーにＥＸスキルを使ってＭＰを込こめ始める。

「おっ、なんか感覚が……」

　極大サイズの宝石に【魔力付与】を行なったが、予想以上にＭＰをスルスルと込めることができる。

　小サイズや中サイズの宝石では、そんなにＭＰを使わないし、メガポーションやＭＰポットなどの上位のポーションを作る際には多くてもＭＰの５％あれば十分である。

　だが、極大サイズの宝石は、底無しのように俺のＭＰを吸収し続ける。

「うわっ、これ、もしかしてＭＰが足りずに失敗するパターンか？」

　流石に、使い勝手が悪いといっても、貴重な極大サイズの宝石が消失するのは痛い。

　片手で宝石を握にぎり締しめたまま、もう片方の手でメニューを操作してインベントリからＭＰポットを取り出し、蓋ふたを開けて飲み、ＭＰを回復させる。

「ぷはっ、ＭＰは、まだ吸われ続けてる」

　ぐんぐんとＭＰを吸い続け、少しずつ輝かがやき始める極大サイズの宝石に若じやつ干かん恐きよう怖ふする。

　そして、輝き始めた宝石にＭＰを注ぎ続け、遂ついに──

「できた。これ以上だとヤバイな」

　メガポーションを作る際に【魔力付与】でＭＰを注ぎすぎると爆ばく発はつして失敗する。

　感覚的に、これ以上ＭＰを注ぐのは危険だと判断した俺は、【魔力付与】を止める。

　そして、輝く極大サイズのルビーのステータスを確かく認にんする。





【魔宝石：ルビー】【素材】

　最上級の宝石が魔力により、変質した稀き少しような宝石。






「なんか、新しい素材に変化してる。魔宝石ってなんだ？」

　俺は、魔宝石とか変質という単語が気になる。

「なんで、変化したんだ？　それにＭＰの要求量はおかしくないか？　いや、違ちがうか、魔法薬とかも変質させてたし、消しよう耗もう品と武器や装そう飾しよく向けの素材だと別か」

　魔法薬は、複数の素材を混ぜた混合液に【魔力付与】することで、特とく殊しゆな効果を持つ薬に変質させていると言える。

　また消耗品という関係でＭＰの要求量が少ないだけで、普通のアクセサリーに【魔力付与】を使う際は、そこそこの量のＭＰを消費する。

「これは他の素材でも【魔力付与】の変質化がありそうだなぁ」

　宝石の変質条件が極大サイズなら、金属インゴットは、金属の種類と品質などだろうか。

　その他、リーリーの扱あつかう木材系の素材やクロードの使う布や革かわなどは、どんな風に素材が変質するのか。

「俺も魔法薬で知らずに変質化していただけで、マギさんやクロードたちも使ってるのかも。一度、情報共有した方が良いかも」

　思い付きでやったことだが、色々と調べたいことや試ためしたいことが生まれてしまった。

「けど、今は後回しかな。リゥイ、ザクロ、休憩終わりにしようか！」

　俺は、魔宝石のルビーをインベントリに仕舞いながら、南国フルーツを食べに行ったリゥイとザクロを呼ぶ。

　呼ばれたリゥイとザクロは、急いで残りのフルーツを食べたために、口の周りをベタベタに汚よごしていた。

　リゥイは、水球を生み出してザクロと共に口元を綺麗に洗い、何事も無かったかのように振ふる舞まい、俺はそんな姿を見て苦笑いを浮うかべる。

「さて、西のポータルを登録してから帰るか」

　俺は、ここから一番近い西のポータルに向けて歩き出すが、リゥイとザクロはその場から動かず、ピンと耳や尻尾を立てて別の方向に顔を向ける。

「どうした？　リゥイ、ザクロ？」

　なにかあるのか？　と俺もそちらを向いた直後、ズンという重い音と共に、熱帯林の隙すき間まから水柱が上がる。

「な、なんだ!?」

　振り返った先で聞き覚えのある声を耳にした俺は、ザクロを呼び寄せて、リゥイの背に乗り、指示を出す。

「リゥイ、音の場所に向かってくれ！」

　俺は、リゥイの背に乗って熱帯林の隙間を駆かけていく。

『ＣＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡ──』

　熱帯林の先から甲かん高だかいガラスを引っ搔かいたような叫さけびが聞こえる。

　俺がリゥイと共に林から飛び出すと、目の前には小さな水辺がある。

　その水辺では、ミュウのパーティーが巨きよ大だいな蓮はすの花の下半身と緑の肌はだを持つ半人半植物の女性──ロータス・アウラウネというＭＯＢと対たい峙じしていた。

　しかも状じよう況きようは悪い。

『あははははははっ！　──《ソル・レイ》！』

『がぁぁぁぁぁぁぁっ！　──《インパクト》！』

「ミュウとヒノが【誘ゆう惑わく】を受けました！　私とトビさんが引きつけます！」

「……ミュウさん、ヒノさん！　正気に戻もどってください！」

　ロータス・アウラウネに、【魅み了りよう】の上位である【誘惑】の状態異常バツドステータスを受けたミュウとヒノは、ルカートたちと敵対していた。

　ミュウは、狂くるったように妖あやしい笑い声を上げながら収束光線を放ち、ルカートがバスタードソードの側面で受け止める。

　ヒノは、獣けもののような叫びと共に大おお槌つちを振り回し、立ち塞ふさがるトウトビは後衛に攻こう撃げきが行かないように誘ゆう導どうする。

　しかし、前衛二人が【誘惑】された隙を突ついき、ロータス・アウラウネはリレイを攻撃する。

　コハクもダメージを受けつつ、倒れたリレイを抱だき留めていた。

「くっ、ここまで、ですか……このままだとパーティーが崩ほう壊かいします」

　回復の要かなめであるミュウが【誘惑】されたことで、一気にパーティーの崩壊が進み、ルカートたちの奮ふん闘とうでなんとか耐たえていた。

『ＣＹＡＡＡＡＡＡ──』

　ロータス・アウラウネが金切り声を上げ、それに呼応するように紫むらさきの花粉が周囲に飛散する。

　広こう範はん囲いの状態異常バツドステータスにルカートたちが諦あきらめたような雰ふん囲い気きを醸かもし出すが──

「リゥイ──《浄じよう化か》！」

　リゥイの浄化の波動が押し寄せる花粉を押し返し、そのままミュウとヒノの状態異常バツドステータスを癒いやす。

　上位の状態異常バツドステータスである【誘惑】を受けていたミュウとヒノは、浄化では完全に完治しなかったので、更さらに状態異常バツドステータス回復薬を浴びせ、正気に戻す。

「あれ？　ユンお姉ねえちゃん？　どうして、ここに？」

「声を聞いて駆け付けたんだよ。ミュウたちが負けそうだったから、つい手を出した」

　さっきまでは切せつ羽ぱ詰つまった状況だったが、ミュウとヒノが正気に戻り、少しずつ状況を理解する。

「はっ、そうだ。回復──《ラウンド・ハイヒール》！」

　ミュウが回復魔ま法ほうを使い始めて、パーティーとしての余よ裕ゆうを取り戻し始めた。

　衝しよう動どう的に手助けしたが、あまり良くない行動に反省しつつ、倒れたリレイに【蘇そ生せい薬】を使う。

「割り込むようなことして悪かったな」

「辻つじヒールみたいなもんやから、別に気にしてへんよ。ユンさんが来てくれて、助かったで」

　俺とコハクのやり取りの間に、リレイが目を覚まし、不敵な笑えみを浮かべる。

「ふふふっ、あのままアウラウネに操あやつられたミュウさんたちを見て楽しむのもありだったんですが、流石さすがに負けるのは癪しやくに障さわりますね」

「リレイ。倒れとったのに、またしょうも無いこと言って！」

　冗じよう談だんを言えるほどコハクとリレイの間に余裕が生まれ、俺は苦笑いを浮かべる。

「それでミュウたちは、どうする？　このまま撤てつ退たいするか？」

「ＨＰを半分まで削けずったんだよ！　残り半分も削って倒す！　ユンお姉ちゃんも来たんだから、手伝って！」

「いいけど、攻撃はしないぞ」

　ミュウたちの戦っているロータス・アウラウネに攻撃すると【共きよう闘とうペナルティー】が発生してステータスなどがマイナス補正を受けてしまう。

　だが、攻撃を加えず、辻ヒールのような形で手助けすることはできる。

「それじゃあ、いくぞ！　《空間ゾーン・エ付加ンチヤント》──アタック、ディフェンス、マインド！」

「改めて行くよ、みんな！」

　抜ぬけ道的な方法だが、ミュウたちをサポートする。

　エンチャントで強化されたＡＴＫによるダメージ増加とＤＥＦとＭＩＮＤの底上げによってミュウたちの状態異常バツドステータスへの抵てい抗こう力が上がる。

　また、リゥイの《浄化》でロータス・アウラウネの状態異常バツドステータス攻撃を防ぐことができたので、ミュウのパーティーが正常に動き始め、ロータス・アウラウネにダメージを与あたえていく。

「ふふふっ、これで終わりです！　──《フレイム・サークル》！」

　リレイが杖つえを掲かかげ、振り下ろすと共に炎ほのおの環わを生み出し、それが収束して、水辺の中央にいたロータス・アウラウネを飲み込む。

　炎の中で甲高い悲鳴を上げながら、ロータス・アウラウネは、光の粒りゆう子しとなって消えた。

「あー、疲つかれた～。ユンお姉ちゃんとリゥイは、ありがとう。初見の敵ってキツイね。体は勝手に動くし、魔法をルカちゃんたちに向けちゃった。ユンお姉ちゃんに助けてもらわなかったら、もっと苦戦してたかも」

　パーティーを崩壊寸前まで追い詰つめた敵との戦せん闘とうが終わり、緊きん張ちようが途と切ぎれて、疲れが押し寄せたのかミュウは、にへらっと力なく笑う。

　ただミュウの意地なのか、蘇生薬などのアイテムがあるためか、絶対に負けるという言葉は口にしない。

　その様子にルカートたちが苦笑いを浮かべ、トウトビとヒノが宝箱を回収してくる。

「……ミュウさん、今回は当たりです。【海かい賊ぞく王の秘宝】ですよ」

「やった！　あとでみんなで分けようね！」

　部外者の俺には見えない宝箱を開けたトウトビの報告にミュウが嬉うれしそうな声を上げる。

　そして、改めてミュウは、俺に真まっ直すぐに顔を向けてお礼を言ってくる。

「改めて、ユンお姉ちゃん。助けてくれて、ありがとうね」

「偶ぐう然ぜん居合わせただけだから、気にするな」

　俺がそう言って、ミュウの頭を撫なでると気持ちよさそうに目を細めている。

　しばらく、撫でられ続けたミュウは、そっと俺から離はなれる。

「疲れたから休きゆう憩けい場所に帰ろうか！」

　ミュウの提案に、ルカートたちも同意するように頷うなずく。

「ユンお姉ちゃんは、どうする？　まだ冒ぼう険けんの途と中ちゆう？」

「いや、用事は終わったところだから、一いつ緒しよに行くよ」

「それじゃあ、行こうか！」

　ミュウの号令と共にルカートたちが歩き出す。

　ミュウは、誰だれよりも早くに気力が戻ったのか、先頭を軽快に歩いて行く。

　だが、疲れからヒノとコハクの足取りが怪あやしかったので、俺は呼び止めてリゥイの背に乗せて移動する。

「むぅ、ヒノちゃんとコハクだけ羨うらやましいなぁ……」

「ふふふっ、実は私もこの日差しで足取りが怪しいんですよね。是ぜ非ひとも美少女と密着する機会を！」

　ロータス・アウラウネとの戦闘で追い詰められ掛かけた後でも、ミュウとリレイの反応が普ふ段だん通りのために、全員から苦笑いが溢あふれる。







　　　六章　ＭＯＢ式エンジンと巨きよ大だい蟹がに







　ミュウたちの言う休憩場所。それは──【海の家】だった。

「いらっしゃい！　みんなの憩いこいの場所、【海の家】２号店やで！」

「シチフク、いつの間にこんなの作ったんだよ」

　俺が呆あきれた様子で、孤こ島とうの西側の海岸に建てられた木造平屋の建物を眺ながめ、その中にミュウたちと入っていく。

「みんな、お疲れ様。それじゃあ、お宝を配分しようっか！」

　ミュウが音おん頭どを取り、みんなで集めたお宝をこの場に取り出していく。

　そのお宝の量は、軽く宝箱20個分を超こえていた。

「凄すごい、量だな……」

「普ふ通つうだよ。宝の地図を[image: ]枚買って、今日は孤島の西側を重点的に回っただけだよ」

　確かに、１枚の地図を延々と追うよりも大量の地図を買って、孤島のエリア毎ごとに仕分けて、近い場所毎に宝を探した方が効率がいい。

　ミュウはなんでもないように答えるが、俺はその効率的な動きに、感心というか呆れに近いものを感じる。

「お金は、均等に配分でいいよね？　それから素材系はどうする？　使いたい素材だけ各自選んで、残った素材は、売ってＧで配分でいいかな？」

　ミュウの言葉に、お宝の配分に問題なく、欲ほしい素材以外は全すべて換かん金きんという形になる。

　そして、最後にお宝の配分の本命が待っている。

「今回の探たん索さくで見つかった【海賊王の秘宝】は７つだけど、どうする？」

「欲しい秘宝があるけど、ロータス・アウラウネ戦で状態異常バツドステータスを受けて迷めい惑わく掛けちゃったから、ボクの優先権は後でいいよ」

「ヒノちゃんの言う通り私だって、聖騎士パラデインを自負しているのにみんなをピンチにしちゃったから後でいいよ」

　回復役なのに状態異常バツドステータスを受けてしまったことにミュウは、深い溜ため息いきを吐はき出す。

　ルカート、トウトビ、コハク、リレイの四人が優先的に【海賊王の秘宝】を選ぶ。

「それでは、私は、遠えん慮りよなくこれを……」

「あっ……狙ねらってたやつ。やっぱりルカちゃんが選ぶかぁ」

　ヒノが狙っていたアイテムは、分厚い革かわ張りの装そう丁ていがされた本である。

「ヒノさん、すみません。自己鍛たん錬れんには【戦士の追つい憶おく】がちょうどいいですから」

【戦士の追憶】という秘宝は、プレイヤーが過去に倒たおしたＭＯＢの絵姿が本に記録され、必要に応じてその幻げん影えいを呼び出すことができる、というものらしい。

　本の形をしており、またモンスター図ず鑑かん的な要素があるので、個人的に俺も欲しいと思う。

「うちは、この陶とう器きの破は片へんを貰もらうで」

　コハクが選んだのは陶器の破片の形をした強化素材、トウトビは小こ綺ぎ麗れいな指輪を手に取る。

　そして、リレイは──

「ふふふっ、これにしましょうか──、それともこれに──」

　残された四つの秘宝の間で手を彷徨さまよわせながら、ミュウとヒノの反応を見ている。

　二人の反応からどのアイテムを狙っているのか分かる。

　なので、わざとその秘宝に手を差し向けて、落ち込んだ様子を眺める。

　そして、別の秘宝に手を向けて、パッと表情が明るくなるミュウとヒノの表情を楽しみ、また二人の狙う秘宝の方に手を伸のばす。

　それを繰くり返し、ミュウとヒノの反応を一ひと頻しきり楽しんだところで、二人が狙う秘宝とは別の秘宝を手に取る。

「ふふふっ、私はこれにしますね」

　ミュウとヒノの反応を楽しむのはいい趣しゆ味みしていると思うが、二人の狙う秘宝を手に取らないのは、リレイなりの優やさしさかもしれない。

「私とヒノちゃんの番が回ってきたね」

「じゃあ、ボクはこれ！」

「私は、これを貰うね」

　ヒノは、古ぼけた腕うで輪わを選び、ミュウは、玉虫色に輝かがやく歪いびつな塊を選び取る。

　角度によって怪しく輝く不思議な物体に俺は、一いつ瞬しゆん目を奪うばわれる。

　そして、最後に残った一つの秘宝に対して、ミュウたちが互たがいに視線を合わせて──

『『『──ジャンケン、ポン！』』』

　実にシンプルな方法で最後の一つを争う。

「……やりました」

「負けたぁぁぁぁっ！」

　ジャンケンはトウトビが勝ち、最後に残った錆さびの浮ういた鍵かぎの秘宝を手に入れ、ミュウが悔くやしがる。

　そうしてミュウたちは、今日手に入れたお宝の配分を終え、ハズレ宝箱から新しく手に入れた宝の地図を開き、場所を整理していく。

　その中でミュウは、俺に尋たずねてくる。

「そう言えば、ユンお姉ねえちゃんは、偶然居合わせたって言うけど、あそこで何やってたの？」

「俺も【海賊王の秘宝】を探してたんだ。それでこれを見つけた帰りに、な」

　そう言って先さき程ほど手に入れた【不ふ屈くつの石】を取り出し、その効果を説明する。

「いいなぁ。どの番号の秘宝？　この地図の中にそのアイテムがあるかな？」

　戦闘プレイヤーであるミュウたちからは、羨ましい、運がいいなどと言われる。

「いい防ぼう御ぎよ系アイテムだと思うけど、言うほどか？」

「ユニークアクセサリーだから壊こわれないし、一日でリチャージされるから使い回せるよね」

「それに戦闘で効果発動した後は、別のアクセサリーと装備を替かえれば、無む駄だがないよね」

「あっ、なるほど。そういう使い方もできるのか」

　俺が思い付かなかった考え方や小こ技わざを順番に教えてくれるミュウとヒノに、素す直なおに感心する。

　そして、そこから互いに調べた秘宝の情報について話し合った。

　どうやら、【海かい賊ぞく王の秘宝】がある場所には、何らかのギミックがあるらしい。

　俺みたいな謎なぞ解ときだったり、ミュウたちのようなボスＭＯＢ。その他にもイベント戦や小ダンジョンなど、様々なものが用意されているらしい。

　俺も【不屈の石】を手に入れた謎解きギミックに対して、謎解きの過程を記したノートのスクリーンショットをミュウたちに提供した。

「ありがとう！　もしその秘宝の謎解きに挑ちよう戦せんする時は、すぐに攻こう略りやくできそうだよ」

「プレイヤーごとに像の重さとかが変わるかもしれないから注意しろよ」

「でも、謎の解き方さえ分かれば、応用はできるよね」

　楽しそうに笑うミュウは、自身の手首に着けられたブレスレットを見て、何かを思い出したかのように視線を彷徨わせる。

「どうした、ミュウ？」

「いや、そのね。前にユンお姉ちゃんがプレゼントしてくれたアクセサリーがあるよね」

　ミュウが掲かかげる手首には、俺がプレゼントした【スノーホワイト・ブレスレット】があった。

「壊れた時も修理して貰ったし、なにかユンお姉ちゃんにお返ししたいなー、と思ってたんだよね」

「別に気にしてないのに……」

「私が気にするの！　それに、今日は助けてくれたことのお礼もしたいの！　だからね。これ、あげる！」

　そう言ってミュウが差し出してくるのは、先程ミュウが選び取った玉虫色に輝く歪な塊の【海賊王の秘宝】である。





　魔ま弾だんの礫つぶて【強化素材】

『俺様の[image: ]番目の秘宝だ。こいつがあれば、どんな相手にだって大たい砲ほうをぶち当てられる。船同士の砲ほう撃げき戦じゃあ負け知らずのお守りよ』






　また、【装そう飾しよく師】のセンスに成長したことで更さらに強化素材に対する鑑かん定てい能力が上がり、アクセサリーに使用した場合の追加効果が分かるようになった。

「これは──【射しや撃げき強化（中）】の追加効果が得られるのか？」

　射撃というと、弓矢や単体攻こう撃げき魔法、投とう擲てきなどが分類される。

「うん。私が使っても強化範はん囲いが限定的だから、ユンお姉ちゃんが使って」

「貰えないぞ！　それに貰ったらミュウの【海賊王の秘宝】がなくなるだろ」

「そんなの、また集めればいいよ！」

　軽く言うなぁ、と俺は苦笑いを浮かべてしまう。

　だが、実際に何十枚と宝の地図を広げて、効率的に宝探ししているミュウたちを見ると、あながち冗じよう談だんのようにも聞こえない。

「わかった。なら、ありがたく使わせてもらうな」

「うん！　それで強くなって一いつ緒しよに冒ぼう険けんしようね」

「あはははっ、お手て柔やわらかにな」

　俺は、ミュウから貰った玉虫色に輝く礫を握にぎり締しめる。

　そんな俺とミュウのやり取りに、ルカートたちや【海の家】にいるシチフクが微笑ほほえましそうに見つめてくる。

「ユンお姉ちゃんは、どうする？　私は、もう少しルカちゃんたちと休んでる」

「俺は、夕飯作るから先にログアウトするな。時間に遅おくれるなよ」

　俺は、ミュウにそう言い残し、孤島の西側のポータルを登録してからＯＳＯをログアウトする。

　そして、夕飯の席では、美み羽うの宝探しの様子などを相あい槌づちを打ちながら詳くわしく聞く。

　食後に食器の片付けやお風ふ呂ろなどの寝ねる準備を整えた俺は、再びＯＳＯにログインして、夜の【アトリエール】に降り立つ。

　ログインした俺は、閉店後の【アトリエール】の店てん舗ぽ部に赴おもむき、商品の売れ行きを確かく認にんする。

「あっ、俺のアクセサリーが売れてる」

　横長のショーケースには、デザインの系統ごとにアクセサリーを展示していたが、それが所々売れて、少し寂さびしい空白が生まれていた。

　現品限りのアクセサリーだし、気が向いたら作る程度なのだが、求められるならまた商品用に何点か作ろうかと考え、工こう房ぼう部に入る。

「さて、ミュウから貰った強化素材でアクセサリーを作るか」

　今までも自分が使うアクセサリーを何度も作ってきた。

　だが、その殆ほとんどは、特定の状じよう況きよう下かで使う物や汎はん用よう性の高い物である。

　なので今回は、ミュウやセイ姉ねぇ、タクに贈おくったような、そのプレイヤーに合わせて調整した俺専用のアクセサリーを作るつもりだ。

「さて、どの素材で作るかなぁ」

　手持ちの素材の中から二つの素材を選び出す。

「ミスリルとグランライト鉱石をベースにするか」

　白銀に輝くミスリルインゴットと黄色掛がかった土属性のグランライトインゴットを【魔ま導どう炉ろ】に投入し、溶とかして合金にする。

「《付加エンチヤント》──アタック、スピード！」

　溶け出た金属を隕いん星せい鋼のハンマーで叩たたき、合金インゴットに形を整える。

　そして、冷えて固まった地属性のミスリル合金のインゴットを作業台に移し、今度は別のアイテムを取り出す。

「前々から使おうと思ってエミリさんに用意して貰ってたやつ。使う機会が巡めぐってきたよ。──《合成》！」

　俺は、【素材屋】のエミリさんに頼たのんで用意して貰った２等級の属性石を地属性のミスリル合金に合成する。

　これによりミスリル合金の属性が更に地属性に傾かたむく。

「素材の変質化が起こるかな──【魔力付与】！」

　試ためしとばかりに、【魔宝石】を作った時のように【魔力付与】を行なった結果──地属性のミスリル合金のインゴットの変質が始まり、別の素材に変化していく。





　アースダイトインゴット【素材】

　一定以上の強い地属性を帯びたインゴットが魔力により変質化した魔法金属。






「昼間の【魔ま力りよく付ふ与よ】の感じからできそうだと思ったけど、なんかできた」

　グランライトよりも上位の魔法金属の完成に、俺の呟つぶやきが漏もれる。

　俺は、アースダイトインゴットを高火力の【魔導炉】に投入し、ハンマーを振ふるって形を変えていく。

　ミスリル合金以上、アダマンタイト未満といった難易度に気負い無くハンマーを振るって、アクセサリーを作成するが、初見の素材ということで失敗してしまう。

「ふぅ……やっぱり初めての金属は、癖くせを覚えないとなぁ。素材はまだあるし、もう一回！」

　手間は掛かるが、素材だけは豊富にあるので、新たなアースダイトインゴットを用意する。

　もしかしたら、地下渓けい谷こくにあるドワーフの国にいるドワーフ王に聞けば、なにか分かるかも知れない、とか。

【錬れん成せい】センスを持つエミリさんは、分解炉と錬金釜がま、そして【エッセンス】という独自エネルギーを使って、アースダイトを作成できるかもしれない、とか。

　そうしたことを考えながら、二度目のアクセサリー作りをする。

　そして、何度か失敗を繰くり返してアースダイトの癖を摑つかみ、満足のいくＣ字型の指輪を作成することができた。

　宝石用の台座を作って装飾に、表面には凹おう凸とつを入れ、縁ふちには蔦つた模様の彫ほり込みを入れる。

「ふぅ、【魔導炉】が無かったら作れなかったのか、【魔導炉】だから作れたのか」

　俺は、流れる汗あせを拭ぬぐいながらアクセサリーの土台を冷やす傍かたわら、インベントリや素材を収納したアイテムボックスから何種類かの宝石を取り出す。

「アクセサリーの地の色が金色っぽい感じになってるし、どの色が似合うかなぁ」

　一つ一つ台座と宝石の色合いを比べる。

「魔宝石を使えれば、性能は上がりそうだけど、このサイズのアクセサリーの台座には入らないよな」

　実際に魔宝石のルビーを取り出し、指輪と比ひ較かくすれば、サイズ比率のバランスが悪い。

　指輪サイズの宝石の限界としては、中サイズ。腕うで輪わなら大サイズまでできる。

　極大サイズの宝石は、武器や防具用に向いているのかもしれない。

「うーん。あっ、これいいかも。縁の蔦模様とも合うし」

　色合い的に薄うす緑みどり色いろのペリドットを手に取り、冷めた指輪の台座に合わせてみる。

　ペリドットを研けん磨まして、台座に合うように調整していく。

　そして、【装飾師】のセンスや【付ふ加か術じゆつ士し】のセンスで追加効果を付与して、最後にミュウから贈られた【魔弾の礫】を強化素材として使う。

「できた。俺だけのアクセサリー」





　射手の指ゆび貫ぬき【装飾品】（重量：１）
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　追加効果：【ＡＴＫボーナス】【ＡＴＫ付加エンチヤント】【射撃強化（中）】【地属性向上（大）】






　アースダイトという新しいインゴットから作り出したアクセサリーを見て、自然と笑みが溢あふれる中、左手の人差し指に嵌はめてみる。

「うん。邪じや魔まにはならないかな」

　銀色の指輪に比べたら地金が金色っぽいので、柔やわらかな印象を与あたえてくる。

　個人的に、満足のいくアクセサリーができたと思い、上じよう機き嫌げんで工房内を片付ける。

　その中で、作業台に出した魔宝石のルビーが目に映る。

「こいつの使い道も見つけてやらないとな」

　俺は、そう呟きインベントリに仕し舞まい、【魔導炉】の火を落としてログアウトする。




　　　　●




　それから数日後、俺はキョウコさんと一緒に【アトリエール】に併へい設せつしたガラスハウスで作業していた。

「ちゃんと育つといいなぁ。南国フルーツ」

「このハウスの中でなら育つとお墨すみ付つきをもらいましたから大だい丈じよう夫ぶですよ」

　ＯＳＯで長くお世話になっている農夫Ｎノン・プレＰイヤー・キＣヤラクターから南国フルーツの栽さい培ばいのアドバイスを貰もらい、《下位変へん換かん》スキルで作り出した南国フルーツの種を植える。

　そして、ジョウロで水みず遣やりして畑仕事が落ち着いたところで、マギさんからフレンド通信が入る。

「あっ、マギさんからだ。──マギさん、どうしました？」

『ユンくん、やっとボートの試作品が出来たのよ』

「おめでとうございます！」

　俺が偶ぐう然ぜんに作ったものを早くも実用レベルまで改良したことを報告してくれるマギさんに、流石さすがマギさんたちだなぁ、と思う。

『それで、これからリーリーとエミリちゃんたちと孤こ島とうの北側の海岸でお披ひ露ろ目めする予定なんだけど、見に来られる？』

「是ぜ非ひ、見に行きます！」

　マギさんからのお誘さそいを受けた俺は、【アトリエール】をキョウコさんに任せて、工房部で水着装備に着き替がえる。

　工房部に設置されているミニポータルから孤島北側のポータルに転移し、そこから海岸に向かって歩いて行く。

　しばらくして海岸に辿たどり着いた俺は、砂すな浜はまに並べられたボートや水上バイクらしきものを調整するマギさんやリーリー、エミリさんを見つけた。

　手伝いとして【ＯＳＯ漁業組合】のメンバー４人が、マギさんたちと打ち合わせしていた。

　そんな光景から少し離はなれた場所で、水着姿のレティーアとベルが浜はま辺べに敷しいた敷しき物ものの上に座り、マギさんたちの作業を眺ながめていた。

「あっ、ユンさん、こんにちは」

「ユンさん、こんにちは～。リゥイとザクロはいないの？」

「リゥイとザクロは、召しよう喚かん石の状態で呼んでないかな」

「じゃあ、呼ぶ？　今度こそ私にモフモフされてみる？」

「ダメだと思うな」

　俺が断ると、そっか～、とベルは軽い声を上げて諦あきらめる。

　相変わらずなベルだが、嫌いやがる相手には無理強じいせずに、代わりにレティーアの使し役えきＭＯＢたちを構い始める。

「レティーアとベルもお披露目に来てたのか？」

「はい。ちょっとラギの出す金きん属ぞく糸しが欲ほしいらしくて融ゆう通ずうした関係でお呼ばれしました」

　そう言って説明するレティーアに、そうなのか、と俺は相あい槌づちを打つ。

　そして、俺が来たところで、打ち合わせを終えたらしく、エミリさんが呼びに来る。

「ユンくんたち、待たせてごめんなさいね」

「いや、俺は今来たところですよ」

「私たちは気にしてませんよ」

　俺とレティーアが気にしていないことを伝え、ベルも同じだと頷うなずく。

「そう言ってくれると助かるわ。ユンくんたちに説明した後、実際に海で動かす予定よ。さぁ、見に行きましょう」

　エミリさんの案内で俺たちは、ボートの並ぶ場所に向かい、マギさんとリーリーが出で迎むかえてくれる。

「ユンくんにレティーアちゃん、ベルは、来てくれてありがとう。それじゃあ、私が改良ボートの説明をするわ」

　早さつ速そく説明を始めようとするマギさんは、いつも以上にワクワクしているように感じる。

　少しでも早く実際に動かしてみたいのだろうと思い、俺たちは微笑ほほえみながら説明を聞く。

「このボート──合成ＭＯＢの力を借りているからＭＯＢ式エンジンって呼びましょうか」

　そう言ったマギさんは、俺たちの前に紫むらさき掛がかった大きな金属の塊を取り出す。

　くの字に曲がった金属筒つつの中央が膨ふくらむように大きくなり、膨らんだ場所には、開閉するための蓋ふたが存在していた。

「これがエンジン部分の簡単な機構ね。片方のパイプを船底に出して水を取り込み、この膨らんだ部分でアクアジェルが水を吸収、そして、もう一方のノズルから排はい出しゆつよ」

　くの字のパイプは、水の供給側が太めになり、排水側は、噴ふん出しゆつの勢いを増すために徐じよ々じよに狭せまくなっている。

「これにアクアジェルを１匹ぴき入れて動かせば、ユンくんが貸してくれたボートのサイズくらいなら、安定した速度を出すことができたわ」

「おー、凄すごいですね。ちょっと見てもいいですか？」

「ええ、いいわよ」

　俺は、マギさんの作ったエンジン機構の金属を受け取り、気がつく。

　構造的にはシンプルだが、思った以上に軽い。

　だが、ミスリルよりは重く、色合い的にミスリル合金かとも思ったがどうやら違ちがうようだ。

「マギさん、これって……鉄か鋼はがねで出来てます？」

「惜おしいかな。ちょっと近いけど……なんだと思う」

　マギさんは、楽しそうな笑みを浮うかべて尋たずね返してくる。

　惜しくて、近い。けど、違う金属は何かあっただろうか……と頭を悩なやませる。

「すみません。やっぱり、分かりません」

「正解は、【魔ま鋼こう】って新しい製法の金属かな」

「……新しい製法って、素材の変質化？」

　マギさんから聞いた魔鋼という単語から先日、見つけた【魔力付与】による素材の変質化に思い至る。

「あっ、ユンくんやっぱり知ってたんだ」

「いえ、俺の場合、たまたま宝石を変質化させただけです。ただ、【魔鋼】は知りませんでした。凄いですよ」

　俺が、素す直なおに賞賛を贈おくるとマギさんは、新たな素材である【魔鋼】について語り始める。

「【魔鋼】の作り方は、【最上質な鉄インゴット】に【魔力付与】をすると変質化するのよ。多分だけど、素材の品質が影えい響きようしているんだと思うわ」

「ああ、やっぱり。だから【魔ま導どう炉ろ】を導入したからできたんですね」

　それなら、素材の変質化を知ったのなら、ミスリル合金を使った上位の魔法金属の生成も成功しているのかもしれない。

「この【魔鋼】は、重さは鉄と同等だけど耐たい久きゆう性は鉄や鋼より高めね」

「その【魔鋼】はミスリルやミスリル合金とどっちが上なんですか？」

「それは、ミスリル系の方が圧あつ倒とう的に総合力は高いわね。ただ、元が鉄鉱石だから、今回みたいなＭＯＢ式エンジンの機構を作るのには、安価で耐久力もそこそこだから、ちょうどいいのよ」

　そう言われ、俺は感かん嘆たんの声を上げて、抱かかえている【魔鋼】のエンジン機構を見る。

「実は、この【魔鋼】とエンジン機構を作るノウハウを応用して、海かい賊ぞくが使っていた大たい砲ほうを作成したのよ」

「ええっ!?　大砲の作成!?」

「まだ試作第一号が完成したところだから──『ん、んんっ！　マギっち』──リーリー、ごめんね」

　つい、俺とマギさんが生産談義を始めてしまい、リーリーに止められる。

「それじゃあ、改めてＭＯＢ式エンジンとボートの説明ね」

　マギさんは、本日のお披露目の目的であるＭＯＢ式ボートの説明に戻る。

「ユンくんの持つエンジン機構は、海うみ釣づりボートのやつで２、３人向けなのよね。求められるのは、それより大きなサイズなんだけど作るのが難しくて」

　求められるサイズ──つまり、５～６人が搭とう乗じようできるパーティーサイズの船やギルドなどの20人サイズの船への搭とう載さいだろう。

　出力の関係か、それとも複数エンジンを搭載して動かす時の制せい御ぎよバランスか、それともエンジン部分の大型化による重量の増加か、と色々問題がありそうだ。

「大型化には、安価な【魔鋼】じゃなくて、ミスリルを使ってもいいんだけど、やっぱりミスリルの方が加工難易度が高いからね」

　そんな説明の中、リーリーが補足する。

「でも、小型化には成功しているんだ！　ほら、こっち！」

　リーリーが指差す先には、海釣りボートの三分の一ほどの水上バイクらしきものがある。

「水上バイクを参考にして、速度特化した形に小型化することができたんだよ！」

　そう言って、エンジン部分は一回り小さく、１人か２人乗りに軽量化し、レベルの高いアクアジェルを入れることで高速化を実現したようだ。

　そして、その水上バイクの特とく徴ちようとしては、ハンドルがあることだ。

「……ハンドルで舵かじ取とりができるのか？」

「うん！　ハンドルの軸じくのところにワイヤーを巻いて、ハンドルを傾かたむけることで左右のワイヤーの長さが変わって、ワイヤーに繫つながる舵が左右に動くんだよ！」

　実際にハンドルを右に傾けると、ハンドルの軸に巻かれたワイヤーに連動して水上バイクの後方の舵が動く。

「あっ、さっきレティーアが協力したのって」

「うん。このワイヤーに使う金属糸を提供してもらったんだ。その金属糸をクロっちに編んでもらってワイヤーにして使ってるの」

　へぇ、と俺たちは感心しながら見つめる。

　少人数向けのＭＯＢボートは完成しており、次にマギさんたちは大型化に向けて研究するようだ。

　マギさんがエンジン機構の改良と効率化、リーリーが多人数が乗れる船体の設計、エミリさんは、高出力を実現する合成ＭＯＢの作成と互たがいに連れん携けいしているようだ。

「それじゃあ、最後に実際に海でこのＭＯＢボートを走らせましょうか」

　マギさんが合図すると共に手伝いに来ていた【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーが、色違いにカラーリングされた水上バイクで、海に出て行く。

　海には、コースの目印となる浮きが浮かんでおり、４人全員がコースのスタート地点に並ぶ。

「お披露目は、レースで速さを感じてもらえたらと思うわ。ルールは、１周[image: ]メートルのコースを３周するレースよ」

「へぇ、なんかタクとかこういうの楽しみそう……」

　新しい遊び方の一つが生まれそうだ。

　水上バイクを手に入れてレースに参加するプレイヤーは、水上バイクを自由にカスタマイズして、安定性や速度重視など思い思いの水上バイクでレースを楽しみそうだと思う。

　そして、俺の想像は、実際に作り上げたマギさんたちも既すでに感じているのか、とてもいい笑みを浮かべて頷いている。

「ユンくんたちもレースやってみたいならやっていいよ。まだ予備の水上バイクが２隻せきあるから」

「俺は、いいかな……」

「私も大人しく見学してます」

「じゃあ、私やる！　乗ってみるよ！」

　自信のない俺や面めん倒どうがるレティーアが遠えん慮りよする一方、活発なベルが大きく手を上げて飛び入り参加する。

　そして、マギさんのインベントリから予備の水上バイクを借りて、スタート地点の４隻に加わる。

「それじゃあ、私たちはもうちょっと近くで様子を眺ながめてるね」

　マギさんたちは、海釣りボートに乗り、アクアジェルの放水の反動で進んでいくのを見送る。

「レティーアは、どうする？」

「私は、さっきの場所に戻もどってのんびりと見学してます」

「なら俺は……」

　辺りを見回し、少しでもスタート合図のフラッグが見えるような場所を探し、ちょうど良さそうな岩を見つけた。

「俺は、あの岩の上で見てるよ。高い場所なら、よく見えるだろうから」

「では、また後で」

　俺は、レティーアと一いつ旦たん別れて、見つけた岩の上に登り、マギさんたちに手を振ふると、手を振り返してくれ、マギさんからフレンド通信を繫げる。

『ユンくんの姿が見えるわ。その位置で見える？』

「はい。大だい丈じよう夫ぶです」

『レース楽しんでね。それじゃあ、スタートさせるわ』

　そして、マギさんたちのボートがスタート地点に並ぶベルたちの水上バイクの近くにつく。

　リーリーが見やすいように、カウントダウンの木製プレートを掲かかげ、ゼロになった瞬しゆん間かん、マギさんがフラッグを振り、スタートの合図を出す。

　合図と共に、アクアジェルに放水の指示を出した各水上バイクが走り出す。

　レースのルールとか見所はわからない俺だが、知り合いの参加ということでベルを注目して、レースを見守る。

　スタートと共に加速していくボートを操あやつり、第一カーブに入るベル。

　ぶっつけ本番の中で３位で折り返したベルは、見事に水上バイクを操る。

「ベル！　がんばれー！」

　俺は、岩の上から声を上げてベルを応おう援えんし、５人は激しい競争を行なう。

　ベルは体重が軽く体重移動が上手うまいのか、水上バイクを傾けて底と海面との接地面を小さくし、水の抵てい抗こうを減らして加速する。

　だが、軽い分バイク同士の接せつ触しよくでは、簡単に弾はじかれるなど、手に汗あせ握にぎる展開を見せる。

　３周という長くも短い海上のコースでは、波に乗り上げ軽いジャンプでバランスを崩くずして順位を落とすなどのハプニングに俺は、驚おどろきや小さな悲鳴を上げる。

　そして──

「にゃぁぁっ！　負けたぁぁぁっ！」

　ベルは、とにかくカーブでの加速が上手いが、一時は最下位まで落ちた。

　そこから激しく追い上げたが、最終的に２位でゴールして負けたことに悔くやしがる。

「もう一回！　もう一回！」

「あははっ、いいぞ！　なら、またスタートの合図をくれ！」

　そんな感じでベルは、再度レースに挑いどみ、延々と【ＯＳＯ漁業組合】の面々とレースを繰くり広げる。

「ベル、楽しそうだな。そういえば、レティーアは……」

　休んでいるレティーアの方を見れば、使し役えきＭＯＢたちが熱帯林から集めた南国フルーツを食べながら、ベルを見守っているようだ。

　俺もベルたちが飽あきるまでは、このまま水上バイクのレースを眺めるか、と岩の上に座ると、視界の端はしに顔見知りの姿を捉とらえた。

【空の目】で捉えたプレイヤーたちは、セイ姉ねぇとミカヅチたちであり、手には、地図らしきものを広げ、何かを探すように砂すな浜はまを見回しているので、俺はそちらの方に手を振る。

「おーい、セイ姉ぇ、ミカヅチ！」

「あっ、ユンちゃんだ」

　セイ姉ぇが俺の方に気付く中、ミカヅチたちは地図を広げたまま真まっ直すぐに俺のところに近づいてくる。

「おー、生産職の面々は面おも白しろそうなことしてるな。おっ、そこだ、いけ、差せ！」

　ミカヅチは、水上バイクのレースの様子を眺め、最下位のプレイヤーに声援を送っている。

「セイ姉ぇたちもマギさんたちのボートのお披ひ露ろ目めを見にきたの？」

　近づいてきたセイ姉ぇに俺がそう尋たずねると、セイ姉ぇは困ったように微笑ほほえみ、首を横に振る。

「ううん。私たちは、宝探しをしていたらこの近くに辿たどり着いたの」

「だから、偶ぐう然ぜんだな。手に入れた地図がかれこれ六回連続でハズレの宝箱を引いたからそろそろどんな秘宝があるのか見てみたいものだ」

　そう言うミカヅチは、手元にある『48』の数字が書かれた宝の地図をヒラヒラと振る。

「ううっ、きっと私の物ぶつ欲よくセンサーが悪いのね……ごめんなさい」

「ああ、セイ姉ぇの所為せいじゃないよ。きっと次当たるから大丈夫だよ」

　物欲センサー搭載でハズレを引き続けるセイ姉ぇを俺は、慰なぐさめる。

「まぁ、結構お金とかが稼かせげたし、ハズレも悪くないからな。さてと、宝箱の場所は……そこだな」

　ミカヅチは、宝の地図を確かめて、宝のある場所に近づく。

　その宝のある場所とは、俺が座る岩であり、宝の地図を持つ者が近づいたことで、ズズズッと断続的な揺ゆれが起こる。

　俺は、岩から飛び降りて離はなれるよりも、その場にしがみついて耐たえることを選んでしまう。
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「ちょ、なにこれ!?　何が起こってるんだ！」

　揺れる岩いわ肌はだにしがみつく俺の視界は、徐じよ々じよに高くなり、セイ姉ぇたちが迫せり上がる岩から距きよ離りを取り、こちらを見上げてくる。

「宝箱の出現だ！　こいつは、当たりかもしれないな！　ミニダンジョンか、ボスＭＯＢの出現ってパターンか！　全員、武器を構えろ！」

　ミカヅチが声を上げて次に備える中、俺はこの揺れが収まるのを待つ。

「ユンちゃん！　大丈夫!?　降りてこられる!?」

　突とつ然ぜんの事態に、岩肌にしがみついて放心状態になる俺に、セイ姉ぇが声を掛かけてくる。

「え、えっと……俺はどうすればいいんだ？」

　セイ姉ぇに声を掛けられて正気に戻る俺は、辺りを見回すように首を動かす。

　次の瞬間、足元の揺れが収まり、目の前で短く分厚いハサミが持ち上げられる。

「……セイ姉ぇ、これってどういう状じよう況きよう？」

「えっと……ユンちゃん。驚かないで聞いて欲しいんだけど……」

　そう前置きするセイ姉ぇに、なんとなく嫌いやな予感がして、外れて欲しいと願う。

「ユンちゃん。今、巨きよ大だい蟹がにの上にいるのよ」

「マジかー」

　今まで、超ちよう弩ど級きゆうＭＯＢのグランド・ロックの背に登ったり、海洋生物の皇こう帝てい愚ぐ足そく蟲むしの背に飛び乗ったりしたが、今度は巨大蟹かぁ、と遠い目をする。

「セイ！　その蟹が腹のところに宝箱を抱かかえているぞ！」

　蟹の背中に乗っているために見えないが、どうやらセイ姉ぇたちの探す宝箱は、この巨大蟹が守っているようだ。

「セイ、倒たおして宝箱を手に入れるぞ！　ユンの嬢じようちゃんは、邪じや魔まだから早く降りてこい！」

「わ、分かった！　えっと、高い場所からの飛び降りだから、【念動】センスを装備して……」

　突然のことに俺は、混乱しつつも安全に飛び降りるためにセンスを装備している間に、巨大蟹が口元でブクブクと青い泡あわを吐はき始めた。

「ユンちゃん、早く降りて安全な場所に退たい避ひして！」

「なにか来るぞ！　全員、備えろ！」

　ミカヅチが巨大蟹の行動から何かを察知した直後──巨大蟹は、口元の青い泡をハサミで切り取って摑つかみ、頭上に放ほうり投げる。

　すると、投げられた青い泡が分ぶん裂れつし、一定範はん囲いのプレイヤーたちのところに降り注いでいく。

「うわっ、なんだ、これ」

　後衛のセイ姉ぇや回かい避ひ行動で距離を取ったミカヅチは、青い泡の攻こう撃げきから免まぬかれたが、巨大蟹の甲こう羅らの上に乗る俺や【ヤオヨロズ】の他ほかのプレイヤーたちが青い泡を受けてしまう。

　その結果──俺は、女の子座りの状態で青い泡によって甲羅の上に固定されてしまう。

「セ、セイ姉ぇ、動けない。助けて……」

「ユンちゃん。大丈夫よ！　すぐに助けるから！」

　俺がモタモタしていた所為で、巨大蟹の甲羅の上から逃にげ遅おくれた。

　どうやら巨大蟹の青い泡には、ダメージはなく、一定範囲内のプレイヤーの動きを拘こう束そくする効果があるようだ。

　そして──

「えっ、なっ、動き始めた!?」

「ちっ、逃げるぞ！」

　のっそりと細脚あしを持ち上げた巨大蟹は、俺と宝箱を連れて、海に向きながら横歩きで西の方向に進んでいく。
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「え、えええっ……」

　俺は、どうしていいか分からず、困った声を上げるだけだった。

　とりあえず巨大蟹は、大型ＭＯＢではあるが戦せん闘とう系ではなく、追つい跡せきして宝箱を奪うばい取るようなイベント系ＭＯＢらしい。

　巨大蟹の背に拘束された俺は、このままどうなるのだろう、と不安になる。

　そんな巨大蟹の出現に気付いたレティーアとマギさんたちが、ボートのお披露目を中止して、セイ姉ぇとミカヅチに合流する。

「泡を受けたやつは、すぐに動けないか！　私とセイでユンの嬢ちゃんと宝箱を奪い返すか」

「でも、あの速さは、私たちの足じゃ追いつけないわよ！」

「それなら私たちの水上バイクを使って！　１人用だけど！」

「なら、ありがたく借りさせてもらうぞ！」

　マギさんが予備の水上バイクを取り出し、ミカヅチに提供する。

　ミカヅチが水上バイクを走らせ、その後にベルや【ＯＳＯ漁業組合】の面々も続き、海岸から併へい走そうするように巨大蟹を追ってくる。

　セイ姉ぇは、魔ま法ほう使つかいであるために足が遅おそく、追い付く方法を模も索さくする中──

「蟹かに鍋なべ、蟹しゃぶ、蟹雑ぞう炊すい、じゅるり……いきますよ、ムツキ──《召しよう喚かん》！」

　レティーアは、砂浜に使役ＭＯＢのガネーシャのムツキを召喚し、その背に乗る。

「どうします？　私はこの子と一いつ緒しよに追いますけど、乗りますか？」

「いいの？　なら、お願いするわ！」

「じゃあ、行きますよ」

『──パオォォォォォォォン！』

　長い鼻でセイ姉ぇを優やさしく背中に運び上げたムツキは、大きく声を上げ、砂浜をドッドッドと重い足音で追い掛けてくる。

「私たちは、泡に固められた【ヤオヨロズ】の人たちを回収したら、追い掛けるから！」

　マギさんとリーリー、エミリさんは、セイ姉ぇとミカヅチたちに手を振ふって見送る。

　横歩きする巨大蟹の正面の海には、ミカヅチたちの水上バイクが追い付き、併走する。

　右を向けば、ムツキに乗るセイ姉ぇとレティーアが徐々に距離を詰つめてくる。

「なぁ、俺ってどうなるんだ？」

　偶然で巻き込まれたが、巨大蟹はプレイヤーに対して敵対する様子はないので、俺の心に余よ裕ゆうが生まれ始めた。

「なぁ、できれば俺を降ろして欲しいんだけど……全く、聞いてるのか？」

　青い泡に拘束されている俺は、自由な掌てのひらでペチペチと巨大蟹の甲こう殻かくを叩たたくが、反応はなく歩き続けている。

　一人で巨大蟹に語り掛けるのが、段々と虚むなしくなってきた頃ころ、ミカヅチたちの水上バイクが巨大蟹を追い越こし、先回りして砂浜に乗り上げる。

「とりあえず、あの巨大蟹の動きを止めろ！」

「ユンさんを返しなさい！」

『『『巨大蟹漁だ！　仕留めて自じ慢まんするぞー！』』』

　先回りして砂浜で六ろつ角かく棍こんと槍やりの二本を構えるミカヅチとバールを構えるベル、【ＯＳＯ漁業組合】の面々が待ち構えるが、巨大蟹は、構わずそのまま直進していく。

「はぁぁぁっ──《雷らい炎えん爆ばく打だ》！」

「喰くらえぇっ──《閃せん刃じん撃げき》！」

　ミカヅチが横走りする巨大蟹の足に六角棍を叩き付け、投げ槍を甲殻の隙すき間まにねじ込む。

　ベルは、バールの先せん端たんを輝かがやかせ、蟹の関節に叩き付けるように振るうが、関節でさえも硬かたくアーツの一いち撃げきを弾はじかれる。

【ＯＳＯ漁業組合】の面々もミカヅチとベルに続き、巨大蟹を銛もりで突ついていくが、巨大蟹の固い甲殻に阻はばまれて弾かれ、逆に体当たりで弾き飛ばされていく。

「うわっ!?　ミカヅチ、みんな、大だい丈じよう夫ぶか！」

　攻撃の衝しよう撃げきが背中に乗る俺にも伝わり、ミカヅチたちに声を掛けるが、巨大蟹が歩き続けるために既すでに後方にいる。

「平気だ！　それより追い掛けるぞ！」

　砂すな浜はまに乗り上げた水上バイクに乗ったミカヅチたちは、再び追い掛けてくる。

　そしてその際──

「おっと、忘れるところだった。──【グラビティ・ポイント】！」

　ミカヅチの言葉と共に、巨大蟹の右胴どう体たいの一部が黒い球体に覆おおわれ、ガクッと動きが遅くなる。

「こ、これは──闇やみ魔法の《技能スキル・エ付加ンチヤント》か！」

　ミカヅチが先さき程ほどの攻撃で、すれ違ちがいの際に甲殻の隙間に突き刺さした槍が、光の粒りゆう子しとなって消える。

【ヤオヨロズ】の【付加エンチヤント】センス持ちが闇魔法の《グラビティ・ポイント》のスキルを槍に《技能スキル・エ付加ンチヤント》し、それを発動させたようだ。

「大規模な魔法を巨大蟹に打ち込みたいが、それだとユンの嬢ちゃんも巻き添ぞえになるからな！」

「ありがとう、ミカヅチ」

　一応、俺に配はい慮りよしてくれることに小さな感動を覚える。

「その代わり今度、旨うまい酒のつまみでも作ってくれよ！」

「食べ物……ユンさん、私も、私もですよ！」

　ミカヅチの要求に、ガクッと肩かたを落とし、後方から追い付くレティーアも主張してくる。

「さて、これだけ近づけたなら行けるわね。──《アイシクル・ロック》！」

　レティーアのムツキに乗って追ってくるセイ姉ねぇは、杖つえを高々と掲かかげ、魔法を発動させる。

　横走りしてセイ姉ぇたちに晒さらしている右側の手足とハサミが氷によって覆われ、更さらに動きが鈍にぶくなる。

「これで更に動きが遅くなった！」

　動きが遅くなり、突とつ撃げきの勢いがないので、背中の甲羅に拘束されている俺と腹の宝箱の奪だつ取しゆが容易になる。

　ミカヅチたちが水上バイクで先回りしようとするが、巨大蟹もただやられるだけではない。

　口元でブクブクと泡を吹ふき、ハサミで掬すくい取り、併走するミカヅチたちに投げていく。

「全員、泡を避よけろ！」

　巨大蟹と併走する中、一人が避け損そこねて、青い泡で体と水上バイクのハンドルが拘束されて制せい御ぎよ不能になって脱だつ落らくする。

　その後も【ＯＳＯ漁業組合】の面々たちが青い泡にぶつかり、脱落して海の上に浮うかんでいる。

　ミカヅチとベルは青い泡の拘束を躱かわし、セイ姉ぇとレティーアは距きよ離りを取ることで被ひ害がいを受けずに追ってくる。

「ちっ、ほんとやり辛づらいなぁ。嬢ちゃんが自分で逃げ出せないか！」

「そんなこと言ったって……って、あ、拘束が解けた」

　青い泡での拘束が数分といったところなのか自由に動けるようになった。

　これなら行動阻そ害がいスキルで速度が遅くなっているので、飛び降りても多少のダメージを受けるだけで済む。

　だが──

「俺もなにかできないかな！」

「ユンちゃんは、気にしなくても大丈夫よ！　私たちで宝箱を手に入れるから！」

「だが確かに、嬢ちゃんは、なにかを起こすにはいい位置にいるよな」

　ミカヅチは、俺からの提案に思案し、受け入れる。

「なら、一いつ瞬しゆんだ！　セイたちの行動の成功率を高めるために、一瞬でも巨きよ大だい蟹がにの動きを止めてみせろ！　その後、私が宝箱。ネコミミの嬢ちゃんがユンの嬢ちゃんを回収する！」

「ユンさんの回収、任されたよ！」

「ありがとう、ミカヅチ、ベル！」

　俺は、提案を受け入れてくれたミカヅチと助けに来てくれるベルに感謝する。

　そして俺は、巨大蟹の背に手を突いて、準備を整える。

「それじゃあ、ミカヅチ、セイ姉ぇ、準備はいい！」

「ああ、いつでもいいぞ！」

「私たちの方もいいわよ！」

　俺は、開始の合図となるスキルを発動させる。

「──《アースクエイク》！」

　俺を中心とする局所的な地じ震しんを引き起こす魔法を発動させる。

　本来は、揺ゆれることによるスタン効果や対地特とつ攻こう性能を持つ範はん囲い魔ま法ほうである。

　今回は、直じかに触ふれた俺の手を中心に、巨大蟹の甲殻に直接振しん動どうを送り込み、動きを硬こう直ちよくさせる。

　ダメージ性能は低いが、振動による防ぼう御ぎよの貫かん通つうとスタン効果で巨大蟹の動きがぎこちなくなる。

　また、予期せぬ効果であるが、体を支える脚先に振動が伝わり、砂浜が流動して巨大蟹の脚先が砂の中に沈しずむ。

　俺の《アースクエイク》の効果が切れた後、巨大蟹の脚が砂浜に沈み、スタン状態を受けている。

　続いて行動するのは、レティーアである。

「ウヅキ──《召喚》！　アクア・ブレス！」

　レティーアは、巨きよ象ぞうのムツキだけでなく水すい竜りゆうのウヅキも成せい獣じゆう化させて、海に召喚する。

　呼び出されたウヅキはレティーアの指示によって、息を吸い込むように長い首を反らし、反動を付けて激しい水流のブレスを吐はき出す。

「先に行かせてもらうぞ！」

　水流が一直線に巨大蟹の足元に到とう達たつし、細脚あしの下を通って流れていく中、ミカヅチは水上バイクでウヅキの放つ水流に乗って巨大蟹の腹部へと一気に向かう。

　そして、ミカヅチが先行する中、セイ姉ぇが杖を掲げる。

「いくわよ。──《タイダル・ウェーブ》！」

　ムツキの足元の砂浜から大量の水が噴ふき出し、俺の眼前には、巨大蟹の高さを超こえる大波の壁かべが形成される。

「えっ、ちょっ……これは、俺やミカヅチも巻き込まれないか!?」

　そして、そんな大波をジャンプ台のようにして、巨大蟹の背に跳とび込んでくる影かげがあった。

「ユンさん、手を取って！」

「ベル！　──っ!?」

　水上バイクで大波を飛び越え、そのまま巨大蟹の背に着地したベルは、ガリガリとバイクの底を擦こすり付けるような音と共に、俺に手を伸のばす。

　俺もベルに手を伸ばし、互たがいの腕うでを摑つかみ合うと、ベルが力強く引っ張り、水上バイクの後ろに乗せられる。

「それじゃあ、脱だつ出しゆつ！」

「脱出って、いぃぃっ!?」

　巨大蟹の甲殻の上でバイク底が激しい音を立てながら滑すべり、甲殻の反対側へと勢いで落ちていく。

　巨大蟹の甲殻から落ちた先には、水竜のウヅキが放った水流のブレスの道が続いており、そこに着地すると共に一気に離り脱だつする。

「これにて私の任務は完かん了りよう！」

「ベル、ありがとう。そうだ、ミカヅチは!?」

　俺は、振り返り巨大蟹を見ると、セイ姉ぇの生み出した大波が端はしから崩くずれるように落下して、巨大蟹を飲み込み、水量で押し潰つぶしていく。

「──《雷炎爆打》！」

　その中で巨大蟹の腹の下に潜もぐり込んだミカヅチは、巨大蟹の細脚の隙間を通り、頭上から押し潰すように迫せまる大量の水を六角棍で風穴を開け、水上バイクと共に飛び出す。

　その腕には、巨大蟹が守っていた宝箱を抱かかえている。

　だが、右手は六角棍。左脇わきには宝箱を抱え、バイクのハンドルを握にぎっていないので、大波からの脱出後は、操縦できない水上バイクを捨てて砂浜に着地する。

　水上バイクは、しばらく蛇だ行こうしながら暴走していたが、乗り手がいないことを感じた合成ＭＯＢのアクアジェルが水流を止めて、海の上に浮かんでいる。

「巨大蟹は、どうなった？」

　セイ姉ぇの生み出した大波を受けた巨大蟹は、ハサミを頭上に掲げ、降ってくる水圧に耐たえるような体勢で砂浜に立っていた。

　巨大蟹の背に乗っていたためにその全体像を把は握あくできなかったが、ベルの水上バイクに乗って離はなれたために、その堂々とした姿を見ることができた。

「よかった。無事だな」

「なに？　ユンさん、巨大蟹に愛着でも湧わいちゃった？」

「えっ!?　あ、そうかも……」

　俺の呟つぶやきを間近のベルに聞かれて、困ったように笑う。

　そして、宝箱を奪うばわれた巨大蟹は、防御のためのハサミを降ろし、口元でブクブクと泡あわを吹いていた。

　セイ姉ぇとミカヅチが警けい戒かいするが、俺は無警戒で巨大蟹の傍そばに近づく。

「ユンちゃん、危ないわよ！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。いきなり、背中の上で《アースクエイク》を発動させて悪かった。良ければ、これでも使ってくれ」

　俺は、巨大蟹にメガポーションを差し出すと、ハサミの先が開き、俺の方に向いてくる。

　ミカヅチが更に警戒を高める中、巨大蟹は、ポーション瓶びんをハサミで受け取り、砕くだいてしまう。

『…………』

　巨大蟹の表情は読み取れないが、零こぼれるメガポーションを見る姿はどこか悲しそうである。

「ポーションが難しいなら、丸薬の方がいいかな？」

　俺は、丸薬系の回復アイテムである【鬼おにの妙みよう薬やく丸がん】を取り出す。

　巨大蟹は、丸薬を上手うまくハサミで摑み、口元に運んで少しずつ食べていく。

　どうやら、丸薬は食べやすいのか、今度は嬉うれしそうな雰ふん囲い気きを感じる。

　ただ、１個では足りないのか、砂すな浜はまに30個ほど置くと、それをパクパクと食べる姿がなんだか可愛かわいらしい。

　そんな巨大蟹の姿を見たセイ姉ぇとミカヅチたちは、すっかり警戒を解く。

　しばらくして、【鬼の妙薬丸】を食べ終えた巨大蟹は、両手のハサミで砂浜を掘ほり、地面の中に消えていく。

「ユンちゃん、心配したんだから」

「ご、ごめん。なんか、色々心配させちゃって」

　まさか、巨大蟹の上に乗ってしまうことや無警戒で巨大蟹を餌え付づけしようなど、誰だれも想像しなかったようだ。

「不ふ可か抗こう力りよくとはいえ、嬢じようちゃんが攫さらわれるとは思わなかったなぁ。どうだった、囚とらわれのお姫ひめ様になった感想は？」

「全く、俺はお姫様じゃないだろ。けど、助けてくれてありがとう」

　俺は、改めてセイ姉ねぇとミカヅチ、ベルにお礼を言い、レティーアに目を向けると巨象のムツキの背に倒たおれ伏ふしていた。

「……お腹なか、空すきました」

「あー、大型の使し役えきＭＯＢを二体同時に召しよう喚かんしてたもんな」

　巨象のムツキ、水竜のウヅキの同時召喚で必要ＭＰの代わりに、かなりの満腹度を消費したようだ。

　手持ちのインベントリの食べ物を渡わたして、落ち着くのを待つ。

　そして、しばらくして──

「おーい、ユンくん！　みんな～！」

「マギさんだ！　おーい！」

　巨大蟹の青い泡を受けて、拘こう束そくされたプレイヤーたちや途と中ちゆうで脱だつ落らくしたプレイヤーたちを回収してマギさんたちがやってきた。

　マギさんたちにも心配され、むず痒がゆく感じつつも嬉しさを覚える。

　いつの間にか、巨大蟹の移動を追っていたら、孤こ島とうの西側近くまで来ていたので、そのままシチフクたちの【海の家】に向かうことになった。







　　　終章　カノン砲ほうとダメージ計算機







　巨きよ大だい蟹がにを追って孤島の西側まで移動した俺たちは、そのまま近くに建てられた【海の家】で休むことにした。

「お疲つかれさん。なんや楽しいことあったか？」

【ＯＳＯ漁業組合】のギルマスであるシチフクが出で迎むかえた【海の家】には、他ほかに先客がいた。

「あっ、ユンお姉ねえちゃんとセイお姉ちゃんたちだ！」

「大人数でここに人が集まるってのは珍めずらしいな」

　砂浜で遊ぶための相談をしていたミュウたちと何枚もの宝の地図をテーブルに広げていたタクたちがこちらに声を掛かけてくる。

　タクの言う通り、まだ孤島エリアに上陸したプレイヤーが少ない中、一いつ箇か所しよにこれだけ人が集まるのは、珍しいと思う。

「まぁ、みんな立ってないで、休んでいってや！」

　シチフクに促うながされ、俺たちは適当な席に座り、【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーたちは、店の奥に移動して【海の家】の手伝いに入る。

「ねぇねぇ、ユンお姉ちゃん。今日は何があったの？」

「今日は、タクと乗ったあのボートの改良版のお披ひ露ろ目めがあったんだよ。そこで、宝探し中のセイ姉ぇたちと合流して、みんなでここに来たんだ」

　俺がそう説明するとミュウの目が輝かがやき、タクが興味深そうに話に耳を傾かたむける

「ミュウちゃんたち、気になるなら見てみる？　まだまだ改良の余地はある試作品だから、意見とか貰もらえると嬉しいわ」

「マギさん、ありがとうございます、是ぜ非ひ、お願いします！　ルカちゃんたちも見に行こう」

「俺も興味あるな。ちょっと見てくるか」

　二度目のボートと水上バイクのお披露目をするためにマギさんとリーリー、エミリさんがミュウとタクたちを連れて、【海の家】の正面の砂浜に歩いて行く。

　レティーアとベルは、大型使役ＭＯＢの召喚や巨大蟹の追つい跡せきで疲れたのか【海の家】の端に座り、シチフクたちの作る料理を食べて休んでいる。

　そして、俺はセイ姉ぇたちと同じ席に着き、ミカヅチが巨大蟹から奪った未み開かい封ふうの宝箱を取り出すのを見ていた。

「さてと、お待ちかねの宝箱の開封といくか」

「今度こそ、今度こそお願い」

　セイ姉ぇは、その宝箱の前で強く祈いのっている。

　他のメンバーたちも今度こそハズレは出るなよ、という表情を滲にじませ、俺もその様子を見守る中、ミカヅチが宝箱を開ける。

「おっ？　これは……」

「ねぇ、ミカヅチ。どうだったの？」

　不安そうに尋たずねるセイ姉ぇに対して、ミカヅチは表情を曇くもらせる。

「中身が……空だ！」

「えっ、噓うそ!?　ホントに!?」

　ハズレの宝箱ですらない、と言われたセイ姉ぇが立ち上がり、俺や他の【ヤオヨロズ】のパーティーメンバーも席から腰こしを浮うかす。

　ミカヅチは、曇った表情から一転、不敵な表情を浮かべて、宝箱の中から黒と紫むらさきを基調とした肩かた出しのサマードレスを取り出して見せる。

「冗じよう談だんだよ。今度こそ当たりだ。【海かい賊ぞく王の秘宝】だよ」

「もう、ミカヅチ！」

「あははっ、いい表情だったぞ！」

　ミカヅチの冗談に、セイ姉ぇが怒おこり、俺や【ヤオヨロズ】のパーティーメンバーは、脱だつ力りよくして浮かせた腰を下ろす。

　しばらくセイ姉ぇに怒られたミカヅチは、セイ姉ぇにサマードレスを手て渡わたす。

「ほら、これで落ち着け」

「もう……それにしても綺き麗れいなドレスね」

　スカートは短いが、それを覆おおうようにシースルー生き地じが二重スカートのように広がり、所々に青み掛がかった細かな宝石があしらわれている。





　消夏のサマードレス【防具】

　ＤＥＦ＋30　ＭＩＮＤ＋60　追加効果：物理耐たい性せい（中）、炎えん熱ねつダメージ無効

『こいつは、俺様の48番目のお宝さ。これをうちの嫁よめさんに着せてやりたいが、アイツは照れやがる。この島は暑いからな。こいつを着ていれば、少しは過ごしやすくなるから盗ぬすんだのに骨折り損だ』






　セイ姉ぇが受け取ったサマードレスのアイテムステータスを俺も確かく認にんさせてもらう。

「48番目の秘宝ね。防具性能は、そこそこかしら。けど、【炎熱ダメージ無効】の追加効果は初めて見たけど、どんな効果かしら？」

「察するに、火属性耐性や耐熱効果を複合した上位の追加効果じゃないのか？」

　セイ姉ぇとミカヅチたちが火山や地底などの【炎熱ダメージ】が激しい場所では、無類の強さを発揮するだろうと予測を話し合う中、俺は別のところに注目する。

「このフレーバーテキストも面おも白しろいな」

　海賊王は、愛妻家だったのかなぁ、などと言う俺の呟つぶやきに、セイ姉ぇとミカヅチたちからは生暖かい目を向けられる。

「うん？　どうしたんだ？　何か付いてるのか？」

「いや、ユンちゃんは可愛いなぁ、と思って」

　何故なぜかセイ姉ぇに褒ほめられたことに俺は、小首を傾かしげる。

　そんなどこか緩ゆるんだ空気を引き締しめるためにミカヅチが一度手を叩たたき、話を切り出す。

「さて、この【海賊王の秘宝】の配分だが、どうするか」

　このサマードレスは、宝箱にこれ一つだけである。

　そのために、上手うまく配分するなり話し合いで解決する必要があるのだが──

「私たちは、最初の泡あわで身動きできなくて役に立たなかったし」「それに今までの宝箱でも平等にお金や換かん金きんアイテム配分してるし」「俺たちは、男だからドレスを貰っても困る」「右に同じ」

　そんな感じでセイ姉ぇとミカヅチ以外は、すんなりと【海賊王の秘宝】はいらないという。

「ってことだ。私がそのドレスを貰っても似合わないからな。セイに譲ゆずるよ」

「えっ、いいの？　貰っても？」

「ああ、その代わり、次の秘宝は、私たちが優先だけどな」

　そう冗談めかして笑うミカヅチに、セイ姉ぇは嬉しそうに微笑ほほえみ、サマードレスを抱だき締める。

「ありがとう。ミカヅチ……みんな」

「さて、折角だし、着てみたらどうだ？」

「そうね。一度は、着てみましょう」

　セイ姉ぇは立ち上がり、メニューから装備を切り替かえる。

　普ふ段だんのマント装備からセイ姉ぇは、ゆったりとしたサマードレスに着替える。

　肩と背中を晒さらしたゆったりとしたサマードレス姿のセイ姉ぇは、何時いつもより少し幼さが際きわ立だつ。

「やっぱり性能だと普段の防具の方が優先かしら。でも、デザインや着き心ごこ地ち、肌はだ触ざわりはいいし、ひんやりとしていて気持ちがいいわ」

　セイ姉ねぇは総合力では普段の防具の方が高いと考えるが、着心地がいいのか、もう少し着るつもりのようだ。

　よくよく見れば、生地の端はしに透すかしのように花模様が浮かび上がるのもまた南国らしさがある。

「セイ姉ぇに似合ってるよ。それに、ドレスの細かな部分の装そう飾しよくが綺麗だよね」

「そんなに褒めて……ユンちゃんも着てみる？」

　俺がセイ姉ぇの着るサマードレスを褒めると、セイ姉ぇからそう尋ねられる。

「俺が着たいから褒めたんじゃなく、単純にそう思っただけだから！」

　俺が慌あわてて弁明すると、セイ姉ぇはちょっと残念そうにする。

「ユンちゃんも似合うと思ったのに……」

「セイ姉ぇ……」

　俺がセイ姉ぇにジト目を向けると、ごめんねと苦笑いを浮かべながら謝ってくる。

「そう言えば、嬢じようちゃんの方は【海賊王の秘宝】は手に入れたのか？」

「うん。地味なアクセサリーと強化素材を一つずつ。強化素材の方は、ミュウがプレゼントしてくれて、アクセサリーに使ったんだ」

「なら、秘宝を見つけたら情報共有を頼たのむな」

「それくらいは、いいよ」

　俺は、防ぼう御ぎよ系アクセサリーの【不ふ屈くつの石】と強化素材の【魔ま弾だんの礫つぶて】を使った【射手の指ゆび貫ぬき】を見せてその効果を説明する。

　セイ姉ぇとミカヅチと情報を交こう換かんしていくと突とつ然ぜん──ドンッ、という爆ばく音おんと振しん動どうが近くから響ひびいてきた。

　まるで、近くで花火を打ち上げたような音に俺は、セイ姉ぇとミカヅチたちと共に【海の家】を飛び出す。




　　　　●




【海の家】を飛び出して俺たちが見た物は、白い煙けむりを吹ふき出す紫むらさき掛がかった筒つつ状じようの金属塊と大穴の空いた真っ黒なモノリスだった。

　大穴の空いた直立不動のオブジェクトは、ジワジワと穴が塞ふさがるように再生し、真っ黒な表面に白文字で『[image: ]』という数字が現れた。

　そんな二つのオブジェクトを前に、ボートや水上バイクの試作品を見に出ていたミュウやタク、マギさんたちが歓かん声せいを上げている。

「いやぁ、カノン砲ほうの試射ができて良かったわ。まさか、タクくんたちが攻こう撃げきを数値化しやすい【海賊王の秘宝】を手に入れてたなんて」

「俺も【モノリス・カリキュレーター】を使ってみたかったから、そこは利害の一いつ致ちってことで」

　真っ黒なモノリスは、どうやらタクの持つ【海賊王の秘宝】らしい。

「マギさんのカノン砲のダメージ高いね！　よーし、私も負けてられない！　誰だれが一番高いダメージを叩き出せるか勝負だよ！」

　啞あ然ぜんとする中、ミュウやタクたちが順番に再生したモノリスに攻撃を加え、そのダメージが数値化されていく。

「あっ、ユンくんたちも見に来たの？」

「えっと……これは何ですか？」

「ほら、お披露目の時に言ってた魔ま鋼こう製の大砲……というかカノン砲ね。その試射の的にタクくんのダメージの数値を計るアイテムを使っているのよ」

　俺の目の前では、ミュウが自己強化スキルを使い、ステータスを強化して、愛用の片手剣けんを掲かかげる。

「はぁぁぁぁっ《マジックソード》──コンセンサス・レイ！」

　ミュウの片手剣に複数の収束光線を束ねた光の上級魔法が宿る。

「【リリース】──《グランド・スラッシュ》！」

　剣に込こめた魔法を解放し、巨きよ大だいな収束光線を纏まとった長ちよう剣けんと共にモノリスにアーツを振ふり下ろす。

　アーツの乗った収束光線は、砂すな浜はまを引き裂さき、海の一部を割って水柱が上がる。

　モノリスに表示されたダメージは──『[image: ]』だった。

「むぅ、マギさんのカノン砲に届かなかった」

「いやいや、十分じゃないかな？　基準がどれだけか分からないけど……」

　自身のスキルやアーツがどれだけのダメージを叩き出せるのか、ということでこの場にいるプレイヤーたちが皆みな、順番に攻撃を加えていく。

　ヒノは、純じゆん粋すいなパワーファイターのために自己強化と大おお技わざアーツで──『[image: ]』とカノン砲を超こえるダメージを叩き出す。

　ミカヅチがミュウとほぼ同等の『[image: ]』ダメージを叩き出す。

　そして、魔ま法ほう使つかいとして高いダメージを叩き出したのは、意外にもミュウパーティーのリレイとタクパーティーのマミさんである。

　それぞれ、『[image: ]』『[image: ]』と瞬しゆん間かん火力の高さを持っている。

　逆に、タクやセイ姉ぇ、ガンツのような手数や技ぎ巧こう系プレイヤーは、一いち撃げきのダメージでは結果が振るわなかった。

　だが、一定時間内のダメージ数などと条件を変えた場合だと手数による連鎖チエーンボーナスで、長期的にはダメージ効率は変わるかもしれない。

「トップがＡＴＫ特化のヒノで、次点でマギさんのカノン砲。それで瞬間火力が高いのが、ミュウやミカヅチ、リレイとマミさんたちなのかぁ」

「ユンもやらないか？　自分の攻撃力がどれだけ威い力りよくがあるとか」

　俺がダメージの様子を観察する中、タクにダメージレースへの参加を勧すすめられる。

「ルールは、ごく短時間の瞬間火力。使えるものはなんでも使う。ユンなら、いい結果出るんじゃないか？」

「そうかな？　まぁ、試ためしにやってみるかな」

　俺は、一歩前に出て、モノリスの正面に立つ。

　生産職ではあるが、マギさんの魔鋼カノン砲の結果を見ると、もしかしたら──という視線が集まる。

　俺は、【弓】【長弓】【魔ま弓きゆう】の弓系センスを装備し、武器センスによるダメージ補正の重複を狙ねらい、防具を水着装備からオーカー・クリエイターに着替える。

「《付加エンチヤント》──アタック、インテリジェンス！　《呪加カースド》──ディフェンス、マインド！」

　まずは、エンチャントによる自己強化とカースドによるモノリスの弱体化。

「《属性エレメント・付加エンチヤント》──ウェポン！」

　インベントリから取り出した属性石を砕くだき、長弓に土属性のエンチャントを施ほどこす。

　この時点では、まだ俺の普段の動きである。

「ザクロ──《召しよう喚かん》《憑ひよう依い》！」

　俺は、召喚石からザクロを呼び出し、自身に憑依させてステータスの上じよう昇しようを見込む。

「──【毒薬】」

　俺が毒薬を飲み、自身のＨＰを減らし始めたところで、周囲が不ふ穏おんな気配を感じ始める。

「──【射手の指貫】【不屈の石】【窮きゆう鼠その呪じゆ装そう具ぐ】。残りの枠わくにＡＴＫ強化の汎はん用ようアクセサリー」

　ＨＰを１で耐たえる【不屈の石】とＨＰが一定以下になると攻撃力が上がる【窮鼠の呪装具】というユニークアクセサリーの組み合わせを装備して、【毒薬】でＨＰを減らしながら、攻撃力を高める。

「ＡＴＫ上昇系の料理と【強化ブースト・丸薬タブレツト】」

　料理効果によってＡＴＫ＋10、強化ブースト・丸薬タブレツトによってＡＴＫ＋13が底上げされる。

「隕いん星せい鋼の矢と【魔法薬：硬こう化か薬】」

　ＨＰが毒で減り続ける間も、総金属製の矢である【隕星鋼の矢】に土属性の魔法薬を染しみ込ませた布で磨みがき、一時的に地属性を付ふ与よする。

　本来、《属性エレメント・付加エンチヤント》と魔法薬は、同じ枠組みの強化であるために、効果量が高い方に上書きされる。

　だが《属性エレメント・付加エンチヤント》が取れる対象は武器であるが、魔法薬の対象は、武器と消しよう耗もう品どちらも可能だ。

　そのために、武器である長弓には《属性エレメント・付加エンチヤント》を、消耗品である金属矢には魔法薬を使い、別々の対象に強化を施すことでコスパは悪いが重複させることができる。

　そして、遂ついに俺のＨＰが１で止まる。

「──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》。──【エクスプロージョン】」

　最大減まで自己強化した俺は、最も使い慣れた弓系アーツを使い、更さらに隕星鋼の矢に《技能スキル・エ付加ンチヤント》した《エクスプロージョン》を解放して放つ。

　強化状態で放つ弓矢の反動で後ろに倒たおれそうになる俺を憑依したザクロが尻しつ尾ぽを砂浜に深く突つき立て、体に掛かかる反動を押さえ込む。

　一いつ瞬しゆんで駆かけ抜ぬけた弓矢は、モノリスに突き刺ささると激しい爆ばく発はつを引き起こし、海岸の砂を巻き上げて、大きなクレーターが生まれる。

「あっ──」

　そして、モノリスの数字を確かめる前に、ぐらっと体が傾かたむき、俺の視界が暗転する。

　長弓の使用時、ＤＥＸなどのステータスが足りないと反射ダメージを受けることがある。

　限界まで強化するために残りＨＰを１まで減らした俺は、その反射ダメージを受けて、ＨＰが０になって倒れた。

　俺は、暗転した視界のメニューから蘇そ生せい薬を使って起き上がると、ミュウやセイ姉ぇ、タクたちが心配そうに覗のぞき込んでいた。

　俺に憑依していたザクロは、俺が倒れたことで憑依状態が解除され召喚石に戻もどされたようだ。

　また、蘇生したことで、俺に付与されていた各種エンチャントなどの強化が消え去り、【ＨＰ回復不能】の追加効果を持つ【窮鼠の呪装具】も強制解除されていた。

【蘇生薬】の回復と【窮鼠の呪装具】の回復不能の効果を矛む盾じゆんさせないために、倒れたら装備が外れるようになっていたのかもしれない。

「ユンお姉ねえちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　心配そうに声を掛けてくるミュウに顔を上げて、困ったように笑う。

「初めて試したけど、すぐ死ぬから全然実用性ないな。それで結果は──」

　俺が弓矢を放ったモノリスを見ると、大きく抉えぐれた砂浜と大穴が空いたモノリスがあった。

　そして、再生するモノリスに現れた数字は──『[image: ]』だった。

「ううっ、ユンお姉ちゃんにダメージレースで負けた……！」

「あのユンちゃんが成長して……お姉ちゃんとしては嬉うれしいわ」

「まさか、ユンくんがカノン砲と同等の火力を出すとは思わなかった。正直、生産職としてちょっと負けた気分。ユンくん、おめでとう」

　予想以上の結果に啞然とする俺に対してミュウやセイ姉ねぇ、マギさんたちから様々な言葉を掛けられ困こん惑わくする。

　そしてもう一つ、俺を困惑させる要素として、こんなインフォメーションも届いていた。





　──弓系アーツの規定回数以上の使用、及およびアーツ使用時に、一定以上のダメージを与あたえたことにより、上級弓アーツ《剛ごう弓きゆう技ぎ・山崩くずし》を習得しました。






　カノン砲に匹ひつ敵てきする一撃を放ったことで、新しいアーツを手に入れた。

　本来なら、もっとレベルを上げてステータスが高まれば、自然と入手できるのだろうが、なんだか強引な方法で習得してしまったようだ。

《剛弓技・山崩し》は、どうやら《弓技・一矢縫い》の上位アーツらしく、単純な一撃だが強くて使い勝手が良さそうだ。

　そして、ミュウたちに褒ほめられる中、俺はもう一度だけモノリスに向かって矢を放たせてもらう。

　今度は、実用的な範はん囲いの強化に留とどめた《弓技・一矢縫い》を使う。

　その結果は──『[image: ]』と自身の最大ダメージの約三分の一だった。

「まぁ、これが俺の本来の実力だよなぁ」

　そう呟つぶやき、苦笑いを浮うかべるが、周りの反応は少し違ちがう。

　エンチャントの可能性、ステータス上昇系アイテムの可能性を感じたミュウたちは、自分の瞬間ダメージの記録を更こう新しんするために再チャレンジする。

　更に、一撃の火力計測から時間単位でのダメージ、パーティーによる連れん携けい攻こう撃げきによるダメージ、マジックジェムのようなダメージアイテムなどで与えるダメージの計測など、様々な条件でダメージを計算し、俺は、その様子を【海の家】の軒のき先さきから眺ながめる。

　目の前では、度たび重なるプレイヤーからの攻撃を受けて再生し続けるモノリスとその余波で抉れる砂浜。

　ただし、砂浜が一定以上抉れると、大きな波が砂浜を覆おおい、抉れた場所を均ならしていく光景を見て、ファンタジーだなぁと思ってしまう。

　そんな大きな波を被かぶり、きゃぁきゃぁと楽しそうなミュウたちの声。

　この孤こ島とうエリアはまだ北側と西側の外がい縁えん部しか足を踏ふみ入れていない。

　東側や南側、そして島の周辺に、強敵が現れる島の中心部。

　この孤島エリアを遊び尽つくすには、一夏だけでは足りないかもしれない、と思う。

　それに、モノリスのようなまだ見ぬ面おも白しろい【海かい賊ぞく王の秘宝】に思いを馳はせるのだった。











─ステータス─




　ＮＡＭＥ：ユン

　武器：黒くろ乙おと女めの長なが弓ゆみ、ヴォルフ司令官の長弓

　副武器：マギさんの包丁、肉断ち包丁・重じゆう黒こく、解体包丁・蒼そう舞ぶ

　防具：ＣＳクロード・シリーズ№６オーカー・クリエイター（夏服・冬服・水着）




　アクセサリー装備容量（３／10）


・フェアリーリング（１）

・身代わり宝玉の指輪（１）

・射手の指ゆび貫ぬき（１）






　予備アクセサリーの一覧


・夢む幻げんの住人（３）

・園芸地輪具（１）

・土輪夫ドワーフの鉄輪（１）






　所持Ｓセンス・Ｐポイント32

【魔ま弓きゆうＬｖ30】【空の目Ｌｖ33】【看破Ｌｖ43】【剛ごう力りきＬｖ３】【俊しゆん足そくＬｖ36】【魔道Ｌｖ37】

【付ふ加か術じゆつ士しＬｖ15】【装そう飾しよく師Ｌｖ５】【料理人Ｌｖ23】【調教Ｌｖ44】【錬れん成せいＬｖ12】【泳ぎＬｖ20】

　控ひかえ

【弓Ｌｖ55】【長弓Ｌｖ45】【大地属性才能Ｌｖ22】【念動Ｌｖ17】【調薬師Ｌｖ31】

【言語学Ｌｖ28】【登山Ｌｖ21】【生産職の心得Ｌｖ35】【身体耐たい性せいＬｖ５】【精神耐性Ｌｖ15】

【潜せん伏ぷくＬｖ７】【先制の心得Ｌｖ17】【急所の心得Ｌｖ15】【釣つりＬｖ３】





・海域突とつ破ぱと海かい賊ぞく掃そう討とうクエストの達成により、南の孤島エリアに上陸した。

・ＭＯＢ式エンジンの雛ひな形がたを作成した。

・海賊王の秘宝【不ふ屈くつの石】【魔ま弾だんの礫つぶて】を手に入れた。

・新技術【魔ま力りよく付ふ与よ】による【素材の変質化】と【魔宝石：ルビー】を手に入れた。

・新アーツ【剛ごう弓きゆう技ぎ・山崩くずし】を習得した。











　　　あとがき







　初めましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座ざ長ちようです。

　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＯさん、作品に素敵なイラストを用意して下さったゆきさん様、また出版以前からネット上で私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。

　ＯＳＯシリーズは、現在ドラゴンエイジにて羽は仁に倉くら雲うん先生作画によるコミカライズ版が連れん載さいしております。コミカルでキュートなコミック版のユンたちの活かつ躍やくや可愛い姿を見ることができます。

　また、弊へい著に『モンスター・ファクトリー』シリーズもございますので、そちらの方も手に取って頂けますと幸いです。




　今回は、作者も読者も待望だろう水着巻を書くことができました。

　本当は13巻辺りでやりたかったのですが、その時の打ち合わせで担当編集のＯさんから一言──「季節感を大事にしましょう」と言われました。

　11巻ではギルド【ＯＳＯ漁業組合】がガレオン船の建造を始め、12巻ではレティーアの新たなパートナーとして水すい竜りゆうのウヅキが出たので、それに合わせて季節感関係なく水辺の話をやりたいと思っておりました。

　ですが、「季節感を大事にしましょう」のアドバイスの結果──季節感の帳ちよう尻じり合あわせのために、作中３月の13巻では先取りのお花見、作中４月の14巻ではセミアニバーサリー・イベント、作中５月の15巻ではゴールデンウィークの大規模遠えん征せいが書かれることになりました。

　作中６月の16巻に待望の水着巻を持ってくることができ、またこの水着巻は17巻にも続く上下巻風な構成を予定しております。

　ぜひ次巻も楽しみにしていただけたらと思います。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後に、この本を手に取って頂いた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。





二〇一八年　十一月　アロハ座長
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